




































































暗黒騎士を脱がさないで２
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　有葉







　CONTENTS









プロローグ「地縛霊、三人寄ればエレファントかしましい」




第一章「アイボク」

第二章「年頃の男女が林間で精を出す写生大会」

第三章「ドＭ製造機」

第四章「計画的犯行」

第五章「計画的犯行のご利用は計画的に」




エピローグ「全て閣下の仕業」







　あとがき





























　　　プロローグ「地じ縛ばく霊れい、三人寄ればエレファントかしましい」







『大おお井い川がわ　境きよう介すけ』は新聞の折り込みチラシを見て興奮した。

　近くの居酒屋的な和食レストラン『貴族野や郎ろう』がリニューアルオープンを果たし、なんとコスプレレストランになったようだ。

　みんな来てね。と載のっているメイド姿の金きん髪ぱつ少女はとても可愛かわいらしく、こんな子が働いているならと早さつ速そく行ってみた。

　ちょうど、境介は知り合いと会う約束があったので、この『貴族野郎』を待ち合わせ場所に選んだのだ。

　リニューアルオープンと言っても、外観は以前来たときと全く変わりはない。

　木造っぽさをあえて出している、旅館のような外観のコンクリ建築だ。神社のような瓦かわらの屋根には大きな看板が乗っている。

　重い扉とびらを開いて中へと入ると、入店音がして、すぐさま店員がやってきた。

「うっひょー」と、思わず素すっ頓とん狂きような声が出てしまった。

　やってきたその店員は、とても可愛らしく、巨きよ乳にゆうの女の子だったのだ。

　胸むな元もとがぱっくりと開いていて、谷間から「いらっしゃいませ」の声が聞こえてくるようだった。

　高校生ぐらいだろうか？　思わずごくりと喉のどが鳴る。

　キラキラと輝かがやくような金髪の少女だった。

　そう、あの広こう告こく塔とうになっていた、看板娘むすめ。

「何名様ですか？」

　と聞かれて、人差し指を立てる。

「あ、お一人と、地縛霊三名様で」

　金髪の店員は、笑え顔がおで言った。

「……え？　ええぇー？」

　境介は思わず、後ろを振ふり返るが……そこには誰だれもいない。

「おタバコは禁きん煙えん中ですか？」

「……ん？　はい」

「こちらへどうぞー」

　四人用のボックス席に案内された境介は、ソファにどっかりと座る。

「あ、あとでもう一人来ますんで」

　境介は、もう一度人差し指を立てた。

　背もたれに腕うでを置きながら人差し指を立てるこの仕草が、境介の中で最も『カッコイイポーズ』だった。

「はーい。かしこまりー」

　境介のカッコイイポーズは不発に終わり、少女の心には何も響ひびくことはなかった。

「あと……地縛霊付いてます？」

「はいっ」

　目が『（』になるぐらいの屈くつ託たくのない笑顔で、少女は即そく答とうした。

「……そうっすか」

「失礼しますー」

　可愛らしい店員は笑顔と甘い女の子の匂においだけを残して、その場を去った。

　境介は頭を抱かかえた。

（どういうことだよ────っ！　なんで喫きつ煙えんしていたこと前提なんだよっ！　タバコお吸いになりますか？　でいいだろ！　なんだよ禁煙中って！　したことねえわ！　喫煙も禁煙もしたことねえわ！　かしこまりーも軽いよっ！　フレンドリーで身近に感じるよ！　あと怖こわいっ！　地縛霊地味に怖いっ！　除霊してえよーっ！）

　一通り嘆なげいたら、テーブルに備え付けてあるメニューを手にする。

　メインは和食。刺さし身みや蕎そ麦ばや鍋なべなどが豊富にあるが、餃子ぎようざやラーメンと言った中ちゆう華かや、オムライス、ハンバーグと言った洋食。よく分からないが、天空のエスカフローネという謎なぞのメニューもある。

　ピンポン。

　迷いながら、境介はクイズの早押しボタンのような奴やつを押して店員を呼んだ。

　…………なかなか来ない。

「はい、いらっしゃいませー」

　やっとやってきた店員の異様さに、境介はぎょっとした。

　全身、真っ黒な鎧よろい姿。さらに、その上からメイド服を着ている。

　顔はフルフェイスで全く見えないが、声からして恐おそらく女性。

　メイド喫きつ茶さ風だと思っていたが、様々なコスプレをするレストランになったようだ。

　ごとっと叩たたきつけるように置かれたコップから、少し冷たい水がテーブルに零こぼれた。

　どうやら、何やらイラついているご様子だ。

　境介は「なんだこいつ」と思いながらも、メニューに頭を悩なやませる。

　最も早はや、水が四人分置かれていることには何の感想もなかった。

「んー。焼きそばにしようかなと思ったが、やっぱりこの手ごねハンバーグってのにしようかなー」

　全品、セットが選べるそうだ。

　Ａセットはライスｏｒパン。サラダｏｒコーンポタージュ。ドリンク一いつ杯ぱい。

　Ｂセットはドリンクが付かず、Ｃセットはライスｏｒパンのみだった。

　ハンバーグを頼たのむなら、やはりＡセットだろう。

　だが、その一方で、焼きそばがとても美お味いしそうだった。

（どうすっかなー。野菜もとっておきたいからこのグリルもいいなー）

　境介が頭をさすりさすりした頃ころ──

「決まってないのに呼んだの？」

　異様な店員は『ちっ』と舌打ちする。

　とてもイライラしているようで、腕を組んで貧びん乏ぼう揺ゆすりを始めたので、境介は急いでオーダーを確定する。

「じゃあ手ごねハンバーグを、ガーリックソースでＡセット。ライスと、コーンポタージュにコーヒーで。あと季節の野菜グリルを一つ」

「はいはい」

「あ、ライスは大盛りに出来ます？」

「……やろうと思えば出来ます」

「じゃあ、やろうと思って貰もらって」

「コーヒーはアイスかホットかになるんですが」

「アイスで」

「気分次し第だいで、コーヒーにカマキリを入れられますが、どうしますか？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

「じゃあ、ご注文を繰くり返して下さい」

「……え？　俺が？」

「最初の部分、完っ全っに聞いてなかったんで」

「ええええ……いや、そこはそっちが繰り返すところじゃ──」

「じゃないと、うまい棒のみにしますよ？」

　言葉を遮さえぎるように、大きく舌打ちをした異様な店員の脅おどしに──

「手ごねハンバーグを、ガーリックソースでＡセット。ライス大盛りと、コーンポタージュにアイスコーヒー」

　境介は屈くつ服ぷくした。こいつなら、本当にうまい棒だけを持ってくるのだと確信していた。

「はい。はい。はい」

　ハンディに打ち込むでも、メモを取るでもなく、生返事を繰り返す。

「で、あと季節の野菜グリルを一つ。以上で」

「かしこまりマスター」

　鎧の店員はカシャンカシャンと音をさせて下がっていく。

　境介は頭を抱えた。

（かしこまりマスターって何だよ──────っ！　出来てねえよ！　マスターしてねえよ！　注文繰り返せよーっ！）

「すいませんおハゲ様」

　鎧の店員がキッチンへ向かったと思ったら、すぐに帰ってきた。

「はい。今敬語になってるようで全くなってないようなかけ声があったけど」

「これは本当に申し訳ないと思ってるんですが、ちょっと今……手ごねハンバーグをこねる機械が壊こわれてまして」

「……えっ？　『手ごね』の機械が？」

「はい。なので、ちょっと今手ごねハンバーグは作れません。普ふ通つうの奴なら解かい凍とうするだけなんですぐお出し出来ますが」

「そうすか」

「あるいは、うまい棒なら、すぐご用意出来ます」

「いや、じゃあハンバーグキャンセルして、焼きそばにします」

　ここはすぐ引き下がらないと、うまい棒にされてしまうと読んだ境介は、すぐに手ごねハンバーグを諦あきらめた。

「焼きそばの方、唇くちびるがてかてかになられますが、よろしいでしょうか？」

　鎧姿の店員は、兜かぶとのせいで表情がよく分からない。

　だが、その声はどこか申し訳なさげだった。

「はい」

「彼女にご接せつ吻ぷんなされる際にですね。『何こいつ油もん食ってんだよー』と思われがちですが、よろしかったでしょうか？」

「…………はい」

「っていうか『顔気持ちわり』って思われてるのではありませんか？」

「大丈夫です。……きっと、大丈夫だと信じてます」

「では、手ごねハンバーグの代わりに焼きそばで」

「はい。──あ、野菜のグリルと、焼きそばで」

「かしましい～」

　鎧の店員は、カシャンカシャンと鎧の音をさせて去って行った。

　境介は頭を抱える。

（ハゲじゃねえよ！　ただの野球部だよっ！　抜ぬけたんじゃなくて自分でやってんだからこれはハゲじゃねえはずだよっ！　いや、ホントは野球部じゃなくて野や球きゆう拳けん部だけど！　っていうか姦かしましいってなんだよ！　かしこまりましたの略か！　それとも俺がやかましいって意味か！　絶対後者だよこんちくしょーっ！　手でこねろよっ！　ハンバーグ手でこねろよ────っ！）

　境介の心の中で、反そり町まち隆たか史しがポイズンを歌っている。

　面と向かって強く言えない小心者の自分が嫌きらいだった。

（なんだこの店は！　ムカつく！　何が一番ムカつくって、隣となりで食ってる男がずっとあの金きん髪ぱつの可愛かわい子ちゃんと喋しやべってるのがムカつく！）

　境介は、前に座る男の背中を睨にらみ付けていた。

　この席に案内したあと、メイド服の可愛い女の子はずっと付きっ切りであの席にいる。

　楽しく笑顔でお話をしているのだ。

　こっちはハゲと罵ののしられたり、顔気持ちわりとか罵られていたというのに。

　だが、境介は希望を捨ててはいなかった。

　どうやら、二人は付き合っている訳ではなさそうだ。

　女の子の方が、ずっと敬語で話をしている。

　あくまで、店員と客の間あいだ柄がらなのだろう。

　だとすれば、こっちが話しかけても応こたえてくれるのではないだろうか。

　可愛い女の子との、トークトゥハー出来るのではなかろうか。

　聞きたい。色々なことを聞きたい。彼女をもっと知りたい。

　だが、彼女はずっと一人の客と喋っている。

　もっと早く、この店を見つけるべきだった。

　そうすれば、自分だって。

「おー、ここかここか」

　待ち人がやってきて、対面に座ったもんだから、可愛らしい女の子が見えなくなってしまった。境介はむすっとした表情で、旧友の登場を懐なつかしむこともなかった。

　待ち合わせていた男は、爽さわやかな青年だった。長身でひょろっとした体型だが、境介の目から見ても、男前だ。

「よく分かったな」

「え？　ああ、うん」

「今ちらっと頭を見たのを俺は忘れない。で、話ってのはなんだ？　えっと──今はなんて名前なのかな？」

「辻つじ本もと豊ゆたか。しんにょうの点が二つの、辻本だ」

　その待ち人、辻本豊は笑顔でそう言った。

　人と話すとき、豊は笑え顔がおを絶やさない。

　それは、他ほかの感情を読み取らせないための防衛手段であることを境介は理解していた。

　無表情でいるより、笑顔を作っている方が動どう揺ようを隠かくしやすいのだ。

「全く、誕生日ぐらいの頻ひん度どで名前が変わるから、いちいち覚えたくもないな」

「まあそれはさておいて、早さつ速そく本題に入りたいんだが」

「何か頼むか？」

「いや、すぐに帰る」

「じゃあ、用件をどうぞ」

「大井川境介。君に──暗黒騎き士しを落として貰いたい」

「暗黒騎士？」

「ああ、全身を漆しつ黒こくの鎧で纏まとった、変な女さ。その──暗黒騎士の恋こい路じを、邪じや魔まして欲しいんだ」

　豊の説明を聞いて、境介はちらりとキッチンへ目をやる。

「………………それ、さっきいたような」

　どこにでもいるような奴やつじゃない。もしかしたら、あれが件くだんの人物ではないかと考えた。

「君のためにもなると思ってね」

「そうだな。──俺が『波は旬じゆん』になるための一歩となるだろう」

　境介は、にっと笑顔を見せる。

　この世界には、『神様』が存在する。

　だが、それらは人じん智ちを越こえた存在ではなく、超ちよう人じん的な力を持った『人間』たちだ。

　一人の神が様々な姿をしているのも、永遠の命を持っているように思えるのも、あらゆることを知っている全知全能であるように思えるのも、複数の人間が代々受け継ついできたからだ。

　波旬とは、数多くいる中でも『欲よく』を司つかさどる神様である。

　今、この街で次期波旬を決めるためのテストが行われている。

　そして、境介はその、『波旬候補生』の一人なのだ。

「波旬に選ばれる条件は、候補者の中で『最も欲深い』こと。色欲や禁欲、略りやく奪だつ愛あいなんてのは、点数が高いだろうなぁ」

　仏教の修しゆ行ぎよう僧そうは、『徳』を積んで、神へと近づいていく。

　彼ら波旬候補生は『欲』を積んで、神へと近づいていくのだ。

「引き受けて、くれるかな？」

「いいとも。あいつにはついさっき因いん縁ねんが出来た。落として、奴ど隷れいのように扱あつかってやろう。ただ、一つこちらからもお願いがある？」

「お前から？　珍めずらしいな」

「波旬になるためには、欲望を抑おさえず最大限欲の限りを尽つくすこと──ではあるが、これはあまりにも曖あい昧まいすぎる条件だ」

「まあ、そうだな」

「恐おそらく、ほとんどの波旬候補生は、候補生と言われながら、どうやってもなれないように出来レースになっていると俺は思う」

「……ふむ」

　豊はあまり同調も出来なかった。

　実際、そうだからだ。

　今、豊がこうして境介に話を持ちかけたのも、ある人物を波旬にするため。

「そこでだ……辻本豊。最も有力な現波旬の息子むすこ──『鞍くら馬ま　啓けい治じ』の情報が欲ほしい」

　境介の言葉に、豊は動揺していた。だが、それを上う手まく隠した。

「……息子ね。それを知ってどうする？」




「──殺す」




　にやりと不敵な笑みを浮うかべた境介の横を、先ほど金髪の少女とおしゃべりしていた青年が通り過ぎた。

　豊は面食らってしまって、一いつ瞬しゆん言葉が出なかった。

　笑顔が、一瞬だが消えてしまった。

　またすぐに笑顔を作るが、胸がどくんどくんと高鳴っている。

「殺すのは……やりすぎなんじゃ？」

　レジでお会計を済ましている青年の姿を目の端はしに捉とらえながら、豊は困ったような表情を作る。

　驚きよう愕がくを悟さとられないように。

　鞍馬啓治と、知り合いであると悟られないように。

　あくまで、殺すという突とつ拍ぴよう子しのない言葉に驚おどろいただけだと、思わせるために。

「さすがに、鞍馬啓治が死ねばルールは改変され、ちゃんとした審しん査さが出来るようになるだろう。一人死ぬことで、波旬の条件は初めて公平になるのだ。彼には、その犠ぎ牲せいになって貰もらう」

　境介はぐいっと水をあおって、一息に言った。

「そうはならないんじゃないかな」

「やってみる価値はある。このまま『欲』を律りち儀ぎに積んでも、結局は『判定勝ち』で鞍馬啓治が選ばれるはずだからな」

「…………顔も知らない相手を、よく殺す気になるな」

「顔も知らないって、どうして知ってるんだ？」

　失言だった。

　今境介の横を通り過ぎた人物が鞍馬啓治その人だからだ。──と豊は言わなかった。

　危なかった。

　もし、座った位置が逆だったら、啓治と顔を合わせていただろう。

　そうしたならば、もしかしたら話しかけてきたかもしれない。

　境介に向かって、自己紹しよう介かいもしたかもしれない。

　啓治を、殺させる訳にはいかなかった。

　豊は、豊の目的は、『鞍馬　啓治』を『波旬』にすること。

　一人の女に入れ込まず、ハーレムを形成するような色欲を持って貰うことだったから。

　欲をどれだけ積もうが、結局波旬は鞍馬啓治になる。

　それは、境介の言うとおりだ。

　だが、啓治は波旬を神ではなくバケモノとして嫌きらっている。

　波旬には、なりたくないと思っている。

　ある程度の欲。そう、女を囲ってハーレムを作る程度の欲を出さないと、さすがに『勝ち』とするのは難しい。

　一と一〇で一の勝ちにするのは出来るが、〇と一〇で〇の勝ちは無理がありすぎるから。

「……お前の考えぐらい、何でも分かるんだよ俺は」

「出たな。いつもの……」

　境介は楽しそうに、人差し指をびしっと豊に向ける。

　豊はやけに洞どう察さつ力の鋭するどい時がある。

　だから、失言をしていたことに、境介は気づけなかった。

「とにかく、俺は鞍馬の息子の情報を集める。お前は──」

「暗黒騎士を落とす。契けい約やくは成立だ」

「では、一週間後に報告を」

　豊は立ち上がる。

　情報を集めると言いながら、どう噓うその情報を流そうか、帰ってからじっくりと考えたい。

「はいよ」

　境介は足を組みながら背もたれに身体からだを預け、パタパタと手を振ふった。

　去って行く豊を見送っていると──バックヤードに暗黒騎士の姿が見えた。

　黒い兜かぶとを外すと、ファサっと長い黒くろ髪かみのツインテールが現れる。

　そして、その兜を金きん髪ぱつの少女に手て渡わたしていた。

　一見すると大人しそうな、しかしどこか妖あやしげな少女。

　それが、暗黒騎士の正体だったのだ。

「顔は、覚えたぜ。暗黒騎士さんとやら」

　ニヒルに決めたところに、新たなメイド服の店員が焼きそばを持ってやってきた。

「お待たせしました～。焼きそばになりまーす」

　テーブルに、焼きそばと季節野菜のグリルが置かれる。さらに──大盛りのライスとアイスコーヒーと……うまい棒。

「……あの、このＡセットはキャンセルしたんですけど」

　境介は「なりますって日本語おかしいだろ。今からこれが焼きそばになる訳じゃないだろ」と、ファミコン言葉に違い和わ感かんを覚えつつも、それ以上の違和感を突つっ込こんで聞いてみた。

「あ、はい。オーナーが『きっとそういうだろうな、あのキモい奴。死ねばいいのに』って言ってました。えっとですね。ハンバーグのキャンセルは確かに受けたけど、Ａセットのキャンセルを受けた覚えはないそうでーす」

「……なるほど。このうまい棒はなんですか？」

「Ａセットのコーンポタージュですけど？」

「あ、このセットのサラダかコーンポタージュってうまい棒の味の種類だったんすか？」

「はい。そうですけど？」

　店員は、「当然でしょ？」とでも言いたげな、けろっとした顔で言う。

「あとこのコーヒーなんですけど……カマキリ……入ってますよね」

「はい。シェフが気まぐれでやっちゃいました」

「断ったんですけど」
















「（シェフの）気分次し第だいでコーヒーにカマキリを（勝手に）入れられますが（そのときあなたは）どうしますか？　と質問したところ、『大だい丈じよう夫ぶです』と言げん質ちを頂いたと言ってましたけど」

「いやそんなこと言うわけが──」（………………あ！　言った！　俺それ言ったわ！　完全に言った！　そういう確かく認にんだったのかよあれ！　わかりにくいよ！　いや、きっと、わざとわかりにくくしてんだ……入れたかったから……）

「心配しなくても本物じゃなくておもちゃですよおもちゃ。本物だったらお尻しりからハリガネムシ出ちゃいますよ。あっははは」

　陽気な店員は、笑いながらばしばしと境介の背中を叩たたく。

「…………じゃあ、大丈夫です」

「エレファントカシマシ～」

　店員は笑え顔がおだけを残して去って行く。

　境介は頭を抱かかえた。

（なんなんだーっ！　なんなんだよこの店はっ！　焼きそばであんなに聞いておいてＡセットの注意はしねえのかよ！　うまい棒推おしはなんなんだよ！　虫だろうがおもちゃだろうが一いつ緒しよだよ！　異物混入は異物混入だよ！　これがわかめでも文句言うよ！　なんだこの店っ！　なんなんだよこの店はっ！　手でこねねーしっ！）

　イライラが止まらなかった。今すぐテーブルをひっくり返したかった。

　ふと見ると、先ほど帰った隣となりのテーブルを掃そう除じする、あの可愛かわいらしい金髪の少女の姿が──

　胸むな元もとがぱっくり開いたメイド服。谷間が顔を出し、二つの大きなお乳がぷるんぷるんと揺ゆれている。

（…………………………………………また来よう）

　境介は満足した。







　鞍馬啓治は新聞の広告を見て興奮した。

『貴族野や郎ろうリニューアルオープン』と書かれた広告に、『エリー』が載のっている。啓治の数少ない異性の友達が載っているのだ。

　啓治は貴族野郎のバイトの面接を受け、見事受かりはしたが、エリーがバイトをしていることは知らなかった。

　週に二回、一八時から二二時までという短時間なシフトのせいもあるだろう。

　いつか、シフトが被かぶることはあるのだろうか？




　──会いに行こう。




　いてもたってもいられず、矢やも盾たてもたまらず、啓治は店へ向かった。

　たまには、客として店に行ってもいいだろう。

　もし今日、エリーがいなかったとしても、暗黒騎き士しがシフトインしていたはずだ。

　暗黒騎士に会えるだけでも良かった。

『貴族野郎』の外観は、木造っぽさをあえて出している、コンクリ建築だ。神社のような瓦かわらの屋根。『和』をこれでもかとアピールしている。

　重い扉とびらを開いて中へと入ると、入店音がして、すぐさま店員がやってくる。

　メイド服を着た、可愛らしい金髪の女の子だった。

　胸元が大きく開いていて、谷間につい目が行ってしまう。

「いらっ……け、けけけの啓治さんっ！」

　金髪の少女エリーは突とつ然ぜんの来客に驚き、仰のけ反ぞって二度見した。

「お、エリーやっぱりここで働いてたんだ。言ってくれればよかったのに。……なんでちょっと鬼き太た郎ろう風に驚いたの？」

「ど、どどどうしてここに！」

　はわわわ。開いた口がぱくぱくと動く。

　あまりの衝しよう撃げきに、頭が混乱していた。

「いやあ、広告を見てさ。エリーがここで働いているとは知らなかったなー」

「そ、そうですか……」

　エリーは心の中が汗あせでびっしょりだった。

（マズイ。これは非常にマズイ）

　暗黒騎士こと『エールリンク・ラグナ・ウォルター』、通つう称しようエリーは、『暗黒騎士』として生活をしている。

　学校でも鎧よろい姿のまま登校しているし、このバイトも、鎧姿で出勤している。

　そう、『暗黒騎士』はいつもどこでも全身鎧姿。

　だが、鎧を着て接客をするより確実に客が増えると、この店のオーナーたっての希望で鎧を脱ぬいでメイド服で仕事をしていた。

　つまり、今シフトインしている従業員は皆みんな、エリーが暗黒騎士その人であることを知っているのだが、啓治だけには打ち明けていなかった。

　エリーと暗黒騎士が同一人物であることを、どうしても啓治にだけは知られたくなかった。

　嫌きらわれるのではないかと怖こわくて。

「暗黒騎士さんはいる？　一言挨あい拶さつしておこうかなと思うんだけど」

　席ではなく、事務所へ向かおうとする啓治の腕うでをがっしりと摑つかむエリー。

「あー、えっとその……今はちょっと……無きにしも非あらずです！」

「どういうことなの！」

「いるというかいないというか、確認出来ないというか。今はちょっと……」

　エリーはしどろもどろになりながらも、啓治を食い止めようと必死だった。

　暗黒騎士がいない。というだけならば問題はない。

　今、事務所には脱いだ鎧が置いてある。

　暗黒騎士が、脱いでいるということから、啓治が『エリー＝暗黒騎士』の方程式にＱＥＤしてしまうかもしれないということが不安で堪たまらない。

「何そのシュレディンガーの猫ねこみたいなの。あ、休きゆう憩けい中だったら仕方ないね。店長にだけ挨拶してこようかな」

　腕を取られながらも先へ進もうとする啓治の腕を、抱だきしめる。

「いや！　私がしておきます！」

「え？　どうして？」

　さすがの啓治も、その場に止まった。

　胸の感かん触しよくが腕に伝わり、思わず鼻を押さえる。

　啓治は、『波は旬じゆん候補生』であり、ただの人間ではない。

　エロいことを考えれば、鼻が伸のびてしまう体質だった。

（マズイ……欲よくがっ！　俺の中の欲が膨ふくらんでしまうっ！）

　このままエリーの柔やわらかな肉体を腕に感じていたかったが、それは『欲を積む』行こう為い。

　波旬を神ではなくバケモノと考えている啓治は、欲を極力抑おさえたかった。

　さっと腕を抜ぬき去った啓治。エリーは「逃にげられるっ！」と涙なみだ目めになった。

「えっと……じ、地じ縛ばく霊れい付いてますから！　啓治さん、地縛霊三名様付いてますから！」

「怖っ！　え！　ホントっ！」

「そうなんですっ！　その状態では店長には会わせられないですっ！」

「どういう霊なの？」

「……メガネと元力士とヘビースモーカーですねぇ」

「メガネの霊も力士の霊もヘビースモーカーの霊も見たことないタイプだわー。それは怖いわー」

「ということなんで、喫きつ煙えん席ですかね」

　少しでも事務所から遠い場所に誘さそいたかったが──

「いや、別にそこは禁煙席でもいいんじゃないかな」

　さすがに無理だった。

「じゃあ禁煙で！　ダメですよっ！　たかしっ！」

　エリーは空中をべしべしと叩く。

「ヘビースモーカーの霊はたかしって名前なんだ」

　どこか納なつ得とく出来ないまま、啓治はエリーに連れられ、席へと案内される。

　窓の外に車が行き交かう国道を見ながら、奥の奥。坊ぼう主ず頭あたまのお客さんがいる席の、さらに先だった。

「じゃあ、少々お待ち下さい」

　と笑顔を向けたエリーは、内心で困り果てていた。

　ダッシュでバックヤードへ下がり、オーナーであるクラスメイトの『神しん藤どう　魔ま歩ほ』に相談した。

「おい！　マホよっ！　啓治くんが来てしまったではないか！」

　神藤魔歩は、先日搬はん入にゆうしたばかりのマッサージチェアに腰こし掛かけて、チュッパチャプスを舐なめながらパソコンに向き合っていた。

　黒くろ髪かみのツインテール。エリーより少し背が高いが、エリーよりぼんきゅっぼんではない同級生だ。

「へ？　まあ、別に従業員が食べに来てもいいんじゃない？」

　ぷうっと頰ほおを膨らませて怒おこるエリーの怒ってる理由が分からず、マホは目をぱちくりさせた。

「そこではない。今、私はシフトインしていることになっている」

　すたすたとマホのところまで早足で近づくエリー。

「うん」

　対するマホは、まだよく分かっていない。

「そして私もシフトインしていることが判明した！」

　ばん。強く両手で机を叩き、怒いかりをぶつけた。

「うん？」

　だが、マホはまだ要領を得ない。

「私がいないと大変なのだ！」

　すたすたすたすた。事務所内をぐるぐると歩き始めるエリー。

「んーっと、ちょっと言ってる意味が分かんないから、もう少しどうぞ」

「代役を、頼たのみたい」

　エリーは事務所の端はしに置いてあった鎧一式から、兜かぶとをずいっとマホに突つきつけた。

「あー、つまりこういうこと？　鎧を着ている暗黒騎士さんと鎧を着ていない暗黒騎士さんが混在してないと困るから、鎧を着ている暗黒騎士さん役を私がやると」

「…………え？　どゆこと？」

「こっちの台詞せりふだけど、理解したわ」

　マホが少ない情報からエリーの思いをくみ取れたのは、偏ひとえに、以前同じようなことを頼まれたからだ。

　啓治は、一時的ではあるが、エリーが暗黒騎士であるという真実に辿たどり着いた。

　そこで、暗黒騎士エリーはマホに暗黒騎士役を頼み、自分がエリーとして登場することにより、同一人物であるという事実をうやむやにした。

　今回もその例に倣ならって代役を頼みたいのだろう。

「理解が早くて助かる」

「もういっそ、バラしちゃえば？」

　マホは面めん倒どう臭くさそうに言った。

「ダメだ！　絶対幻げん滅めつするに決まってる！」

　エリーは激しく首を振ふる。

　長い金色の髪が、ふぁさっふぁさっと揺れた。

「はいはい。じゃあ、私が鎧着ればいいんだね？」

「頼む！　後生だから」

　哀あい願がんされて、なくなくマホは鎧を装着した。

　マホが客足を伸ばすために、『エリー』を広告に使ったのだ。若じやつ干かんの責任を感じていた。

　ピンポン。

　客が呼んでいる。

　しかも、二ヶ所同時だった。

　バックヤードに顔を出すと、三十一と三十二の数字が点灯していた。

「三十一、三十二行きまーす」

　エリーが大きな声で応こたえる。

　三十一番席は、啓治の場所だったから。

「……三十二番、私が行くわけ？」

　鎧を装着し、兜を被かぶりながら、マホは溜ため息いきを吐つく。

「隣となりだったら、啓治くんにアピール出来るではないか」

　名案のようにエリーは言うが、マホは真相を見み抜ぬいていた。

「だったら、暗黒騎士さんが三十二番いけばいいじゃない」

　エリーはただ、啓治とお喋しやべりがしたいだけ。

「け、啓治くんとマホが喋れば、中身が違ちがうとバレるではないか！」

「それもそうね。あーあー、そういう業務をしたくないから、わざわざ買収してオーナーになったのになー」

　マホは渋しぶ々しぶではあるが、エリーと共にホールへ出た。

（あ、やっぱり暗黒騎き士しさんシフト入ってたんだ）

　一目で分かるその姿を発見し、啓治は胸がときめいた。

　つかつかと足音を響ひびかせながらこっちへやってくる。

　だが、どうやら隣の席のオーダーを取りに来たようだった。

　やっぱり挨拶をしようと思い、タイミングを計るために聞き耳を立てると──

「決まってないのに呼んだの？」

　暗黒騎士は『ちっ』と舌打ちしていた。

（恐おそろしくイライラしていらっしゃるっ！）

　三十二番席のお客様に対しての、まさかの第一声に啓治は驚おどろいて振り向くことすら出来なかった。

「けーいっじさん」

　ぴょん。と跳とぶようにエリーがやってきて、啓治はほっとした。

　暗黒騎士の苛いら立だちは気になるが、気が気ではない。

　エリーの晴れやかな笑え顔がおが、救いであり、安らぎだった。

　ちらりと、大きく開いた胸むな元もとに目をやる。

　………………エリーの晴れやかな『笑顔』が、救いであり、安らぎだった。

（決しておっぱいじゃない！　おっぱいを見て安らぎを感じた訳じゃないっ！）

　啓治は自分の中にいる『波旬』に言い聞かせるように強く心の声を発していた。

　学校であった小さな出来事を色々喋る。エリーが大きく肩かたを震ふるわせるように笑うと、ふるふるとおっぱいが揺ゆれる。

　普ふ段だん話をするときは、それほど気にならないが──

　今は、胸元が丸見えだ。どうしても、意識が胸へと行ってしまう。

　天空のエスカフローネという名前の、俗ぞくに言う半熟オムライスを注文した頃ころ──

「あ、ちょっとすいません」

「ん？」

　ダラダラとくっちゃべっていたら、エリーが突とつ然ぜん席を外した。

　啓治が様子を窺うかがっていると、どうやら他ほかの客の水を補給しに行ったようだった。

　そして、客に呼ばれて、追加オーダーをハンディに打ち込んでいる。

「かしこまりマスター」

　誰だれが言い始めたのか分からない決まりの言葉で締しめくくると、啓治のところへ戻もどってくる。

「けーいっじ、さん」

　ぱあっと輝かがやくような笑顔。

「今の水追加したお客様、まだ六割ほど残ってたよね？」

「はい。あの方はジャワカレーをお頼みだったので」

「……ああ～」

　エリーはカレーを食べるなら、水の消費が早いと考えたのだ。

　啓治も同じホールの仕事をしているが、そんなこと、考えたこともなかった。

　呼ばれるまで動かない、指示待ち人間だった。

　自分から率先して接客しようというエリーの態度に、尊敬の念を抱いだいていた。

「でも、水を飲まずにカレー食べようって人もいるよね」

「ついででしたから」

「ついで？」

「ほら、あの奥にいたお客様が」

「あー、さっきオーダー取ってたね」

「メニューをじっと見ていらっしゃって、ひょこっとメニューから顔を出したんで、何を頼むか決めたから店員を探しておいでかなーって。なので、水を持っていくことで、お客様の声が届く距きよ離りに待機したんですよー」

「注文あるならボタン押せばいいのにな」

　来るのを待たなくて済むように、テーブルに呼び出しボタンがある。

　わざわざそれを活用せず、店員が通りかかるのを待つなんて、啓治には考えられなかった。

　いや、今の啓治には、その理由が理解出来る。

（そうか。目的は──エリーなのか）

　エリーは、広告に載のっている女の子だ。

　目的は、最初からエリーだとすれば、ボタンを押さない理由も分かる。

　こんな素す敵てきな………………刺し激げき的な格好をしていれば、尚なお更さらだ。

　他の店員も、メイド服っぽい衣い装しようや、従来の制服のままや、魔ま女じよのような格好など様々だが、エリーほど素敵な…………刺激的な格好はない。

　これは、新オーナーとなったマホが、制服を統一するのではなく、バラバラにすることで暗黒騎士の鎧よろい姿を目立たせないようにと配はい慮りよした結果だった。

　店員であるということがわかればいい。というスタンスなので、逆にお客様が着てこられるようなカジュアルな格好はしてはならない。

　衣装はシフトインの早い者順で、控ひかえ室に今もずらりと並んでいる中から選ぶ。

　自分で選んでいいのだから、エリーのような胸元が丸見えの素敵な…………刺激的なメイド服なんて、ほとんど誰も選ばない。

　だからこそ、目立つ。

　少しでも、エリーと話がしたい。エリーの胸元を凝ぎよう視ししたい。

　そう言った心の下がった方々が、エリーを待っているのだ。

「エリーは、この仕事、楽しんでる？　色々大変そうだけど」

　エリーの顔を見ながらも、意識を周りに向けてみる。

　すると──全すべての席から、（なんでお前のところばかり）という恨うらみの視線が注がれている気がしてならなかった。

「んー、私はこう考えるんです。必要ですか？　と聞いてお願いしますって返されたら私の勝ち。大だい丈じよう夫ぶですって返されたら私の負け。この仕事は、そういうゲームみたいで、すごい楽しくて」

「なるほどねー。だからいつも笑顔なんだ」

「あ、笑顔になってます？　やだな、は、恥はずかしいです。あ、ちょっと待ってくださいね」

　笑顔になってると自覚していなかったエリーは頰ほおを赤らめ、そんなことで恥ずかしがっている顔すら見られたくなくて、啓治の前から逃とう走そうした。

　てってってって、早足でバックヤードに下がり、料理を運ぶ。ついでにカレーのお客様の水がまた六割になっていたので、追加して、オーダーも取っていく。

　そして、またバックヤードに下がり、オーダーを取ったばかりの席へすぐにドリンクを届けた。

　その流れるような動きを見て、啓治は気付いた。

　エリーは、一度も『バック』していない。

　移動する先、移動する先、仕事がある。

　それは、呼ばれる前に行くという五分前行動的な精神が成せる業わざなのだろう。

　エリーを後ろから呼び止める者はいない。

　エリーが通った場所はすでに、用が済んでいるからだ。

「すげえ」啓治は、素直に感心した。

　エリーは、啓治と話してる間も、店全体を把は握あくしていた。

　客の行動心理を読み取り、率先して動く。

　だが、まだ二点、啓治には不思議なところがあった。

「けーっいじ、さん」

　また、ひょっこりとエリーが帰ってきた。

　手には、半熟オムライス。テーブルに音も無くそっとオムライスの丸くて白い皿が置かれる。

「ねえ、エリー。どうしていつも早歩きなの？」

　啓治は、早さつ速そく手を合わせて「いただきます」してオムライスを食べ始めながら、疑問をぶつけてみた。

　エリーの仕事ぶりを尊敬し、真ま似ねしたいと思っていたからだ。

「行軍の時間が、最も重要かつ、最も無む駄だなんです」

　くるりと丸めた会計伝票を、透とう明めいの割った竹のような形のあれに差し込むエリー。

「行軍……」

　啓治は、少しだけ単語に引っかかったが、あまり気にしないことにした。

「はい。行軍状態より待機状態の方がよっぽど有意義です。戦場にいち早く辿たどり着き、敵の準備が整うより先に、潰つぶしていく。稲いな妻ずまの如ごとく移動し、各個撃げき破はするのが基本戦術と言えるでしょうねー」

「なるほど、戦争に例えてくれたんだね」

「え？　あっ！　えっとそうです！」

　エリーは内心で、焦あせっていた。

（し、しまった！　思わず普ふ通つうに応こたえてしまったっ！）

　エリーは、帝てい国こく軍で大隊を率いる将軍だ。

　幾いく度どの戦場を駆かけ抜ぬけてきた結果、何でも戦争に結びつける思考が身についてしまっていた。

「あともう一つ気になったんだけど、なんでわざわざドリ場行ったの？」

　ドリ場とは、ドリンクを作っている場所の略である。

　焼き物を作っている場所は焼き場。揚あげ物を作っている場所は揚げ場と、それぞれに人が割り振ふられている。

　ホールの人間がわざわざドリンクを作りに行かなくとも、常にドリ場担当の人間が作り続けているのだ。

「ドリンクの追加補ほ充じゆうは、全て飲みきってから行う方が多いので、すぐにご用意してあげたいのです。兵がいなくては、戦いくさになりませんし」

「なるほどー。初のオーダーならドリ場担当に任せるけど、追加のオーダーなら自分から作りに行くってのもありなのかー。忙いそがしいときは難しそうだけど」

「補充の兵が来るのを待つのは……辛つらいですからねー」

　しみじみとエリーは言う。

　エリーの人生がどういうモノなのか、啓治は聞かなかった。

　自分も、過去のことはあまり聞かれたくはない。

「それに、オムライスが出来てましたし」

「それはたまたまでしょ？」

「いえいえ！　全体の料理の出具合から、今完成するだろうなーって思ってました」

「え！　客だけじゃなくてキッチンの様子も把握してるの？」

「はい。指揮官たるもの、全てを常に視野にいれておかないとなのですよー。優ゆう秀しゆうな副官がいるなら別ですけど」

「勉強になるなー」

「そ、そんな！　私なんかが烏お滸こがましくも差し出がましいことをでしゃばりまして！」

　なんてことをぐだぐだと話している内に、ぺろりとオムライスを食べきってしまった。

「いやあ、エリーに会えて良かったよ」

　啓治は初めてのバイトで楽しみ方もやり方もわからず不安だったが、エリーの話を聞いてやる気がわいてきた。

　啓治は会計伝票を手に立ち上がった。

　忙しくなる前に、退散しようと思ったためだ。

「もう……帰っちゃうんですか？」

　エリーの寂さびしそうな目。

「まあ、また来るからさ」

　また来る。また来てくれる。

　その言葉だけで、エリーは嬉うれしかった。

「はい。お待ちしておりますね」

　てってってって。

　啓治よりも早く、レジへと向かうエリー。

　続いて啓治も立ち上がり、くるりと体の向きを変えると、驚おどろいた。

　そこに、知り合いが、クラスメイトがいたからだ。

　それも、隣となりの席に。

（あれ？　豊来てたのか。坊ぼう主ず頭あたまの人……知り合いかな？　声を掛かけると迷めい惑わくかな）

　啓治は一いち瞥べつすることもなく、すーっと横を通り過ぎた。

「────殺す」

　真しん剣けんな話をしてそうだったので、意識してはいなかったが、その一言はあまりに短く、そして衝しよう撃げき的だったので、耳に入ってしまった。

（殺す？）

　物ぶつ騒そうな話をしている。

（まさか……また暗黒騎き士しさんを狙ねらってるのかっ！）

　啓治はモヤモヤした気持ちのまま、お会計を済ませ、帰宅した。







　　　第一章「アイボク」







　五月も半ばを過ぎ、気温も二〇度を上回ってきた。

　木々は緑に生おい茂しげり、そろそろ梅つ雨ゆ入り宣言がなされてもおかしくない今日この頃ごろ。

　学校生活も一ヶ月を過ぎて、それぞれに友達が出来たため、複数のグループが形成されていった。

　わいわいがやがやと、それぞれの趣しゆ味み嗜し好こうにあった会話が飛び交かっている。

　昨日見た、バラエティ番組の話。

　昨日買ったライトノベルの話。

　スマートフォンでやっている、ゲームの話。

　車雑誌を見ているチーム。

　美み川かわ憲けん一いちのモノマネをしているチーム。

　朝、啓けい治じが学校に登校してくると、啓治がいつも連つるんでいる人物に声を掛けた。

「暗黒騎士さん、どうかしたんですか？」

　そこにいたのは、全身を漆しつ黒こく色の鎧に包み、さらにその上から学校指定の制服を着ている異世界人『暗黒騎士』だった。

　神しん妙みような面おも持もちをしていそうな兜かぶとの感じ。

　表情は見えなくとも、仕草などでそれを感じ取れるぐらいに、啓治は親密になっていた。

「うむ。実はな、『部活動』というモノに興味があるのだ。先刻、校門前でヘッドバンキングを受けてな」

「あー、なるほどー。ヘッドハンティングっていうか、スカウトね。何部？」

　啓治は、ヘッドバンキングを「間ま違ちがってるよ。首をガンガン振る奴やつじゃないと思うよ」とは言わなかった。

　暗黒騎士は、異世界人。まだ、日本語が完かん璧ぺきではないし、常識やマナーもいまいちよくわかっていない。

　そして、そのことをいちいち指し摘てきするのも、野や暮ぼな話だ。

「漫まん画が研究会」

　暗黒騎士は、溜ため息いき交じりに言う。

「…………それって、コスプレ的な意味で？」

　啓治は呆あきれた様子で言いながら、とりあえず荷物を自分の席に置いて、改めて暗黒騎士の席へと戻もどった。

「私は思うのだ。昨今の若者は、運動不足であると」

　腕うでを組んだ暗黒騎士は、厳格な老人のようなことを言い出した。

　だが、暗黒騎士ことエールリンク・ラグナ・ウォルターは、『昨今の若者』の内の一人である。

「まあ、そうですねぇ。部活やらないと一いつ切さい運動なんてしないですし」

　啓治は、波は旬じゆんになるべく、子供の頃から山奥に籠こもっていた。

　一日のスケジュールを親に決められ、学校にも通わず、ずっと鍛たん錬れんをしていた。

　命を狙われることも多々あった。

　だが、今は。

　家に帰っても、趣味に没ぼつ頭とうしたり、ぼーっとテレビを見たりで、運動という運動はしていない。

　暗黒騎士の言葉が、耳に痛かった。

「そこで、やるならば新たな運動部を作りたいと思うのだ」

「へえ、何部にするんです？」

　暗黒騎士の言葉に、啓治は興味しんしんだった。

　部活を始めるなら最初から。

　そんな考え、啓治には一切なかったから。

　暗黒騎士が始めた部活なら、自分も参加したかったから。

「うむ。運動と言えば体操。──体操部というのはどうだろう？」

　暗黒騎士は真剣に言った。

　なんという名案だ。と自画自賛していた。

「………………すでに、あったと思うんですよねぇ」

　啓治は、苦笑いを浮うかべながら、申し訳なさそうに指摘する。

　こればっかりは、スルーも出来なかった。

「マジで？」

　暗黒騎士は、小さく擦こすれるような声で聞き返す。

「ええ」

　啓治も、囁ささやくような声で返した。

　そして、生徒手帳を取り出した。

　そう、この学校の生徒手帳には、部活動を一覧出来るページがあるのだ。

　指でおもむろに手た繰ぐっていくと、確かに書いてある。

　体操部──と。

　暗黒騎士はこほんと一つ咳せきをして仕切り直し──

「新・体操部」

　暗黒騎士はすばらしい妙みよう案あんだと、得意気だった。

「それも………………あるんですよねぇ」

　啓治は苦虫を嚙かみしめる思いで指摘する。

　生徒手帳には、体操部の次に新体操部が書かれていた。

「マジで？」

「ええ」

　二人の間に、静かな、そして涼すずしい空気が流れた。

「ま、まああれだ。うん。みたいな。そう、体操部みたいなのが新しく必要だと言うことを言いたいのだ」

「あーなるほど」

　暗黒騎士は焦あせっていた。

　何か、何かないだろうか？

　思い出せ。きっとあるはずだ。

「アイボクにしよう。いや、アイボク部もすでにあるかな」

　そして、閃ひらめく──が、暗黒騎士は自信がなさげだった。

「アイボク？　聞いたことないですね」

　啓治は首を捻ひねる。

　完全な、初耳だった。

　部活動一覧にも、アイボクという言葉はない。

「本当か！　この国の国技であると聞いているが」

「……へえ」

　啓治は「あったかなー？」と首を捻りつつ、否定はしなかった。

　山奥で暮らしていた自分は、暗黒騎士ほどではないが、お世辞にも常識人とは言えず、世間知らずだったから。

「私も実際やっているところは見たことがないのだが、噂うわさには聞いている。実に素す晴ばらしい競技だそうだ」

「国技……アイボク……それってどういう漢字書くんですか？」

　もしかして──とある答えが頭に浮かぶ。もしかして、読み方を間違えているんじゃないかと考えた。

「相手を撲ぼく殺さつすると書いて『相あい撲ぼく』だ」

　ずがーん。

　言葉が稲いな妻ずまとなって、啓治に降り注いだ。

　啓治の予想通り、思った通り、暗黒騎士は、漢字を読み間違えていたのだ。

「………………なるほど。少し怖こわい印象を受けますね」

　啓治は「それ、スモウって読むんだよ」とは言わなかった。

　とりあえず、暗黒騎士の話を聞いてみようと考えた。

　…………暗黒騎士の言う『相撲』に、興味があったから。

「うむ。ところが、だ。武器は持たないらしい。どうだ？　興味深いだろう？」

「じゃあ、どうやって相手を撲殺するんです？」

「塩を投げつけるらしい」

（やっぱり相撲すもうだった──っ！）

　啓治は思わず、口元が緩ゆるんでしまった。

　暗黒騎士の勘かん違ちがいを聞くのが、楽しかった。

　指摘するのは、全すべて聞き終わってからにしようと決めた。

「塩では相手を撲殺出来ないでしょう？」

「いや、目つぶしは有効な初手の一つだ。それに、無数の座ざ布ぶ団とんも投げつけるらしい。差し詰ずめ、アンリミテッド座布団ワークスと言ったところか」

　ふふ、と暗黒騎き士しは冗じよう談だん交じりに笑う。

「あー、じゃあ武器持ってるじゃないですか」

「いや、その座布団は、来ている観客のモノなのだ。最初は塩を投げ合い、相手の目を潰つぶしつつ、裸はだか一いつ貫かんぶつかり合うのだが、そこへ観客が座布団を投げ入れる。そこからチャンスタ～イム。互たがいに相手を撲撲」

「それでも、相手を毎回撲殺していたら、すぐ選手がいなくなりません？」

「勝利方法は……相手を押し出すだけで良かったような」

　啓治の言葉に、暗黒騎士は記き憶おくを手繰る。

「お？」（かなり正解に近づいたな）

　もしかして、間違いに気付くのかなと思ったら──

「はっ！　そうか！　椅い子す取とりゲームだ」

　暗黒騎士は閃いた。

（遠ざかったーっ！）

　啓治は残念そうに奥歯を嚙みしめる。

「えっ！　なんで急に！」

「選手たちは『席取り』と呼ぶのを思い出した」

「あー、まあそうか」

「試合のことも、場所と呼ぶらしい」

「……確かに」

　思ったよりちゃんとした理由で椅子取りゲームだと推理した暗黒騎士に、啓治は感心しきりに頷うなずいた。

「啓治くん、私は勘違いをしていたようだな」

「あ、気付きました？」

「ああ、座布団は客が投げ入れると思っていたが、椅い子すに最初から置いてあったのであれば説明が付くではないか」

「なるほど」（そっちかー。そっちの勘違いかー）

「椅子にいち早く辿たどり着き、相手を押し出して椅子に止まった者が勝つ！　これがアイボクだっ！　うん、間違いない」

「つまり、椅子取りゲーム部ってことですね」

「まあ、そうとも言うな」

　暗黒騎士は満足げだった。

　その、満足げな表情をしていそうな兜かぶとの感じを感じ取り、啓治はアイボクの話が終わりを告げたと判断した。

「暗黒騎士さん、日本の国技って──」

「ん？」

　暗黒騎士は、まだ満足げな表情をしていそうだった。

　ん？　の一言にも、喜びと楽しみが含ふくまれている。

「野球だと思います」

　啓治は、指し摘てき出来なかった。

　暗黒騎士をがっかりさせたくなかった。

　相撲という競技があり、アイボクという競技もある。

　それで、いいじゃないか。──と。

「はっ！　確かにテレビでも野球野球とうるさいぐらいだ。そうか。野球があったか。よし、野球部を作ろう！」

　暗黒騎士は意い気き揚よう々ようと言った。

「……すでにあります」

　啓治は先ほどと同じように、申し訳なさそうに返す。

「ふ、私だってそれは予測していたよ。私が作るのは──野や球きゆう……拳けん部だっ！」

　暗黒騎士はぐっとガッツポーズを取りながら言った。

　野球拳。

　それは、じゃんけんをして、負けた方が服を脱ぬぐという、どの辺が野球なんだと誰だれもが一度は思う、お色気ゲームである。

　暗黒騎士は、当然そのことを言っているのではなく、武道として新たに作ろうという提案をしたかったのだが──

「………………すでにあります」

　啓治は、切ない表情で言った。

「ま、マジで？」

　暗黒騎士は今日一番の『マジで』を繰くり出した。

「ええ。この学校には、野球拳部が存在するんです」

　啓治にとっても、衝しよう撃げき的だった。

　だが、何度生徒手帳を見直しても、確かにそこには、野球拳部の言葉が載のっている。

「じゃあもう、やっぱりアイボクしかないな」

「…………というか、バイトを始めてしまった俺たちに、部活動は難しいかと」

「そうか。アイボク部、誰かが作ってはくれないだろうか」

　暗黒騎士はしみじみと天てん井じようを仰あおいだ。

　啓治は、この学校に相撲部がなかったことを暗黒騎士に言うべきか悩なやんでる内に、チャイムが鳴ってしまった。







　ホームルームが始まるやいなや、生徒たちはいそいそと自分たちの席へと戻もどり、口を噤つぐむ。

　今年三み十そ路じを迎むかえる、ワイシャツにネクタイの上からジャージ姿の担任教師が出席も取らずに開口一番──

「お前ら！　もっと仲良くなろうぜ！　このままじゃ先生、運動会と文化祭が怖い！」

　と嘆なげいた。

　彼のこの無む駄だな熱い思いのせいで、これまでも様々なレクリエーションが行われてきた。

　あるときは野球。あるときはケイドロ、あるときはカバディ、あるときはドロジュンをさせられた。

　だから、生徒たちは（またか……）と冷めた目で熱く燃えたぎる教師を見つめていた。

「そこで……今週末に、写生大会を開こうかと思い立ったのです」

　えー。とも、おおーとも返事がないので、担任は話を先に進めた。

　出来れば、リアクションが欲ほしかった。

　ブーイングでも良かった。クレームでも良かった。

　だが、生徒は反応しない。

　まるで、信楽しがらき焼やきのようなきょとんとした表情で固まっている。

　否いな、全員がノーリアクションではなかった。

　すっと手を上げ、発言を求めようとする生徒が一人。

　前の扉とびらのすぐ近く、最前列にいる女生徒だった。

「何かな岸きし田ださん」

　担任は喜びの表情で発言を認める。

「先生、卑ひ猥わいです。写生とか男子が勘違いすると思います」

　手を上げたのは、メガネでお下さげ髪がみの、どこからどう見ても優等生。

　顔を赤く染めて、むっとした表情を見せていた。

「岸田さん！　それ言わなきゃ多分大だい丈じよう夫ぶだったよ！　イヤなら街に出てゴミ拾い！　みんなに精を出して貰もらいます」

　さすがに、これにはブーイングが起こった。

　強きよう迫はくだという声も飛ぶ中で──

「先生、何急に出してるんですか！　精を出すなんて卑猥です！　もっと皮に包んだ表現でお願いします！」

　岸田さんは顔を真っ赤に染めて、手を上げながら椅子からお尻しりを浮うかすほどの勢いで猛もう抗こう議ぎした。

　ぷるん、とブラウスの下でおっぱいが揺ゆれたのを、啓治は見み逃のがさなかった。

（岸田さん……結構あるんだな……）

　卑猥なことを考えていたことを、啓治は悟さとられないように窓の外へ目をやる。

「……より卑猥で返されてる気がするけど」

　岸田さんの発想に、担任教師も熱が下がっていった。

　だが、すぐに再熱する。

「山へ行って、みんなで飯はんごう炊すいさん、一いつ泊ぱくしてキャンプをしようと思う！　楽しい楽しいキャンプファイアーもあるぞーっ！」

　飴あめと鞭むち。ゴミ拾いというみんなが嫌いやがる提案をしておいて、その後に楽しいイメージを植え付けることで、あれぐらいだったら、これの方がいいかと比ひ較かくさせ、妥だ協きようを引き出す。言わばアンカリング効果のようなモノを狙ねらっていた。

「先生卑猥です」

　だが、そんな情報操作も、岸田さんの横やりで印象が薄うすれてしまう。

「どこがっ！　もう先生、思春期の想像力に付いていけないよっ！」

「つまり、林間学校ということですよね？」

「まあ、そうだけど」

「いい年とし頃ごろの男女が、林間で写生するなんて、卑猥だと思います。テントを張るんですよね！　男子がテントをおっきするんですよね！」

　顔を真っ赤に染めて、強く抗議する。

　岸田さんは、恥はずかしかった。

　こんなこと、女子の口から言うなんて、はばかられる。

　だが、言わざるを得ない。

　生徒会長でも何でもない一生徒だが、『健全な学校生活』のために、言わなければならないという使命感に燃えていた。

　岸田さんはただ、憂うれえている。不純異性交遊が当たり前な学園生活を。

「岸田さんの想像力に先生興奮するわ」

　岸田さんの指摘によって、担任教師の三十路の想像力は、岸田さんの三倍の規模で膨ふくれ上がっていた。

「えー。私の方がですかぁ？」

　岸田さんは、普ふ通つうに引いていた。

　岸田さんは、あくまで自分がエロい考えをしてしまうのではなく、男子がエロいことを想像してしまうのが問題であるというスタンスだったから。

「先生。それって強制参加ですか？」

　手を上げたのは、ツインテールの少女、『神しん藤どう　魔ま歩ほ』だった。

　一見すると大人しそうな女生徒。

　だが、その眼光には、妖あやしい光が灯ともっている。

「当然、学校行事は出来る限り参加して貰うつもりだが」

「うちの店、この学校の生徒結構いるんですよ。今月のシフト、もう決まってるし、その辺どうしてくれるんです？」

　足を組んで、ふてぶてしい声こわ色いろで言うマホ。

「うちの店ってどういうことかな？」

　言ってる意味がよくわからないと、顔をしかめる。

「師し資し殿、マホは和食レストラン『貴族野や郎ろう』のオーナー。そして私はアルバイターなのだ」

　そこで、マホの横に座っていた暗黒騎き士しがすっと立ち上がり、補足説明を入れると、すぐに着席する。

「……だったらもう高校通わなくてもいいんじゃ」

　まさか、企き業ぎよう経営者がいるとは思わず、もしかしたら自分よりも年収が上なのではないかと思い、担任教師はショックを受けていた。

「で、どうするんですかって。土日は無理よ、学生多いから。授業二日分潰つぶす覚かく悟ごはあるのかって話」

　マホはいつの間にか、威い圧あつ的な態度、敬語すら使わない上から目線になっていた。

　そう、マホはすでに気付いていた。

　教師であるこのクラスの『責任者』が、マホに引け目を感じている。

　その引いた気持ちの分だけ、マホは前に出たのだ。

「いや、土曜日に」

　えー。とブーイングが巻き起こる。バイトをしていない生徒も休みを潰されるのは、イヤなのだ。

「先生。だからさ。従業員が足りないことによる回転率低下での損害をどうしてくれるの？」

「……いや、それはその」

　敬語ですらないことを、教師は指摘出来なかった。

　まるで、モンスターペアレントのクレームを受けているような気持ちだった。

「それ以上に、従業員不足によって、料理の提供の遅おくれやレジの遅れから、サービスが悪くなるよね？　それによって失われた顧こ客きやくへの信しん頼らいは、先生一人で補ほ塡てん出来るような損失じゃないよ。──どうしてくれんの？」

　ずらずらとまくし立てられる。

　教師は、責任者だ。

　だが、生徒一人どころか、企業全体の責任を背負えるほど、彼の肩かたは頑がん丈じようではない。

　肩の荷が、重すぎるのだ。

「……すいません」

（ついに謝ったーっ！）

　一人の生徒のクレームに、教師が屈くつした瞬しゆん間かんだった。

　大人の世界を垣かい間ま見みた生徒たちは声にこそ出さないが、騒そう然ぜんとしていた。

「やるなら来週。火曜と水曜の授業を潰してやる。でなければやらない。──これしか譲ゆずれないわ。さあ、決断して。ほら早く。もう授業始まるから。──早くっ！」

　さらに、マホは追い込んだ。

　次から次へと情報をぶつけることで、教師の思考を奪うばっていくと同時に、さらに優位性を確固たるものにしていった。

「……この件は一いつ旦たん、こちらの方で持ち帰らせて頂いてもよろしいでしょうか？」

　その術中にハマり、教師は敬語で対応していた。

　そう、教師と生徒という上下関係は、個人と個人という対等となり、そしてついに、逆転したのだ。

「今日中に決断してよね。授業を二日潰す覚悟があるのかないのか。教師一人のワガママで店てん舗ぽ一つ、ううん。企業グループ一つ潰す覚悟があるのかないのか」

「……はい」

　何も、言い返せなかった。

「はい、じゃあホームルームは以上で終わりね」

　さらにマホは、教師の特権である、ホームルームの終しゆう了りようを告げる。

「お疲つかれ様でした」

　熱血教師は、すっかり熱も冷めて教室を出て行った。

「よしっ！」

　ぐっとマホはガッツポーズを取った。

「何がよしっ！　なのだ？」

　暗黒騎士はマホのガッツポーズの意味がわからず、マホに問いかける。

「あの空気なら、確実に授業二日潰すわ。ラッキー」

　マホはにやりと笑えみを浮かべる。

「マホ、お前まさか……さっきの話はブラフか？」

「いやあ、今の話は概おおむね本当だよー。急にシフト変えるのって厄やつ介かいだからねー。しかも複数人」

　勉強をするために、皆みんな学校に通っている。

　だが、そのほとんどは、ただなんとなく学生でいたいという漠ばく然ぜんとした理由である。

　つまらなく、難しい授業を受けるより、休みやレクリエーションの方がいい。

「林間学校ってことは、山かな。まあ、川遊びぐらい出来るわよねー」

「川遊び？」

　暗黒騎士は首を捻ひねる。

「みんな、水着持っていこう！」

　おおーっと声が上がる。

　この学校にはプールはあるが、水泳部のために存在するだけで、プールの授業はない。

　川遊びという言葉が、学生たちにはとても魅み力りよく的に思えた。

「さすがっす神藤さん！」

　スタンディングオベーションをする男子。

「戦争はもう終わったのねっ！　私たちは自由よっ！」

　抱だき合い、泣き出す女性と。

「インデペンデンスデーイっ！」

　窓の外に叫さけぶ男子。

「ぱーぱーぱーぱーぱぱ、ぱーぱぱっぱー」

　天空の城ラピュタでパズーがやってたラッパの奴やつを口ずさむ男子。

「ふうるっひぃーっ！」

　飛び上がるヒゲの男。

　まだ確定はしていないが、皆確信していた。

　あの教師は、必ずマホの言いなりになると。

　マホは授業を二日分休みのような扱あつかいにした英えい雄ゆうとして未み来らい永えい劫ごう語られることとなる。

　そんな中、二人の人物が頭を悩なやませていた。

（暗黒騎士さん、水着持ってるのかな）

　啓治は、暗黒騎士が鎧よろいを脱ぬげないことで、みんなと一いつ緒しよに遊べないのではないか。それ以前に、水着自体を持ち合わせていないのではないかと考えた。

（水着……ってなんだ？　どうしよう。私水着持ってない！）

　もう一人、暗黒騎士は水着を持っていないことで仲間はずれになることを恐おそれていた。







　その日、学校が終わると暗黒騎士は、ある場所へと向かった。

　鎧を脱ぎ去り、学校の制服を着ただけの、『エリー』として。

　ぴーんぽーん。

「くーらーまーくーん、あーそーぼー」

　訪おとずれた先は、鞍くら馬ま啓治の家だった。

　アパートの２ＤＫの部屋。

　何度、ここを訪れただろうか。

　もう、チャイムと呼びかけだけで、啓治はエリーが訪ねてきたのだとわかるようになっていた。

「お、いらっしゃいエリー。今日はどうしたの？」

　扉とびらを開けて笑顔で迎むかえ入れる。

「実はその……あの……」

　エリーは決意してここへ来たはずなのに、本題に移れなかった。

　水着について聞きたいなんて、口にするのもはばかられる。

「ちょうどいいところに来たね」

「え？」

「実はさ、エリーを待ってたんだよ」

　その言葉に、エリーは目を輝かがやかせる。

「わ、私をですかぁっ！」

　待っていた。

　啓治が、待っていてくれた。

　来たことを、歓かん迎げいしてくれている。

　その言葉だけで、天にも昇のぼる気持ちだった。

「早さつ速そく上がってよ」

「お邪じや魔ましますっ！　あっ！　邪魔はしません！」

　いそいそと靴くつを脱ぎ、家の中へ。

「あはは、どっちでもどうぞ。烏龍ウーロン茶ちやでいい？」

「はい！　お任せで！」

　冷蔵庫に向かう啓治を見届け、エリーはバタンと戸が閉まった瞬間──

　万まん年ねん床どこの布ふ団とんにダイブした。

　ばふっと布団が体を受け止める。

　そしてエリーはゴロゴロと転がる。

（ああ、いつ来てもいい！　この感かん触しよくが、私の癒いやしだ）

　ごろごろ……ごろごろ……ごろ……

「エリー、何してんの？」

（はっ！　この私としたことがっ！）

　〇・一秒、ゴロゴロを長くやりすぎてしまったため、布団に寝ねっ転ころがっているところを啓治に見られてしまった。

　不覚。

　相手の行軍速度、行動心理を把は握あくし、攻こう撃げきのタイミング、攻撃を止めるタイミングを見み極きわめることに掛かけては、右に出る者はいないと自負していた。

　なのに──興奮しすぎたっ！

（まずい！　このままでは幻げん滅めつされてしまう！　この卑いやしい豚ぶためっ！　薄うす汚よごれたマシュマロのような豚めっ！　最近運動してないだろ！　コーラを飲み過ぎなんだよ！　と罵ののしられてしまう！）

「いたたた……」

　エリーは膝ひざを抱かかえて転がった。

　布団の感触を楽しんでいたのではなく、足を怪け我がして仕方なく倒たおれ込んだ風を装よそおっていた。

「どっかぶつけたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　エリーの思おも惑わく通り、啓治は心配した。

　だが、心配しながらも、エリーを直視出来なかった。

　片足を抱えているため、スカートがめくれ上がり、レモンイエロー地にチェック柄がらのパンツが丸見えになっていたのだ。

（ほんと、エリーは俺を男だと思ってないんだろうな）

　啓治は、邪じや念ねんを払はらうために目を閉じ、テーブルに烏龍茶を置いた。

　エロいことを考えれば考えるほど、『欲よく』を積む行こう為いとなる。

　無欲になることは不可能だが、極力禁欲することで、啓治は波は旬じゆん候補生から抜ぬけたかった。

　エリーのエロに対するガードの緩ゆるさ。心の距きよ離りの近さに嬉うれしく思いつつも、少し寂さびしさを覚えていることに啓治は気付いた。

（なんだろう。この気持ち）

　どうして、男と見られないことに、寂しさを感じるんだろう。

　ただの友達だったはずのエリー。

　だが、そのエリーへの思いは、まるで暗黒騎き士しを思う気持ちに似ている。

　啓治の心の中で、エリーという存在が、どんどん大きくなっているのを感じていた。

　パンツを見ないように、顔を背そむけながら床ゆかにあるテーブルの前ではなく、パソコンが置いてあるデスクの椅い子すに座る。

「はい。もう大丈夫です。ちょっと机の脚あしに足をぶつけちゃっただけです」

（ふー、乗り切ったー）

　すっと正座して、エリーは内心で溜ため息いきを吐つく。

「じゃあ、ちょっとこれ、見て欲しいんだけど」

　啓治は、パソコンモニターをエリーに見せる。

　マウスをくりくり回して、スリープ状態を解除させると通つう販はんのページを開いていた画面がぱっと映った。

「どれどれー」

　のそのそと膝だけで歩いて啓治の元へとエリーがやってくる。

「エリーだったらさ、どれが好き？」

　ずらりと並ぶ、水着の画像に、エリーは顔を真っ赤に染めた。

「し、下着じゃないですか。何見てるんですかぁ」

　べしべしと啓治の背中を叩たたく。

「え？　いやいや、水着だよ水着！」

　ちょっと強めの叩き方、啓治は思わず仰のけ反ぞりながら言う。

「……この、ほぼ下着みたいなのが？」

　エリーは青せい天てんの霹へき靂れきのような目で見直すが、どこからどう見ても、可愛かわいらしい下着にしか見えない。

「そうそう。下着じゃなくて、水に入る用の、水着」

（水に、入る用っ！）

　エリーはふむふむと徐おもむろに頷うなずいた。

　暗黒騎士の世界には、水着なんてモノは無い。

　水浴びをするなら、着の身着のままか、裸はだかかのいずれかだ。

　確かに、裸を見られることは恥はずかしいし、服で泳ごうとすると水を吸って重くなるため、溺おぼれてしまうこともある。

　最小限の衣服をそれ用に作るという発想は、目から鱗うろこが落ちる思いだった。

（城しろ攻ぜめの際には重い甲かつ冑ちゆうを、撤てつ退たいのときには軽い甲冑を着けるべきだと提案されて以来の衝しよう撃げきだ）

　暗黒騎士の趣しゆ味みは、アニメや漫まん画がである。

　そして、アニメや漫画には、必ずと言っていいほど、『水着』が出てくる。

　しかし、暗黒騎士はそれをあくまで、『下着』であると理解していた。

　だが、下着のまま着水しているのではなく、着水する用の水着に着き替がえているのだ。

　長年の謎なぞが解けて、エリーは嬉しかった。

「でさ、この水着をその……プレゼントしようかなって思ってね」

「え？　プレゼント？　私にですかっ！」

「いや、エリーは持ってるでしょ？」

「あう……えっと……まあ、当然？　女の子ですしぃ？」

　エリーは知ったかぶった。

　本当は、水着の存在を、今やっと理解したのだ。持っている訳がない。

　そもそも、ファッションというモノにあまり興味がなかったため、余よ所そ行きの服も鎧よろい兜かぶとか制服しか持っていなかった。

「良かった。じゃあエリーどれがいい？　俺二つ悩なやんでるんだけど」

「二つ……」

　エリーは困こん惑わくする。

　この、ずらりと並ぶ水着画像から、二つ、啓治は悩んでいるという。

　ここは、『同じ感性』を持っているとアピールしたい。

　今、エリーが最も聞きたい台詞せりふは──

『やっぱりエリーとは気が合うなー』

　である。

「やっぱりこの……タイプですかねぇ」

　エリーが指さしたのは、ビキニ。上下白の、ごく普ふ通つうのシンプルなビキニだ。

「ビキニかぁ……いやぁ～」

「いやぁ～ですよねぇ。これはいやぁ～ですよね確かに」

　ありがち過ぎると首を捻ひねる啓治に合わせてエリーも首を捻った。

「でしょ？」

「じゃあ、やっぱりこの帯みたいになってる感じの……」

　次に、エリーはチューブトップの水着を選ぶが──

「ん～」

　啓治は首を捻る。

「ですよね！　ん～ですよね！」

（くっそ！　また外れたかっ！）

　エリーはなんとしてでも、啓治と同じ感性でいたかった。

「やっぱりエリーはビキニがいい？」

「…………いや、別にそうは言ってませんけど？」

　エリーは明後日あさつての方向を向いて小さく言う。

「俺はこのパレオの奴やつがいいかなーと思うんだよね」

「一いつ緒しよです」

「え？」

「私もそれですね。ひらひらしていて可愛いですもんね」

「で、もう一つはこの、下が短パンみたいな」

「完全に一緒です」

「え？　言ってなかったよね？」

「今ちょうど言おうと思ってました。その二つしかないですよね。さすが啓治さんですねぇ～。素す敵てきな二つで悩んでますねぇ～」

　エリーは、「こいつぅ～」とでも言いたげに、つんつんと肘ひじ打ちをする。

「じゃあ……どっちがいい？」

「どっち！」

　啓治に当然のことを聞かれ、エリーは目を丸くさせた。

（……ここは、絶対に当てなければならない。二に択たくだ！　たったの二択だ！）

「………………パレオって奴の方じゃないですかねぇ？　女の子らしい感じがしてとっても素敵かなーなんて」

「ん～」「ん～」

　首を捻る啓治と同じタイミングで首を捻るエリー。

「じゃなくて短パンの！」

「やっぱりこっちかな」

　エリーはガッツポーズを取る。

　ついに、ついに正解に辿たどり着いた。

「最高ですね。この短パンの感じ。生き地じがいいですよね」

「いや、別に生地は気にしてないけど」

「私もそう思ってました。生地はどうでもいいですよね。わかりますわー」

「いや、でもこっちは女の子らしくないかな」

　啓治が乗り気じゃなくなると──

「女の子らしくないですね。ビーズか勝かつ俣またかっちゅー話になりますね」

　エリーはそっちに乗り換かえる。

「じゃあ、やっぱりパレオかな」

「そうなりますねぇ。ひらひらがいいんですよね？　こう、泳ぐ特に魚を呼び寄せそうな感じの──」

「まあ、入るときはパレオ取ると思うけど」
















「ですよね。取って入りますよね。腰こし蓑みのじゃないんだから。お前は浦うら島しまか！　って話になりますし」

「エリーはビキニがいいんだよね？」

「え？　……いや？　そんなこと言ってましたっけ……」

　エリーはすっとぼけた。

（この二つで悩んでいるのだから、最初に提案した奴が正解な訳────）

「やっぱビキニがいいのかな」

「言ってましたね。私が一番最初に言ってましたよね。パレオの奴なんて、値段が高すぎますもんね」

「いや、別に値段は気にしてないけど」

「気にしてませんよね。値段を気にしてプレゼント買うなんて、男としてどうなんだって話ですよね」

「んー、どれがいいかなぁ」

「ちなみに、なんでこれを悩んでるんです？　啓治さんが着る訳じゃないですよね？」

　というエリーの言葉に──




「ちょっと……気になる子がいてさ」




　啓治は、少し恥ずかしげに言った。

「え……」

『ちょっと気になる子がいてさ』

『ちょっと気になってる可愛い子がいてさ』

『ちょっと今好きな女の子がいるんだけど』

　その言葉は、氷のつららのように鋭するどく、エリーの脳天に落ちた。

　そして、どんどん悪い方に解かい釈しやくしてしまう。

　ずきん、と心が痛む。

　啓治の、気になる人。

　自分ではない、気になる人。

「多分、水着持ってないと思うからさ。当日に持っていこうかなって。まあ、まだ水着が必要になるかどうかも確定じゃないんだけど、思い立ったが吉きち日じつというかさ」

　エリーは頰ほおを膨ふくらませた。

（この恋こい、未然に防がねばっ！）

　啓治が気になっている子というのが、自分ではないと確信してしまったのだ。

　めらめらと、嫉しつ妬との炎ほのおが燃え上がる。

「やっぱり、パレオにしようかな。白の」

「全然ダメです」

　エリーは、ぷいっと横を向いた。

「え！」

　急なダメだしに、啓治は目を丸くする。

「じゃあこういう、短パンみたいな」

「クソ違ちがいますお客様」

「え！　なんで急にワンピースの序じよ盤ばんみたいなことを」

　そんな可愛い水着を、渡わたすわけにはいかない。

「なんか、もっとこう、ドエロい奴ないんですか？」

「ドエロいって……嫌いやがるんじゃないかな」

「啓治さんは、根本的に間違ってます」

「と、いうと？」

「岸田さんをご存じですか？」

「あー、うん。うちのクラスにいるけど」

「啓治さんがお気に入りのおなごとやらは、同級生ですか！　それとももっと大人な女性なのですか！」

「同級「どっちにしても」」

　啓治がなんと答えようと、エリーは言葉を重ねるつもりだった。

「昨今の女子は、過激なのです！」

　エリーの根こん拠きよのない言葉に、啓治は気け圧おされていた。

　確かに、岸田さんはエロいことに敏びん感かんだ。

「でも、女子はエロいことを嫌きらうんじゃないかな」

「ならば何な故ぜ！」

　大きな声だったので、少しだけびくっと体を震ふるわせてしまう。

「ならば何故……水着は下着のようなのですか？」

「それは……どうしてだろう」

「女子は、見せたいんです！　見て欲しいんです！　カッコイイボディーっ！」

「なんで最後ジャパネットたかたっぽく言ったの」

「こんな程度でカッコイイボディーっ！　を見て貰もらえますか？」

「そうっすね」

　ついに、啓治は敬語になってしまった。

　エリーは学んでいた。

　まくしたてることで優位に立ち、相手の意見を制圧する、マホの手法を。

「ドエロってことは……これぐらい？」

　啓治は『水着　紐ひも』で検けん索さくし、画像をエリーに見せる。

「もっともっと……こう、もう布の部分がないようなのはないんですかっ！」

「布……あ、えっとね」

　次に啓治は、『マイクロビキニ』を検索し、その画像を見せた。

「これです！　これ！　これにしましょうっ！」

　エリーは、目を輝かがやかせた。

　自分が着ているところを想像すると、おっぱいの下の方は出てるわ、横も出てるわで、下はＴバックどころか後ろは紐のみだわ、前もＶ字にカットされている。

（ふっふっふっ、啓治くんの思い人よ。恥はじをかくがいい。この、裸はだかよりも恥はずかしい水着でな）

　不敵な笑えみを浮うかべる。

　それはまるで、マホがするような──

「いや、でもこれ着てる人見たことないけど……着てくれるかな？」

「着ない訳がないです」

　エリーの目的は、恋を発展させないことだ。

　受け取らないならよし。受け取って引くもよし。着るならば尚なおよし。

　ただ、一つだけ問題がある。

　啓治が、これをプレゼントに選ぶかどうかだ。

　さすがに、啓治も怪あやしんでいる。

「じゃあ、これにしようかな」

「ええええええ！」

　思わず、エリーは驚きよう愕がくの声を上げてしまった。

（買うんかいっ！）という声は、さすがに心の中に止めていた。

「ありがとうエリー。参考になったよ」

　啓治は、マイクロビキニに決めた。

　こんな恥ずかしい水着、普ふ通つうの女子ならば拒きよ否ひされるだろう。

　着ようともしないだろう。

　だが、相手は暗黒騎き士し。

　そう、常に鎧よろいを装着している暗黒騎士なのだ。

　鎧の下に着るならば、このぐらいの水着でも問題はない。

　むしろ、機能的で動きやすく、ベストチョイスなのではないかとすら思っていた。

　やっぱり、エリーに相談するのが一番いいなと思った。







　　　第二章「年とし頃ごろの男女が林間で精を出す写生大会」







　マホの思い通り、五月の下げ旬じゆん、火曜日が林間学校。水曜日は休みになった。

　ゴールデンウィークもあったため、五月はそのほとんどが休みという勉強嫌ぎらいの学生にとっては素す晴ばらしい月になったのだ。

　だが、一クラスではなく、一年生全体での企き画かくだ。こんなスケジュールを担任教師一人で組める訳がない。

　それでもマホは、確信があった。

　実は、マホはすでに、学園長を抱だき込んでいたのだ。

　マホのモットーは『如い何かなる悪も、勝てば正義』である。

　学園長の不正や、女性問題などを脅おどしの材料に、すでに学校そのものを掌しよう握あくしていた。だから、一担任教師の意見が、こうも容易たやすく通ったのだ。

　体操着姿の生徒たちが、リュックを背負って山を登っていく。

　一年生全体。二〇〇名ほどの高校生が、ゾロゾロと列を成していた。

「どこまで歩くんですかー」

　岸きし田ださんは体力がないのか、ぜーぜー息を切らせて一番後ろの方を歩いていた。

　リュックの重みで後ろへ下がってしまうので、後ろから他ほかの生徒が押している。

「普通、バスでホテルまで辿たどり着くでしょ」

　マホもイライラしながら傾けい斜しやのある山道を登っていく。

　バスを降りてから、道とも言えぬ獣けもの道みちを、一列に並んで歩いていた。

　二人並べるほどの道みち幅はばはない。

「君たち、まだ高校生なんだから少しぐらい頑がん張ばろうよ。三〇分で着くから。特に最さい後こう尾び、遅おくれてるから頑張れー」

「もうすでに三〇分経たってるじゃないですかー。休きゆう憩けいしましょうよー。あと先生卑ひ猥わいですよー。後こう尾び頑張れなんてー。男子がぁー。勘かん違ちがいしちゃうじゃないですかー」

　休憩という言葉をきっかけに、ちらほらと足を止める生徒たち。座り込む者まで出てきた。

　一人が座ると、何人も続いて座ってしまう。

　漂ただよう、不ふ穏おんな空気。

　士気の低下。

　やる気のなさ。

　まだ到とう着ちやくしてもいないのに、もうみんなやる気を無くしてしまっている。

　教師も仕方なく、休憩を告げようとしたそのときだった。

　一人の少女が、だだだだっと山道を駆かけ上がり、大きな岩の上に立つ。

　それは、遠くからでも目を引く、漆しつ黒こくの鎧を身に纏まとい、その上からジャージを着た少女。暗黒騎士その人だった。

「聞けいっ！　若き帝てい国こく兵たちよっ！」

　暗黒騎士は右手を高く上げ、みんなに聞こえるよう、大きな声を出す。

　生徒たちは疲つかれのせいか、しんと静まり、顔だけを暗黒騎士に向けた。

「この行軍は、我々にとって思いの外厳しいモノとなった。だが、だからと言って、そこで立ち止まってどうする？　誰だれかに恨うらみ節ぶしをぶつけてどうなる？　これは確かに実戦ではない！　だが、遊びでもないのだ！」

　暗黒騎士の檄げきが飛ぶ。

　その言葉の意味を、ほとんどの人間が、ほとんどクエッションマークを頭に浮かべながら聞いていた。

「──もし、これが撤てつ退たいの途と中ちゆうだったならば。──もし、これが友軍への援えん軍ぐんだったならば。……我々がここで立ち止まっている間に、友はどんどん死に往ゆくだろう。……今汗あせを流した分だけ、血を流さずに済むのだということを、理解して欲しい」

　暗黒騎士の声は、よく通る。

　山に吹ふき抜ぬける風よりも、皆みんなの耳に届くのは早かった。

　言っている意味は、いまいちよくわからない。

　ただ、暗黒騎士の必死さだけが、伝わっていた。

「私はこの先に何があるのか、このあとどういう出来事があるのか、楽しみで仕方が無い。だが、それを私は、一人で経験したい訳ではないのだ。ここにいる全すべての兵士たち。一兵たりと欠けることなく、皆と共感したいのだ」

　よくわからない鼓こ舞ぶ。

　よくわからない言葉。

　でも、言いたいことはだんだんと理解出来る。

　断だん片ぺん的だが、少しずつ理解出来てくる。

「若人わこうどたちよ。諸君らの心に、猛たけき帝国魂だましいあるならば、それを奮い立たせて頂きたい。そして、慈いつくしみの心あるならば、他ならぬ、私のために足を動かして欲しい。──さあ、皆みなの者っ！　進軍だっ！」

　一人、また一人と立ち上がり、ゆっくりではあるが、山道を登っていく。

「俺は、暗黒騎士さんのために登ります」

　ぽん、と暗黒騎士の肩かたを一つ叩たたいて先へ向かったのは、鞍くら馬ま啓けい治じだった。

「私は別に……疲れてないし、言われなくても分かっている」

　啓治のあとに続いたのは、女子高生というにはあまりにも若い、ショートカットの女生徒……田た中なかノイエだった。

　何にも関心がなさそうなじとっとした目と、ヘッドフォンをずっと付けているのが印象的な少女。

　彼女も、エリーと同じく、暗黒騎士の一人だ。エリーは童顔にコンプレックスを感じているが、ノイエはそれ以上。バスに子供料金で乗れそうなぐらいの身長とロリフェイスだった。

　平然とした顔ですたすたと軽快に登っていく。

　こんな砂じや利りだらけの舗ほ装そうされていない山道で、さらに傾斜もかなりあるのに、ノイエは全く苦にしていなかった。

「訓練なら仕方ないわな」

　と呟つぶやいたのは辻つじ本もと豊ゆたかだった。重い腰こしを上げて、やれやれといった感じの歩みだった。

「全く心に響ひびかない言葉の羅ら列れつだったけど、ここで立ち止まっても何の意味もないのは同意するわ。休むなら、こんなところじゃなくて、荷物下ろしてベッドで休みたいし」

　ぐだぐだと言いながら、マホも歩を進めていく。

「どっちの心もないですけど、みんなが行くなら頑張ります」

　ぜーぜー言いながら岸田さんが進むのを見て、またゾロゾロと『兵士』たちは『行軍』する。

　暗黒騎士の台詞せりふで、元気を取り戻もどしたという訳ではない。

　だが、言葉のどれか一つが、誰かの心に響いていたのだ。

　何よりも、『暗黒騎士が必死にみんなを勇気づけようとしている』という行こう為いそのものに、みんな応こたえてくれたのだった。

　──暗黒騎士は、嬉うれしかった。







　さらに三〇分を費ついやし、全員がホテルに着いた。

　学校としては、コテージやみんなの家的な山さん荘そうに泊とまらせるつもりだったが、そこもマホのごり押しで、ホテルに宿しゆく泊はくすることとなった。

　しかも、大部屋に全員ではなく、分室。

　ほとんど、貸し切り状態だった。

　マホの異常さに気付く高校生はほとんどいなかったが、教師たちは要注意人物だと思い始めていた。

　何せ、ゴールデンウィーク明けの平日ということもあるが、一年生全体でおよそ二〇〇人。急な予約にホテル側も困こん惑わくしていたが──神しん藤どう魔ま歩ほの名前を出した途と端たん、ＯＫになったからだ。

　入り口にバスが止まっているのを見て、「やっぱりバスで来られるじゃない」とマホは舌打ちしたが、遊びではなく訓練だという暗黒騎士の言葉を引用した担任教師の言葉に、みんなそれなりに納なつ得とくした。

　鞍馬啓治は、三人部屋だった。

　一人は、クラスメイトであり、親友の辻本豊。

　もう一人は──

「初めましてー。別のクラスだけどなんかあぶれちゃってね」

　大おお井い川がわ境きよう介すけだった。

　そう、境介は、啓治と同じ学校だったのだ。

　マズイ。と焦あせりを見せたのは、豊だった。

　境介の今の目的は、『鞍馬　啓治』を殺すことだ。

　そのことを聞かされていた豊は、啓治と境介を会わせる気はなかった。

　情報を集めろと言われても、提供するつもりはなかった。

　監かん視しが楽だから、波は旬じゆん候補生は皆同じ学校にいることも事前に知らされていた。

　探し求めている以上、いずれ出会うだろうとは思っていた。

　だが……運命は二人を引き合わせる。

　こんなにもあっさり。こんなにも早く。

　豊は啓治であることを悟さとられない方法はないかと考える。

　胸がどくんどくんと高鳴っていた。

「あ、どうも」

　啓治はぺこりと会え釈しやくをする。

　もう、ここが限界だ。

「俺はタカ。こっちはケイ」

　豊は笑え顔がおでそう紹しよう介かいした。

　鞍馬啓治だと名前を言われてしまえば、そこでもう境介は行動を起こすだろう。

「おいちょっと」と啓治は豊の肩を叩く。

「合ってるだろう？」

　悪戯いたずらな笑み。豊は「冗じよう談だんで言ってるんだよ」と言葉にはしなかったが、笑みだけで啓治は理解した。

「ケイです。よろしく」

　まあ、その内本名が明らかになることもあるだろうし、名前の一部を省略したに過ぎないから、間ま違ちがいでもない。

　啓治は豊の『冗談』に乗っかった。

　その自己紹介に、豊は笑顔のまま、内心でほっとしていた。

　豊は、啓治だったら乗ってくるだろうと思っていた。

　信じてはいたが──絶対ではない。

「境介だ」

　笑顔でぐっと握あく手しゆを交かわす啓治と境介。

　二人は、互たがいにこう思っていた。

（こいつ、どっかで見た気がする）と。

　それが、『貴族野や郎ろう』の隣となりのテーブルだったということは、お互いに思い出せなかった。

　直接会話した訳でもないのだから。

「ベッドはどれを使う？」

　三つ並んでいるベッド。三人ともどこでも良かったので──公平にクジで決める。

　啓治は一番奥、真ん中に境介、手前に豊という形になり、ぼてっとリュックをそれぞれのベッドに置いた。

「さて、荷物置いたらまたすぐ集合だったな。それぞれ具材を持って」

　豊はあまり二人を会話させたくなかった。

　みんな、着いたら休憩を取りたかったが、思いの外辿たどり着くのに時間が掛かかったために、すぐに集合という運びになっていたのが、幸いした。

「じゃあ、行こうか」

　啓治が先に部屋を出る。

　豊はその後に続かなかった。

　境介が出て行くまで、スマートフォンを弄いじっていた。

　もし、啓治の荷物を検査されたら、大変だ。

　豊はこの林間学校を、楽しめそうにはなかった。







　カレー作りが始まった。

　夕食はホテルで食べられるが、昼食は近くにあったキャンプ場施し設せつへ出で掛かけて、それぞれが持ち込んだ材料で飯はん盒ごう炊すい爨さん。

　誰もが、小学校のとき、中学校のときに経験していることだろう。

　……異世界からやってきた、暗黒騎き士しと、山奥に隔かく離りされていた神様候補生を除いては。

　班ごとに分かれて五人一組。

　啓治の班には、マホ、暗黒騎士、田中ノイエ、辻本豊がいた。

　米係──暗黒騎士。

　材料係──ノイエ、啓治、マホ。

　かまど係──豊。

「我が軍にも名前を付けなければならぬな」

　水道水でじゃっじゃかじゃっじゃか米を研とぐ暗黒騎士。

　箸はしの使い方すら知らない暗黒騎士だが、さすがに米を研いだことぐらいはあったので志願した。

　手が冷たくなるから、米研ぎ担当は嫌きらわれる。

　だが、全身鎧よろい姿の暗黒騎士は、籠こ手てがあるので問題なかった。

　これ以上の適任は、この班にはいないだろう。

「名前？　まあ、あってもいいかもな」

　かまどに薪まきを放ほうり込んで、点火棒で新聞紙に火を点つけようとする豊。

　すると、その隣にいつの間にかノイエがいて、目を輝かがやかせていた。

「チャイルドレジスタンスなアソートブリスターハンガーのユーティリティライター。やりたい」

　ノイエは、普ふ段だんから無表情で、感情を表には出さない。

　それは、暗黒騎士としての威い厳げんを保つため、何事にも動じないよう訓練されてきた結果だった。

　だが、興味があるモノの前では、こうして目を輝かせてしまうのだ。

「え？　何？　あ、チャッカマンのこと？」

　こくりとノイエは強く頷うなずく。

　豊のことなど見ていない。

　ただ一心不乱に、点火棒を見つめていた。

　豊が点火棒を手て渡わたすと、ちゃかっ、ちゃかっ、と火を点つける。

　楽しそうに、何度も何度も着火していた。

「第一三独立班──インド・のルーというのはどうだろう？」

　そうこうしている内に、暗黒騎士がチーム名を提案する。

「……何かをもじってるのかな？」

　言い方にこだわりがありそうだったので、ピーラーでジャガイモを剝むいていた啓治は元があると考えた。

　気がつくと、ノイエが目を輝かせてピーラーを見ていたので、啓治はにんじんと余っているピーラーを手渡した。

「きっと、ロンド・ベルっぽくカレーのことを言いたかったんだろう」

　うちわで扇あおいで、火を起こす豊。

「なんのネタ？」

「ガンダム」

「ああー」

　啓治はガンダムを見たことがなかったので、豊に言われてやっと納なつ得とくした。

「インドはルー使うのかな？　スパイスから作りそう」

　マホがたまねぎを切りながら言う。

「あー、俺の記き憶おくが正しければ、イギリスがスパイス調合が面めん倒どうだからカレー粉を作って、さらに手間を省くために日本がルウを作ったとかなんとか」

　豊は扇ぎすぎてケホケホと咳せきをしていた。

「じゃあ、ホワイトソースベース」

　研ぎ終わった米を飯盒に移す暗黒騎士。

「クリームシチューだよっ！　それ出来上がった料理クリームシチューだよきっと！」

「あはは、せめてベースはカレーじゃないとねぇ」

「むう」

　暗黒騎士は困った様子で、作業を止めて考え込んでしまった。

「普ふ通つうに、辻本班でいいんじゃないか？」

「なんであんたがリーダーみたいになってんのっ！　認めないわよ！」

　豊の提案は、マホに却きやつ下かされた。

「ちなみに、暗黒騎士さんはなんていう部隊にいたの？」

　という啓治の言葉に、また暗黒騎士は頭を悩なやませることになる。

　暗黒騎士の世界の言葉は、日本語ではない。

「この世界の言葉に直すならば──クロハナ……いや、コッカ隊だ」

「こっか？」

「全員、女性の部隊だから、黒い花のような部隊と呼ばれていた」

　ぼそりとノイエが呟つぶやいた。

　啓治にだけが聞こえるような、小さな小さな声だった。

「へえー。女性だけの部隊なんて珍めずらしいね」

「じゃ、黒花隊で決まりね。はい、終しゆう了りよう」

　マホは、チーム名などに興味はなかったので、この話を打ち切ってしまった。

　啓治は「男いますけど」と言いたかったが、マホに逆らうとどういうことになるのかが怖こわくて言い出せずにいた。

　皮むきが終わった啓治たちは、切りにかかるのだが──

「田中さん、切るの上う手まいな」

　豊は、ノイエの意外な特技に舌を巻いた。

　暗黒騎士と啓治だけが、ノイエの正体が暗黒騎士であることを知っていた。

　その幼い見た目からは想像も出来ないほど、慣れた手つきで鶏とり肉にくを捌さばいていた。

　そう、一羽のニワトリを、小さなナイフで細かく捌いていたのだ。

　暗黒騎士は剣けん術じゆつの達人。

　解体するのは、お手の物だ。

「上手いけど……鶏肉をみじん切りにしてるんだけど」

　マホは細切れにされている胸肉を哀あわれんでいた。

「巨きよ乳にゆう、死すべし」

　指し摘てきされて尚なお、ノイエは胸肉を親の敵かたきかのように恨うらみを込こめて切り刻んでいく。

「キーマカレーかな？」

　啓治もさすがに、困った表情で眺ながめていた。

「っていうか、これ、何カレーを目指してんだ？　鶏肉、豚ぶた肉にく、牛肉、イカにエビにホタテ」

　豊は切り分けられた具材を次々と水を張った鍋なべに投入し、火に掛けている。

「魚ぎよ介かいは普通にバーベキューでいいかもねー」

　マホはマイペースに野菜を切っていた。

「陸海空全すべて制せい覇はすべきかと考えたのだが……いけなかったか？」

　暗黒騎士も野菜を切る側に参加し、見事な包丁捌きを見せている。

「暗黒騎士さんが持ってきたんだな。……丸々の鶏にわとりを」

　豊は丹たん念ねんにアクを掬すくっていた。

「うむ。行きつけの肉屋の店主が初めてのキャンプならこれをもってけと爆ばく笑しようしながらタダでくれた」

「太っ腹だなー」

「確かに、彼は太かった」

　頭の中で肉屋の店主が豪ごう快かいに笑っている顔が浮うかんできて、ふふっと暗黒騎士は笑う。

「まあ、せっかくだから贅ぜい沢たくしてもいいかもね。でも魚介はやりすぎ」

「やりすぎなのか」

　マホに言われて、暗黒騎士はしゅんとする。よかれと思ってやったことだった。

　具材は多いに越こしたことはないと思っていた。

「桃もも太た郎ろうって知ってる？」

「ああ、なんとなく」

「彼のお供も、陸陸空でしょ？」

「なるほど！　確かに海専用はいないっ！」

　暗黒騎士は、青せい天てんの霹へき靂れきのような声を上げた。

「それで納得出来るのかよ」

　思わず、豊が笑ってしまった。

「で、誰だれかちゃんと止めようとしない内に、モモ肉もミンチになっちまったぞ」

「ノイエ。肉は一口大でいいよ」

　啓治がこれ以上は阻そ止ししようと、優やさしく声を掛かける。

「……桃太郎のキジも、一口大だった？」

　ノイエは、純真無む垢くな瞳ひとみを啓治に向けた。

　桃太郎の話を、ノイエも気になっていたようだ。

　さっきのマホの例えを、『桃太郎のお供は死んだ後全部食べられた』と解かい釈しやくしてしまったのだ。

「………………そうだよ」

　啓治は噓うそを吐ついた。

　キジはきっと死んでも一口大にはなっていないだろうな。なんて、誰も是ぜ正せいしようとは思わなかった。

「あれ？　凄すごい肉余ってるじゃなーい」

　そこに、担任教師がやってきた。

　各班の様子を見回っているのだろう。

「まあ、五人にしては多すぎますね」

　と豊が笑え顔がおで迎むかえ入れる。

「じゃあさ、あっちで肉持ってくるの忘れた班がいるから、分けてやってくれないかな？」

「こ、これは啓治くんに食べて貰もらうために……」

　と暗黒騎き士しが言うより早く。

「いいですよ。持ってってください」

　と啓治が答えてしまった。

　騎士の心、子知らず。

　この鶏一羽を肉屋の主人に貰った時、暗黒騎士はこう言った。

「ご主人っ！　一番ダイナミックな肉をくれ！　ここの肉を、どうしても食べさせたい人がいるのだっ！　ダイナミックなっ！　ダイナミニティなっ！　ダイナミズムなっ！　ダイナミングな奴やつをっ！」

　その思いの強さ。恋こいの強さに肉屋は奮発し、「これ持ってけーいっ！」と、どーんと鶏一羽をサービスしたのだった。

　全ては、啓治のためを思って。

　だが、そのことを、啓治は知らない。

　啓治は啓治で──

「暗黒騎士さんからお裾すそ分わけって言っておいてください」

　暗黒騎士を立てようと思い立ったのだ。

　どっちにしても、これほどの量は食べられそうにない。

　そんな二人の思おも惑わくを、どっちも理解していたマホは互たがいに上手く行っていない状じよう況きようが楽しくて、笑いを堪こらえていた。

「ところで暗黒騎士さんはポテトチップスでも作る気なの？」

　ボールに肉を詰つめている豊が、あることに気付いた。

「え？」

　暗黒騎士は、ジャガイモを薄うすくスライスしていたのだ。

「いいよいいよ。もうそれで行こう」

　啓治は思わず、大きく笑ってしまった。

　みんなで作るカレーが、楽しくて仕方が無かった。

　だが、暗黒騎士は愕がく然ぜんとしていた。

（……啓治くんに……笑われてしまった）と。

　そして、暗黒騎士は重大なことに気付く。

　バイトを始めた理由は、社会勉強や生活費もさることながら、啓治に料理を振ふる舞まいたいという思いからだ。
















　だから、飲食店へのバイトをマホも勧すすめたのだが──

（はっ！　…………私っ！　配はい膳ぜんしかしていないっ！）

　飲食店のバイトは、ホールとキッチンの担当がきっちり分けられている。

　キッチン担当の人間がホールに出ることはあっても、ホールの人間がキッチンを担当することはほとんどないと言っても過言ではない。

　啓治に笑われてしまったという事実は、もう変えがたい。

　暗黒騎士は、どうにか名めい誉よ挽ばん回かい出来ないかと頭を悩ませるのだった。







　カレーはそれなりのバーモントな味になり、昼食を終えたあと、キャンプ場から少し山を登ったところで集合した。

「はい、じゃあ今から三時間、写生大会を行います。決して遠くへ行かないように！　先生歩き疲づかれてるんで！　携けい帯たい電でん話わは持っていくように！　あと、一人にならないように！　絵の具は川には流さないように！」

　担任教師の叫さけびを聞きながら、生徒たちはスケッチブックを持って散り散りに山へと向かう。

「描かき終わった人から、部屋で休むなり、川で遊ぶなり、ハメを外してください！」

　最後の朗報を聞いた生徒たちは、それほど遠くに行かず、スケッチブックを広げる。

「せんせーっ！　卑ひ猥わいですーっ！　ハメたり外したり卑猥ですーっ！」

　遠くから、岸田さんの声がこだましていた。

「あの子の将来が、心配だな」

　岸田さんの過か剰じような反応に、暗黒騎士は天を仰あおいだ。

　鎧よろいの上からジャージを着て、岩の上に三角座りをする。

　五さ月つき空という言葉は雲に覆おおわれて梅つ雨ゆがやってくるという意味合いが込められ、五月雨さみだれなんて格好いい風に言ったりするぐらい、雨の印象が強いが、今日は五月晴ばれだった。

「雨は、降らないのか」

「え？　なんで？」

　マホと暗黒騎士は風景を描くためのポイントを探して歩いていた。

「いや何、今朝梅雨入り宣言というのをやっていてな」

「あー、あのね。暗黒騎士さん。日本は一年中ずーっと雨が降る国なのよ」

「ほう」

「でも、梅雨より、秋の長雨の方が強いのよ」

「強いのか？」

「そう。雨が降る時期と言えば梅雨だけど、実は月ごとの降雨ランキングでは、六月より九月の方が上なのよ」

「それは強い」

「でしょでしょ」

「いい天気だな」

「うん、いい空だねー」

　二人はしみじみと、ゆっくり動く雲を眺ながめていた。

「さ、ここらでさっさと描いて、遊びにいきましょっか」

　隣となりでマホは、んーっと背せ伸のびをする。

「うむ。だが、私はこういう細かい作業は苦手なのだ」

　スケッチブックと睨にらみ合う暗黒騎士。

　マホはどでかい筆を持って、ジャージの袖そでをまくる。

「こういうのはね。描く前に完成をイメージするのよ。そして──一気に描くっ！」

　ズバっ、ズバズバっ、ズビズバっ！

　下書きもなしに、マホは筆を走らせる。

「よしっ」

　そして、たったの三〇秒足らずで描き上げてしまった。

「おおー。素す晴ばらしい」

　それは、水すい墨ぼく画がだった。

　雑に描いたようでいて、味のある木々。

　暗黒騎士の世界で、絵と言えば絵画だ。

　様々な色使いで、写真のように描くのが、絵。

　こんな、擦かすれた黒一色の絵は初めて見た。

　衝しよう撃げき的だった。

　カルチャーショックは何度も受けてはきたが、まさかこんな世界があるなんて。

（やはり、この世界の文化は素敵だな）

　暗黒騎士は、しみじみとマホの絵を眺める。

「色は黒一色でいいのか？」

「他ほかの色を塗ぬるのが面めん倒どうだから、水墨画にしたんじゃーん」

　適当に描いた絵をまじまじ見られることが恥はずかしくなったマホは、さっさとスケッチブックを閉じて、後片付けを始める。

「なるほどな。では、私もそうしよう」

「そう？　じゃあ、はい」

　憧あこがれを抱いだいている暗黒騎士に、マホは墨ぼく汁じゆうを浸ひたした筆を渡わたす。

　きっと暗黒騎士が筆を墨汁に浸つけると、びちゃびちゃになってしまうと考えた。

「うむ。助かる」

　しゅばっ、しゅばばっ、しゅばばばば……

　見よう見まねで、暗黒騎士は筆を走らせる。

　心の中で、ドンドコドンドコと和わ太だい鼓こが鳴り、「いよー」なんて声を上げる。

　心を和にし、心を描く。

　絵心とは、そうして培つちかわれるのだ。

　そして、ものの三〇秒で仕上げた。

「暗黒騎士さんには、こう見えてるんだねー」

　暗黒騎士の描いた絵は、小学生の絵日記のような、豪ごう快かいかつ雑な風景画だった。

「よし！」

　暗黒騎士は腕うでを組んで、強く頷うなずいた。

「いい出来？」

「私に才能はないっ！」

　暗黒騎士は、きっぱりと絵を諦あきらめた。

「ま、適当でいっか。さて──」

　マホはにやりと笑った。

「なんだそのあまりに不敵な面つら構がまえは」

　暗黒騎士は、この世界の常識に疎うとい。

　この世界の人間の考え方も、理解出来ないことが多い。

　その結果、勘かん違ちがいやすれ違いを多々生んできた。

　そんな中で、学んだことがある。




　マホがこういう笑みを浮うかべるときは──何かある。




「じゃーん。水着持ってきたんだー。川で泳ご」

　カバンから、マホが取り出したるは、ビキニ。

　それはそれは、刺し激げき的かつ、魅み力りよく的なビキニ──という言葉だけでは表現しきれない水着。

　暗黒騎き士しは開いた口が塞ふさがらなかった。

（こ、こここここれはっ！）

　そのビキニは、啓治に買わせた、あのドエロなマイクロビキニだったからだ。

　色は、白。

　白のビキニ可愛かわいいなーなんて思っていたが、これの白だとは思いもしない。

　実は、このビキニ。啓治が買ってきたモノだった。

　啓治は、さすがに水着を直接渡すのは嫌きらわれるんじゃないかと心配になり、マホに相談したのだ。

　マホは水着を見て、笑え顔がおで言った。

「私に任せて。きっと喜ぶと思う。ううん、なんとしてでも──喜ばせてみせるから」

　啓治はその力強い言葉にほっとしたが、啓治はまだ知らなかった。

　そのときのマホの笑みは、『何かしでかそうとしている』ときの笑みだということを。

（鞍馬くんもなかなかドギツいのを持ってきたねー。面おも白しろいからいいけど）

「暗黒騎士さんだったら、これ凄すごい似合うと思うなー」

　マホは、啓治からだとは言わずに暗黒騎士に水着を渡した。

「全く……お前は何かと私を脱ぬがしたがるな。──嫌いじゃないぞ。まあ、上から鎧を着れば誰だれの目にもとまらんだろうし、やぶさかではないが」

　暗黒騎士は呆あきれた声で言うが、その一方で、ちょっと着てみたいという衝しよう動どうに駆かられていた。

　この世界の衣服は、色とりどりで、可愛いモノが多い。

　ちょっとだけ。

　そう、ほんのちょっとだけ、着てみたいと思ってしまった。

「──ねえね、暗黒騎士さん」

　マホはまた、笑みを浮かべた。

　そう、何か思いついた時の笑顔だ。

「何かな？」

　思わず、暗黒騎士は身構えた。




「脱ごっか」




「は？」

「今日はさ、もう鎧脱いで、ずっとエリーだっけ？　の状態で過ごすのよっ！」

「そ、そんなことをすれば啓治くんに怪あやしまれるっ！」

「私が鎧着てあげるから、ね？　お願い」

　マホは、暗黒騎士の中の部分。エリー本体をとても評価していた。

　それは、見た目という点だ。

　まるで、アイドルがデビューするのをプロデュースするような気持ちで、鎧姿ではなく、水着姿のエリーを見せつけたかった。

　狼狽うろたえる男子高校生を想像するだけで、面白い。

「貴様は何かと脱がせたがるな。北風と太陽か貴様は」

「あっははは。ウケる～」

　マホは適当にあしらいながら、暗黒騎士の鎧に手を掛かける。

　何度も着ている鎧だ。脱がし方も心得ていた。

「ちょ、こらマホっ！　私はまだ着き替がえるとは言ってないぞ！」

「この水着だったら、きっと男が振ふり向くよー」

「振り向く？」

「そ。みんな暗黒騎士さんを放ほうっておけなくなるなー。もう、どんな男も一いち殺ころ」

「イチコロとな。ど、どんな男でもか？」

　暗黒騎士は、ごくりと唾つばを飲む。

　もしかしたら、啓治も──

『マジぱねえっす！　惚ほれてまうやろーっ！　結けつ婚こんして下さい！　はい、二億円！』

　なんて言ってくれるかもしれない。

「別に、鎧のままでもいいけど？」

　あれよあれよと、次々鎧を剝むかれていく。

「まあ、なんだ。こ、このまま川へ入ったら、九八％溺おぼれるしな」

　鎧よろいのままでも……と言われれば、確かに脱ぐべきだろう。

　別に、水着に着替えたい訳ではなく、あくまでも別の理由で仕方なく着替えるという方向に、暗黒騎士は持っていきたかった。

「…………そこはもう一〇〇％でよくない？」

　マホは、二％の可能性を残したところが気になった。

「それに、そもそも私はその……泳げないのだ」

　暗黒騎士は、恥ずかしげに呟つぶやいた。

　勉強は出来なくとも、運動だけはやっぱり凄い。

　そう、思っていて欲しかった。

「…………じゃ…………やっぱり一〇〇％でよかったくない？」

「おいマホ」

「はい」

「完っ全っに君の言うとおりだ」

「えええええ……認めるんだぁ……」







　　　第三章「ドＭ製造機」







　啓けい治じは、何を描かこうか悩なやみながら、ぶらぶらと山を散歩していた。

　早く決めて早く描かないと、遊ぶ時間がなくなる。

　ふと、開けた場所に出た。

　さわさわと風に揺ゆれて声を上げる針葉樹。

　真ん中に立つと、まるでオーケストラに囲まれているような気持ちになる。

　なんと荘そう厳ごんだろうか。

（ここで描こう）

　深呼吸をして、啓治はくるりと回転する。

　ここから、どの場所の風景を描こうか、模も索さくする。

　どのアングルも似た顔だが、しかし、確かに違う顔がある。

　木々の一本一本、一人一人が十人十色の良さを持つ。

　啓治は、ずっと山奥に暮らしていた。

　こんな風景は見み飽あきていたはずなのに、ほんの数ヶ月都会にいただけで、初めて見るこの景色に、帰郷したような懐なつかしさを感じていた。

　なんだかんだで、波は旬じゆんの血が、風使いの一族としての血が、山という場所を愛しているのだろう。

　どの風景を描こうか悩んでいると、そこに人がいたことに気付いた。

　高校生にしては、幼すぎる女生徒。田た中なかノイエだ。

（この場所に目を付けるなんて、気が合うな）

　啓治は嬉うれしかった。

　この、素す晴ばらしい風景を、感動を、誰かと共有したかった。

　豊ゆたかと一いつ緒しよに描こうと思っていたが、豊は一人で描くと拒きよ否ひ。

　実際は、境きよう介すけを監かん視しするために、豊は啓治から離はなれたのだが、啓治がそれを知る由よしもなく、一人寂さびしく写生に没ぼつ頭とうするつもりだった。

　ところが、ここでノイエに出会えた。

　黙もく々もくと一人で写生するのもいいが、やはり女の子と一緒に写生したい。

　それが男子ってものなのだ。

「「「「卑ひ猥わいですー」ですー」ですー」ですー」

　遠くから、岸きし田ださんの叫さけびがこだましていた。

「お、ノイエは何を描いてるんだ？」

　啓治は、ぺたぺたと紙に平刷は毛けを押し当ててるだけのような描き方をしているノイエの元へと向かう。

「……ロシア情勢」

「何を描いてんのっ！」

「言葉、間ま違ちがえた。ごめんなさい」

「何と何を間違えたんだよ」

「クリミア問題」

「何を描いてんのっ！」

「……どうも、上う手まく日本語に出来ない」

「どれどれー」

　言いたいこともわからないので、見てみることにした。

　どうせ、こういう作業は下手くそなんだろうな。なんて内心小こ馬ば鹿かにしながら覗のぞき込んでみると──

　そこには、写真のような絵があった。

「すげえ……鬼き才さいかお前は」

　思わず、感かん嘆たんの声が漏もれる。

　景色を切り取ったような──とはよく言ったモノで、スケッチブックを景色に合わせてみると、ちょうどぴったり線と繫つながるできばえだった。

　景色に合わせて見たときに、啓治は遠くに大きな大きな一本の杉すぎを発見した。

「あんなところにすごい大きな木があるんだなー」

　この広場から、もう少し山を登ったところにあるのだろう。明らかに、一本だけが他ほかの針葉樹より抜ぬき出ていた。

　ノイエがこの場所を写生の場所に選んだのも、納なつ得とく出来る。

　インパクトのある大きな杉。広がる木々。青い空。動物たちが集会でも開いていそうな、幻げん想そう的な空間。

　ただ──

「なんでこれを、緑じゃなくて赤で描いちゃったの？」

「……赤、好きだから」

　単純でいて、明快な回答だった。

「でも、こんなに赤一色にしなくても」

「太好きだから」

　太好き。それは、ノイエが考えた、独特の言い回しだった。

　太平洋と大西洋では太平洋の方が大きいことから、『太』を『大』よりも大きいと考えているのだ。

「じゃあ、この四角いのは何？」

　風景画ではあったが、一ヶ所だけ、全く関係のないモノが描き込まれていた。

　小さな小さな、四角。

「比ひ較かく対照の、セブンスター」

「タバコの箱かこれ！　ノイエ！　別にいいんだよっ！　大きさはわかるから！　原寸大で描いてるから！」

「……そうなんだ」

「でも、ほんと凄すごい上手いなー。ちょっと、描き方レクチャーしてくれない？」

「レクチャー？」

「教えて欲しいなーって。俺、こういう芸術的なことってちょっと苦手でさ」

「ふふ……」

「あ、珍めずらしいな。ノイエが笑うなんて」

「お教え、進ぜよう」

　えっへんと小さな胸を張る。ノイエは、人に教えを請こわれたことなどあまりなく、いつも一人で行動していた。

　だから、教えて欲しいという啓治の言葉が、嬉しかった。

　自分の実力を、認めて貰もらえたようで。

　一方、啓治はごくりと喉のどを鳴らした。

　ノイエの胸を、啓治は一度触さわったことがある。

　それを、思い出してしまったのだ。

「何が知りたい？」

「ノイエのような絵を描きたいんだけど、色はちゃんと緑とか青とか使いたいな」

「だったら、上から重ねていく描き方を推すい奨しようする」

「上から重ねるというと？」

「まずは、こう」

　パレットにぐみゅーっと出した緑を平刷毛につけ、ペケペケと塗ぬりつけていく。

　端はしから端まで、緑一色。

「……まさか、これで完成じゃないよね？」

「奥に見える奴やつから、描いていくのが私的にはやりやすい」

　すーっと、黒い棒を描くノイエ。さらに、白でハイライトを付けると、ちょいちょいっと枝を描き込んでいく。

　さらにその上から、葉っぱを刷毛先でちょんちょんと叩たたくように描けば、あら不思議。一本の木が出来てしまった。

　そしてそこから大だい胆たんに、今描いた木に被かぶさるように、先ほどよりは大きな黒い棒を描く。

「後ろにある対象物を基準に、遠近感を出していく」

　ぺたぺたぺたぺた。

　同じような方法で、どんどん木々が立っていく。

「おおー。凄いな」

「もっと……褒ほめて欲しい」

　照れ臭くさそうに言うノイエに、啓治は言葉を詰つまらせた。

　凄い。確かに凄いし、これなら自分にも出来そうな気はする。

　だが、だ。

　もう全部、ノイエが描いてしまった。

「で、ここにこう……」

「あ、それセブンスター？」

「マイルドセブンライト」

「どっちでもいいよっ！」

　木の横に置かれた四角は、青色でちょんちょんと塗られている。

「で、ここにこう……ドラゴンがやってきて」

「え？」

　突とつ然ぜん、巨きよ大だいなドラゴンが空を滑かつ空くうし始めた。

「ケンタウロスが迎むかえ撃うって」

　木々の合間から、弓を引く半身半馬。

「あんまり現げん実じつ離ばなれしたのはどうかな？」

　啓治は止めようとしたが──

「じゃあ……酔よっ払ぱらいを追加して、全すべてを創世するホステスがこう降臨して」

「どういうオールスターなんだよこれ！」

　こうして出来上がった大作。『酒と女と破は壊かいと創造』は、後に金賞を取ることになるのだった。







　ノイエと一緒に絵を描かき終えた啓治は、キャンプ場へと戻もどってきた。

　もう半分以上の生徒が描き終えており、夕食まで自由行動。

　部屋で休む者もいれば、木々の間にハンモックを渡わたし、読書に耽ふける者もいる。

　それぞれが、それぞれの楽しみ方があるのだが、やっぱり一番人気は、川遊びだった。啓治も当然、川遊びをするつもりで水着を持ってきた。

　エリーに選んで貰った水着を暗黒騎き士しに渡したかったが、さすがに手渡しするのは気が引けたので、マホに託たくしたのだが──

「着てくれたかな」

　キャンプ場に更こう衣い室として使われているコテージがあり、そこで水着に着き替がえた啓治は川を目指す。

「……何を？」

　そこに、田中ノイエがやってきた。

　いつもヘッドフォンを付けているが、今はそれを取り去って、水着の上からジャージを羽織っている。

「いや、実は、女の子の水着を買ってきたんだけど、それをマホ経由で──」

　啓治が説明を始めると、ノイエはぱあっと顔を輝かがやかせた。

「じゃあこれ……あなたのプレゼントだったんだ」

「え？」

　じー……。ジッパーを下ろすと、可愛かわいらしいビキニが現れる。

　啓治は驚おどろいた。

「そ、その水着はっ！」

　そこにあったのは、啓治が買ったものほどではないが、十分に布の少ないビキニだった。

　上は、啓治が買ってきたモノと同じレベルの布の少なさ。どの方向からでも、おっぱいがはみ出ている。

　下は、さすがにＴバックではなかったが、サイドが紐ひものみになっている。

　白地に青の横線が入った、シマシマパンツにしか見えない。

　胸の小さいノイエが着ると、まるで無理矢理着させられているジュニアアイドルのようだ。

　ジャージの裾すそからちらりと見えるシマシマの水着。

　それはさながら、家に泊とまりに来て、着替えがないから仕方なく男物のシャツを着させられている女子のようだ。
















　マホは啓治と同じように、暗黒騎士に水着をプレゼントしようと用意していた。

　だが、啓治が暗黒騎士のためにどえらいドエロい水着を持ってきたから、マホは自分が暗黒騎士用に用意していた割とドエロい水着を、ノイエに授さずけたのだ。

「太事に、使うから」

　ノイエは、啓治からのプレゼントだと思い、心の底から嬉うれしかった。

　誰だれかから何かをプレゼントされたことなど、ほとんどない。

　ノイエが啓治に恋こい心ごころを抱いだいたときも、弁当を恵めぐんでくれたから。

　命のやりとりをしてしまったことで、すっかり嫌きらわれたと思っていたが、まだ気に掛かけてくれている。

　孤こ独どくじゃないということが、こんなに嬉しいことだとは思わなかった。

　嬉しくて嬉しくて、ノイエはきゅっと啓治の水着の端はじっこを親指と人差し指二本で摘つまむ。

　啓治は困っていた。それは別に俺が買った奴じゃないよ。と言いたくても言えなかった。ノイエが、とても喜んでいたから。

「そう言えば、腕うではもう大だい丈じよう夫ぶなの？」

　二人で並んで歩きながら、啓治はノイエを見ないように景色を眺ながめた。

　ノイエの体は、どう見ても幼児体型。

　だがしかし、それは女子の体なのだ。

　女子の体であることに、変わりはないのだ。

　興奮してしまいそうな自分を、なんとか抑おさえていた。

「太丈じよう夫ぶ。そんなにヤワな骨じゃない」

　ノイエは以前、啓治と戦い、右腕を骨折した。

　全治一ヶ月程度の怪け我がだったが、ノイエは暗黒騎士だからか、一週間もすればギプスを外し、いつも通り生活をしていた。

　それでも、骨を折ってしまったことを啓治は気にしていた。

「戦いくさでの怪我を、気に病やむ必要はない。あなたは、やるべきことをしただけ」

「さすが暗黒騎士だな。そう割り切れるのは凄いと思う」

「あれは、私が悪いのだから」

「そうは言うけどさ。お前とこうして顔を合わせる度たびに、どうしても思い出しちゃうよ」

「私も、あなたと合う度に、思い出す」

「ん？」

「……あなたと一いつ緒しよに食べたラーメンは、人生で一番美お味いしかった」

「大げさだな」

「そう？」

「一緒に食べたいって言ってくれれば、いつだって食べにいくけどな。俺も、一人で食うより誰かと食べた方が美味しいし」

「…………じゃあ」

　ノイエは立ち止まる。

　すっと摑つかまれていた指が離はなれ、啓治も思わず立ち止まった。

「ん？」




「…………私を食べて」




　さわさわと、五月の風がまた針葉樹を揺ゆらしていた。

「んなっ！」

　啓治は、顔が真っ赤に染まった。

　ノイエの言葉の意味が、本当にそういう意味なのか、それとも何か勘かん違ちがいしているのかわからなかった。

「…………食べて、くれないの？」

「どういう意味で言ってるのか、よくわからないんだけど」

「私の夢は……この世界でお嫁よめさんになること」

「……いや、それがどう……まあ、続きを聞こう」

「お嫁さんになるには……男に食べられるのが手っ取り早いと、マホに聞いた」

（あの野や郎ろう……余計な知識を……）

　啓治は眉み間けんをきゅっと摘まんだ。

　マホの口車に、どうしてこうも暗黒騎士たちはほいほい乗ってしまうのか。

「ノイエ」

「ん」

「俺は、お前を食べない」

「……そう」

　ノイエは、がっかりした。

「だがな。食べたいという思いはとても強い」

「ホント？」

「ああ、今すぐにでもしゃっぷりあげたいと思っている。──でもな、そういうのは、もっとこう……『太切』にすべきなんだ」

「……じゃあ、あなたを食べるのも、ダメ？」

「ダメって……うん、ダメ」

　啓治は、心を鬼おににした。

　マホが教えた、食べる食べないってのは、きっといかがわしいことだろう。

　だが、それをする訳にはいかない。

　暗黒騎士を思う気持ちに反することにもなるし、ノイエの気持ちにも、応こたえているようで応えられていない。

　やっちまうか──なんて言葉だけで、やるわけにはいかないんだ。

　ノイエのことを、可愛いと思う気持ちはあるし、一緒にいて気が合うところも多いし、ドキドキすることも多々ある。

　その感情は、間ま違ちがいなく『好き』だろう。

　だが、それでも、それを出す訳にはいかない。

　同じ気持ちを、他ほかの人間にも持っている以上、絶対にダメなんだ。

　そう。ダメという言葉は、ノイエに向けているようでいて、自分に向けた言葉だった。

「……わかった」

「ありがとう」

「でも、私は諦あきらめないから」

「お、おう」

　強い。

　ノイエは、一向に引く気配を見せなかった。

　とりあえずは理解してくれたようだが、一時的に言うことを聞くという感じで、もっと『太切』にしろという言葉をそれほど重く受け止めてはいないようだった。







　写生大会は、もうすでに終わっていた。

　みんながみんな、さっさと終わらせてさっさと遊ぼうと考えていたのだろう。

　かなりの人数が、川に集まっていた。

「ひゃっほーいっ！　海だーっ！」

　そこは川だが、高校生のテンションで『水に入る＝海』という方程式から導き出した答えを叫さけんで、どぼんどぼんと崖がけから飛び込んでいく。

　川は一番深いところで、肩かたまで浸つかると足がつく程度の深さ。

　次々と飛び込んで、水を掛け合ったり、水球を始めたり、水中カバディを始めたり、水中ペタンクを始めたり、バレーボールを始めたり。

　人間は海から生まれたという進化論を裏付けるかのように、人間は瑞みず々みずしい水を見ると自らこうして入りたくなる衝しよう動どうに駆かられるモノだ。

「あはははは、あははははは」

「きゃー」

「うふふふふ」

「ぬははははは」

　楽しそうな声が、次から次へと発せられ、ばっしゃばっしゃと水が飛ぶ。

　そんな様子をじっと体育座りで見ていたノイエが、ぼそりとこう呟つぶやいた。

「日本住血吸虫……という寄生虫がいる。河水に入った哺ほ乳にゆう類るいの皮ひ膚ふより幼虫が寄生、高熱や消化器症しよう状じようといった急性症状を呈ていした後に、成長した吸虫が肝かん門もん脈みやく内部に巣食い慢まん性せい化か、成虫は宿主の血管内部で生せい殖しよく産卵を行い──宿主は最終的に死に至る」

　説明の途と中ちゆうから、ざっぱぁと川から上がってくる生徒たち。

　さっきまでの楽しい声はどこへやら、全員無言になっていた。

「──もう撲ぼく滅めつされたけど」

　最後の言葉で、生徒たちはくるりと反転。

「ひゃっほーいっ！　レッツパーリィっ！」

　ざっぱーん。

　川へと飛び込んでいく。

「あはははは、あははははは」

「きゃー」

「うふふふふ」

「我々は自由だーっ！」

　次々と飛び込んで、水を掛け合ったり、水球を始めたり、水中カバディを始めたり、水中ペタンクを始めたり、バレーボールを始めたり──

「一九九六年、ついに日本でもネグレリアフォーレリによるアメーバ性髄ずい膜まく脳のう炎えんの発症例が確かく認にんされた。二五度から三五度程度の温水環かん境きようで見つかり、呼吸器官から体内へ侵しん入にゆう。症状はインフルエンザのようだけど、簡単に言えば────脳を溶とかす」

　ざぱざぱー。

　生徒たちは無言で口や鼻を押さえながら、川から上がってくる。

「この水温では問題ないと思うけど」

　その補足で、また生徒たちは川へと飛び込んでいく。

「マンマミーアっ！」

「勝しよう訴そっ！」

　言葉一つで一いつ喜き一いち憂ゆうする姿を見ていて、ノイエは楽しかった。

「何やってんだよ」

　一泳ぎしてきた啓治が、ノイエのところへとやってきた。

　言葉巧たくみに人を扇せん動どうするノイエを見ていて、面おも白しろかったから。

「……人を動かすのは、楽しい」

「まあ、楽しそうだなって思ってたけど、よくもまああんなに簡単に扇動できるもんだ」

「人を動かすのに必要なモノは、三つ」

「たったの？」

「そう……怒いかりと恐きよう怖ふと快楽こそ、人間の本質。一人が動けば三人動く。特に恐怖という感情は、群れを作り、集団行動を引き起こす」

「へえ……そんなもんかね」

「戦争が起こると囃はやし立てたり、生活が苦しくなると囃し立てれば、簡単に現政権への反はん抗こう心しんを起こすことができる」

「急に難しい話になってきたーっ！　真ま面じ目めかっ！　ぐう真面目かっ！」

「私には、そんな、心を捉とらえられることが、何よりも喜び」

　ぐっと胸に手を当てて、今出来たばかりの思い出をもう一度述じゆつ懐かいしていた。

「ノイエは、川に入らないの？」

「私、泳げない」

「あ、そうなの？　じゃあ、俺が教えようか？」

「え？」

「絵を描かいてくれたお礼にさ」

「でも……」

　ノイエは、恥はじらっていた。

　今着ている水着を啓治に見られるのはいい。

　啓治にだったら、見て貰もらいたいと思う。

　啓治ならば、きっと悪いことは言わないから。

　だが、大衆の目は違ちがう。

　千差万別、賛否両論、様々な意見が飛んでくるだろう。

　ノイエは、褒ほめて欲しかった。

　だが、貶けなされたり馬ば鹿かにされたくはなかった。

　暗黒騎き士しとしてのプライドが、あの水着を見られることを躊躇ためらわせていた。

「ほら、一いつ緒しよに遊ぼうぜ」

　ぐいっと手を引かれ、ノイエは立ち上がる。

　そして──ジャージを脱ぬぎ去った。

　おおーという歓かん声せいが沸わき起こる。

　だがそれは、ノイエに向けられたモノではなかった。

　啓治は、驚きよう愕がくのあまり目を丸くして、口をあんぐりと開いていた。

　ノイエがジャージを脱いだとき、ある人物がご到とう着ちやくしたのだ。

　それは、きらきらと輝かがやく金きん髪ぱつの、童顔なのに巨きよ乳にゆうという少女──エリーだった。

「エリーも来てたのか」

　啓治の鼻が、ピノキオの如ごとくぐーんと伸のびる。

（なんて……なんてエロい体してやがるんだ……）

　啓治は一度、エリーの裸はだかを見たことがある。

　だが、そのときは慌あわてていて目に焼き付けるには付け焼き刃ば過ぎた。

　水着である今は違う。

　いくらでも、その豊満で魅み力りよく的な異世界人の肉体を堪たん能のうしてもいいのだ。

（エリー、言った通りだったんだなー）

　啓治は、しみじみと驚おどろいていた。

　まだどこかで、あの劇的に過激過ぎるビキニで本当に喜ばれるのか、心配でならなかった。

　女子高生ならこのくらいとエリーが言っていたが、実際着ている人間なんかいないだろうと思っていた。

　だが──エリーは着ている。

　言い出した手前なのか、それとも元々なのか、エリーは率先して、実行に移している。

　啓治が色目を使って見ていることに、ノイエはむっとした表情を見せた。

（エールリンク・ラグナ・ウォルター。相変わらず恐おそろしい）

　ノイエは、暗黒騎士としてエリーを尊敬していたし、自分では敵かなわない存在であると理解している。

　だが、それは戦せん闘とう技術だけで、戦略や戦術といった頭脳戦、絵画や彫ちよう刻こくと言った芸術では負ける気はしない。

　だが、今、ノイエは感じている。

　頭脳戦で勝てる相手に、煩ぼん悩のう戦で負けていると。

　むっとした表情のまま、ノイエは川へと向かっていった。

「おいノイエ。一人で行っても練習にならないだろ」

「……どうせ、あいつのところに行くんでしょ」

「え？」

「行けばいい。私は、鮭さけを捕とってるから」

　じゃぽん、と川に飛び込んだノイエは、上半身が出てるぐらいの浅あさ瀬せで──

　ばっしゃーん。

　手を払はらうと、魚が一いつ匹ぴきぴょーんと打ち上げられた。

　それはまるで、熊くまが鮭を捕るようだった。

　弾はじき飛ばされた魚は決して鮭ではなかったけど。

「いや、あの輪には入れそうもないからな」

　エリーは、人気者だった。

　まるで、ゾンビのように群がる男たちに、エリーは困こん惑わくした表情で対応していた。

　そこに割って入る勇気は、啓治にはなかった。

「……私でも、いいの？」

「エリーも友達だけど、ノイエだって友達だろ？」

「対等……か」

「それにしても、暗黒騎士さんどこに行ったんだろう？」

「え？」

「ん？」

「……いるじゃない」

「ああ、そうだね」

　ノイエは、エリーが暗黒騎士であることを知っている。

　だから、暗黒騎士エリーがそこにいると言いたかった。

　啓治は、ノイエが暗黒騎士であることを知っている。

　だから、暗黒騎士ノイエがここにいると言いたかった。

　二人は今、嚙かみ合っているようで嚙み合っていなかった。

「さて、じゃあ早さつ速そく始めようか」

「人は、どうやって泳ぐのか」

　ノイエたちの世界では、水泳の技術は万人のモノではない。

　泳ぐことの出来る人間は皆みんな、『達人』と呼ばれる。

　この世界の、特に日本のように、小学校の頃ころから泳ぐ授業があり、泳げることが普ふ通つうというのは暗黒騎士からすれば考えられないほどのカルチャーショックだった。

「まあ、バタ足からだろうね」

「ばたあし……」

　言ってる意味が全くわからない。

　ノイエは、その場でジャンプした。

　ばしゃっと水面から飛び上がり、啓治の頭の上を飛び越こえて、また着水。

「こう？」

「すげえけど違うね。どういう意味だと思ったのかな？」

「バッタのような足運び」

「なんでそれが出来て普通に泳げないんだよっ！」

　プールから上がるとき、ジャンプして上がれる人間は、そうそういない。

　ノイエはそれどころか、啓治を飛び越えるほどのジャンプ力を見せたのだ。

　日本語の意味から説明するのはなかなか難しいな、と啓治は頭を悩なやませる。

　とりあえず、両手を摑つかむ。

「あ」ノイエは、小さく声を上げ、顔を赤く染めた。

「どうかした？」

「手を繫つなぐのは……恋こい……してるから？」

「極きよく端たん過ぎるだろっ！　はい、そのまま浮ういてー」

（浮いて……）

　天から光が差し込み、ノイエの体が宇宙人に連れ去られるように浮いていく。

「ちょっ！　戻もどってっ！　戻ってきて！」

　啓治に言われ、ノイエはじゃぽん、と川に降臨した。

「手を貸して」

「猫ねこの？」

「違う違う。両手をこちらに差し出して」

　ノイエはすっと両手を前に出し、啓治はその手を取った。

（浮いてって言うとああなるのか……）

「足を伸ばしてー」

　ノイエは啓治に言われるがまま、地面から足を離はなした。

　ぷか～と浮き上がってくる、小さなお尻しり。

（よしよし）

　啓治は、上う手まく行ったと自分を褒め称たたえた。

「で、足をバタバタと動かしてキックして」

　ノイエは、ぐっと膝ひざを曲げ、そして伸ばしては、また膝を曲げる。

　それはさながら、水中連続ドロップキック。

「違う違う違う。えっとだね。ちょっと元に戻って」

　すっ。ノイエはその場に立つ。

（バタバタって表現が、違うのか）

「手を貸して」

「猫の？」

「じゃなくてこっちに両手を差し出して」

　ノイエはすっと両手を前に出し、啓治はその手を取った。

「足を伸ばして……足で水面を叩たたく」

　ばったんばったんばったん。

　まるでバタフライのように、両足を揃そろえて水面を叩くノイエ。

「アザラシかお前は。交こう互ごに足で叩いて」

　ばたばたばたばた……

　やっとの思いで、バタ足の形を作ることに成功した。

「で、顔をつけて」

（顔を……）

　ノイエはぐっと両手を引いて、啓治の胸目がけてどーんと頭ず突つきをする。

　それは最も早はや、魚ぎよ雷らいとしては泳ぎがちゃんと出来ていた。

「ぐふう、そうじゃなくて」

　あまりの衝しよう撃げきに、息が詰つまる。横おう隔かく膜まくを破は壊かいされたかと思った。

「ごめんなさい。ヘッドフォンがないから……」

「いや、俺の説明が悪いんだ」

　ノイエはいつも、日本語講座を聴ききながら生活している。

　今は、それを付けていないせいか、日本語が曖あい昧まいな状態にいるようだった。

「じゃあ、また手を貸して」

「猫の？」

「うん、もうそこはいい加減、猫の手を借りたい訳じゃないって覚えよう」

「わかった」

　ノイエはすっと両手を前に出し、啓治はその手を取った。

「足を伸ばして浮いてー」

　ぱあああ……足を伸ばしたノイエが、天に召めされていく。

「ああああっ！　違ちがう違う違うっ！　戻ってきて！　戻ってっ！」

　浮いて。という言葉が禁句だったことを忘れ、ついつい言ってしまった自分が悔くやしかった。

「両手を差し出して」

　ノイエはすっと両手を前に出し、啓治はその手を取った。

「足を伸ばして──そうそうそうそう。で、足を交互に水面に叩きつける」

　ばたばたばたばた……

　バタ足の形になり、啓治はふうと一息吐はく。

　ここで、言葉を間違えれば、きっとまた魚雷が発射されるだろう。

「そうそうそうそう。でっ！、顔もっ、水面に、付ける」

　啓治は、単語一つ一つを明確にノイエに伝える。

　ノイエは下を向き、川の水面に顔を付けた。

（出来た……出来たよバタ足……）

　啓治は、達成感に満ちあふれていた。

　バタ足がこれほど難しいモノなのかと、感かん慨がい深ぶかかった。

「はあい、じゃあそのまま移動するよー」

　ざぱあ。ノイエは立ち上がり、すたすたと歩き出す。

「あああああああっ！」

　移動という言葉がダメだったと気付くには遅おそかった。

「手を貸して」

「ヤギの？」

「あああああっ！　ヤギでもねえよ！」

　啓治は『手を貸して』という言葉がダメなことをもっと早く理解すべきだった。

「両手を差し出して、そう。足を伸のばして──そう。で、交互に水面に叩きつける」

　ばたばたばたばた……

　ノイエは立ち上がり、啓治と繫いだ手を水面に叩きつけた。

「あああああっ！　えっと足を交互に叩きつけて」

　べしべし。ノイエの足あし払ばらいが二発入り、啓治はその場に転てん倒とうした。

「ごばごばごばごばっ！　ちょっと待って」

「…………はい」

「もしかして、わかっててやってる？」

「ごめんなさい。何にもわからない。流れる水の中にいるから……頭が混乱する」

　暗黒騎き士しは普ふ段だん、水の中には入らない。

　鎧よろいを着込んで川を渡わたるなど、自殺するようなモノだからだ。

　そう──ノイエはただ、テンパっていたのだ。

「ふう……よし。もう大だい丈じよう夫ぶ。絶対クロールまでやってやる」

　んんっ、と喉のどを整えて、両手を構えた。

　今、啓治はゲームをしている気分だった。

　選せん択たく肢しによって、未来が変わるゲームだ。

　間違った選択肢を選べば、一発ゲームオーバー。最初からやり直しとなる。だが、正解すれば、必ず前に進むことが出来るはず。

　そして、その先にはきっとグッドなエンディングが待っているはずだ。

「いくぞノイエ」

「どこへ？」

　その返答はもう、無視した。

「両手を差し出して、そう。で、足を伸ばす。そうそう、で、『足』をっ！　『交互』にっ！　水面に叩きつける！　そうそうそうそう、そして、顔も、水面に付ける。そう！　よしっ！」

　次は、息いき継つぎだ。

「か……」顔を出してと言おうとして、その言葉が危険ではないかと思いとどまった。

　きっと、顔を前に出す。つまり、魚雷エンディングに突とつ入にゆうする。

「こっちを向いて」

　これならば、顔をちらっと上に出す。つまり息継ぎが出来るはずだった。

　はず、だった。

　ぐるん。

　ノイエは啓治と手を繫いだまま、顔を啓治に向けた。

　いや、顔どころか、全体を使って啓治の方を向いた。

　腕うではクロスし、さっきまで水面に浮かんでいたお尻は水中へ。

　代わりに、小さな膨ふくらみのおっぱいが浮ふ上じようしてくる。

　そう、ノイエは俯うつぶせから仰あお向むけの状態になったのだ。

「あああああああっ！」

　啓治は嘆なげいた。

　選択肢を、誤ったのだ。

「戻ってっ！」

　すっ。

　啓治の一言で、ノイエはその場に立ち尽つくす。

「いやあああああっ！　ガッデムっ！」

　啓治は頭を抱かかえた。わしわしと髪かみをかき乱す。

　自分の愚おろかさが嫌いやになる。

　戻って。

　その言葉は、ノイエが『浮いた』ときに何度も使っていた言葉だ。

　だから、今、戻ってという言葉は、ノイエには『リセット』を意味していた。

「両手を差し出して。足を伸ばす。足を交互に水面に叩きつける。そして、顔も水面に付ける。そう！」

　ここまでは確実に行けるようになっていた。だが、こっからが問題だ。

「顔を出して」

　と言ってみる。

　もしかしたら、魚雷エンディングを迎むかえなくても済むのかもしれないと。

　すると──

　ぐるん。ノイエは、仰向けになる。

「あああっ！　ガッデミっ！」

　啓治は嘆いた。

　こっちルートも、まさか同じだとは思わなかった。

　なんとか、俯せに戻もどさなければ。

（ん？　お？）

　だが、啓治はあることに気付く。

　そっと、ノイエから、手を離してみる。

　すると、ノイエはすーっと川を進んでいく。

（で、出来てたっ！　クロールは無理だったけど、これ、背泳ぎ出来てたっ！）

　不幸中の幸い。

　失敗のようで、実は成功だった。

　かのトーマス・エジソンはこう言ったという。

『私は、失敗など一度もしたことがない。この方法ではダメだったという実験に成功しただけだ』

　啓治の中でかなり意訳されたが、今彼の心にはエジソンの言葉が響ひびいていた。

　そして、最後の言葉を告げる。

「肩かたを回して、水を搔かいて」

　ここで、啓治とノイエは、新発明をする。

　それは、新発見ではなく、新発明という言葉が似合うだろう。

　ノイエは腕をぐりんぐりん回した。

　だが、その回し方は、背泳ぎとは、真逆。

　見た目はひ弱だが、暗黒騎士の強きよう靭じんな腕わん力りよくによって高速回転した腕は、ノイエを泳がせる。

　頭の方向ではなく、足の方向へ。

　クロール、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎ。これが、古いにしえより受け継つがれて、そして尚なお、それ以外の泳法は犬かきか立ち泳ぎ程度しかない。

　そんな中で、ノイエは新しい泳法を発明した。

　外輪船が如ごとく、腕のスクリューによって足先から進む泳ぎ方。

　フリゲート泳法の完成であった。

　啓治は、思う。

「泳げてるなら、それでいっか」







　ノイエが啓治に泳ぎを教わっている姿は、エリーの目からも明らかだった。

　二人きりで、付きっ切り。

　そんな様子を見ながら、エリーは愕がく然ぜんとしていた。

（ば、バカな……あの二人は、破局したのではなかったのか）

　一巻の終わり。そう、正に一巻の終わりに、エリーは啓治とノイエの話を立ち聞きしていた。

　そのとき、確かに啓治は、ノイエの求きゆう婚こんを断った。

　にも拘かかわらず、だ。

（あのえげつない水着っ！　私が着ている奴やつほどではないが、きっと啓治くんがプレゼントしたに違ちがいない！　そうに相そう違いないっ！）

「君、どこのクラスの子なのかな？」

　サッカー部のイケメンがエリーに声を掛かける。

　どす。

　エリーの八つ当たり腹パンチが、サッカー部で鍛きたえ上げられた腹筋を破は壊かいした。

「気安く声を掛けるな。下郎が」

　嫉しつ妬との炎ほのおと負のオーラを纏まとったエリーは、『暗黒騎士』そのものだった。

「も、もっとお願いしますでげすっ！」

　サッカー部のイケメンは、たったの一いち撃げきでドＭへと覚かく醒せいさせられた。

（鞍くら馬まくん……ああ、鞍馬くん……鞍馬くんっ！）

　遠い。

　彼が遠く感じる。

「ねえ彼女。良かったらボクとぐふぅ」

「もしかしてだけど、誘さそってんじゃぐふぅ」

「良かったら、一いつ緒しよに泳がぐふぅ」

　エリーのエロさと可愛かわいらしさに、軟なん派ぱな男子生徒が声を掛けては、撃げき沈ちんされていく。

　ある者は、腹に一撃を。

　ある者は、顔面に膝ひざ蹴げりを。

　ある者は、川に顔面を沈しずめられたりした。

　それら攻こう撃げきを受けた者たちは、みな口を揃そろえてこう言っている。
















「気持ちいい～っ」

　今、エリーには啓治の姿しか見えていない。

　その視界に入ってくる男たちは、ハエや蚊かのような存在でしかなかったのだ。

　どんな台詞せりふでも、どんな姿でも知ったこっちゃない。

　目の前に出てきた、鬱うつ陶とうしい存在として、排はい除じよする。

　ただそれだけだった。

（おのれっ！　おのれエロメイド・団地妻・ゲイルっ！）

　ワナワナと拳こぶしが震ふるえる。

　田中ノイエは偽ぎ名めい。

　本名であるエロメイドをそのまま名乗ると、笑われるか、からかわれるかのどちらかなので、偽名を名乗っているのだ。

　エリーは啓治の元へと今すぐ駆かけ寄りたい気持ちだった。

　だが──

「いやあああああっ！　ガッデムっ！」

　啓治は、とても楽しそうだ。

　あの輪には、入れそうもない。

　くっと奥歯を嚙かみしめて、くるりとエリーは踵きびすを返す。

　紐ひものみのＴバックを初めて見た男子たちから、おおーっ、という感かん嘆たんの声が漏もれた。

　川から上がり、ビニールシートの上に座ってにやにやとこちらを見ながら携けい帯たい端たん末まつを弄いじっているマホに尋たずねる。

「おいマホ」

「ん？　どう？　いい男も寄ってきたでしょ？　よりどりみどり」

「この格好ならば、どんな男も熱血必中閃ひらめき幸運努力だと言ってたろう？」

「言ったことないわよ！　そんな奇き跡せきみたいなの！」

「なのになんだ！　来てないじゃないか！　着てるのに来てないじゃないかっ！　全くなんだこの水着はっ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむと、ふるふると胸が揺ゆれる。

　今エリーがドエロい水着を着ているのは、完全に自業自得の因果応報なのだが、他ほかに怒いかりをぶつける対象がいなかった。

「……私には、いっぱい来てるように見えるけどなー」

「え？　うわぁっ！」

　振ふり向くと、そこには男子が列を成していた。

「あの、サイン貰もらえませんか？」

「ええっ」

　エリーはたじろいだ。

　さっきとは、また別のアプローチだ。

　マホはこの時を待ってましたと言わんばかりに立ち上がる。

「はーい。サイン一回一〇〇〇円。握あく手しゆ追加で一〇〇〇円。払はらえない奴は去った去った」

「貴様っ！　友を売るのかっ！」

　エリーは嘆いた。

　マホは最初から、自分を商品として扱あつかっていたのかと。

「暗黒騎き士しさんは人気者になりたい。私はお金を稼かせぎたい。利害は一いつ致ちしてるでしょ？」

「わ、私は別に、人気者になりたい訳じゃなくて……その……」

　啓治とより仲良くなれれば、それでいい。

　彼が喜んでくれるなら、それだけでいいのだ。

「あ、そうだったの？　ごめん。私、勘かん違ちがいしていたみたい」

「マホ……」

　マホは、暗黒騎士であるエリーをもっとみんなに知らしめたかった。

　本当は、こんなに魅み力りよく的な女の子なのだよと。

　こんな子が、この学校にはいるんだよと。

　そして、それはほぼほぼ成功した。

　だが──暗黒騎士はそれを望んではいなかったのだ。

　バスタオルをエリーの肩に掛け、マホはその魅力的な肢し体たいを隠かくした。

「はい。みんな散った散った。ごめんねごめんねー」

　クラスメイトは特に、マホの怖こわさを知っている。

　渋しぶ々しぶ、出来たばかりのエリーファンクラブはちりぢりに去って行く。

　その後ろ姿は、とても落らく胆たんしていた。

「……なんだろう。私はとても悪いことをした気でいっぱいだ」

「暗黒騎士さん……行って」

「え？　マホ？」

「あなたには、会いに行かなきゃならない人がいるんでしょう？　他の女に、負けたくないんでしょう？」

「……こんな姿で、会ってくれるだろうか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。だって、熱血で必中する閃いた幸運が努力によって奇跡なんだから」

「おお、なんだか言ってる意味が一いつ切さいわからんが──委細承知っ！」

　暗黒騎士は、この姿が悪いのではないかと考えた。

　だが、よくよく考えれば、ノイエの姿だって大たい概がいだ。

　きっと、啓治は自分の周りにハエの如く付きまとう男たちに引いていたのだろう。

　この水着なら、きっとノイエに悩のう殺さつ戦で勝てるはずだ。

　みたいなことを、きっとマホも言いたいのだろう。

　エリーは、バスタオルをマントのように靡なびかせながら、啓治の元へと向かう。

　それを見届けたマホはくるりと体を反転させて──

「ちょっとそこのお兄さん」

　先ほど解散されたばかりのエリーファンクラブの一人を手招きした。

「なんですか？」

「さっきの子の、激レア写メを送って欲しくはないかね。一枚一〇〇〇円で」

　そのときのマホの顔は、とても不敵だった。

　彼女は、エリーを悲しませたくはなかったが、儲もうかる商売をみすみす手放すつもりも、さらさらなかったのだ。







　ノイエが新泳法で楽しんでいる間、疲つかれ果てた啓治は川から上がり、ふと見知った顔を発見したので近づいてみた。

「やあ、境介さん、何をしてるんだい？」

　そこにいたのは、今日同部屋になった、境介と、普ふ段だんから親友のような関係の豊だ。

　みんなが川で遊んでいる中、境介はスケッチブックを難しい顔で眺ながめながら頭をすりすりとさすっていた。

　豊も、険しい顔つきでアゴをさすっている。

「ああ、ケイか。いやね、ちょっとこれを見てくれ」

　豊に言われて、啓治もスケッチブックに目を落とす。

　そこに描かかれていたのは、見取り図だった。

　大きな建物と、二重丸が二つ。あとは森と道。

「これは？」

　この妙みようちくりんな絵は、写生したものではないはずだ。

　どういう意味があるのか、どうしてもわからなかった。

「この建物は、今泊とまっているホテルだ」

　境介が指をさして、一つ一つ説明をする。

「ふむふむ。この丸は？」

「二つの大浴場だ。こっちが男湯、こっちが女湯」

　そこまでで、啓治は理解することが出来た。

「……まさか……どうやって覗のぞきに行こうかって算段？」

　呆あきれた声だった。

（また豊がバカなことを……）

　ちらりと親友の横顔を見る。

　辻つじ本もと豊は、何を考えてるか、イマイチつかみ取れない男だった。

　冗じよう談だんや人の観察が趣しゆ味みで、思春期特有の性的好こう奇き心しんに溢あふれている。

「この図だけでそこまで分かるってことは……君も一度考えた？」

　境介がにやりと笑う。

「まあ、ちょっとだけ。覗きに行ける距きよ離りなのかなーってぐらいで」

　啓治は照れ臭くさそうに認めた。

　誰だれもが、一度は考えるだろう。「もしかしたら、女湯覗けるんだろうか？」と。

　だが、それ以上は考えない。

　実行に移そうとは、思わないのが普ふ通つうだ。

　啓治は確かに一度考えた。

　だが、それは『欲よく』を積む行こう為いであると思い、すぐに頭から消し去った。

　啓治は、波は旬じゆん候補生ではあるが、波旬を神ではなくバケモノだと思っている。

　親のようにはなりたくないと、『欲』を抑おさえたがっていたからだ。

「男湯と女湯は、隣となり合わせになっていない」

　豊は真しん剣けんな表情で話を進めた。

「あー、そうだね」

　大浴場は二つあり、それぞれが独立している。

　男子と女子は、脱だつ衣い所どころか、風ふ呂ろへ向かうときすでに、出会うこともないのだ。

「勘違いを装よそおって、脱衣所を覗くことすら出来ないってことだな」

　境介は、残念そうに五月の空を仰あおいだ。

「そんなことするつもりだったんだ」

　啓治は、その率直かつ剛ごう胆たんな覗き計画に、少し引いていた。

「だが、露ろ天てんだ。空を眺めることが出来るなら、空から眺めることも出来るはず」

　とん、と豊は森に人差し指を置く。

「森？」

「木の上から双そう眼がん鏡きようで覗けば、きっと見られるはずだ」

「あー、なるほどー」

　男湯と女湯は離はなれている。

　その女湯を覗くための木々。

　遠すぎても近すぎてもダメな場所。

　森の中に、大きな木があるのを、先ほどの写生大会で啓治も知っていた。

　あの、ノイエが写生を行っていた広場から見えた、大きな杉すぎの木だ。

「そこは、頂けませんねー」

　ひょっこり顔を覗かせたのは、暗黒騎士──いや、その中の人、エリーだった。

「え、エリーっ！」

　啓治は驚おどろき、戦おののいた。

　そこにいたのは、水も滴したたる女子高生。

　ビキニ姿の、女子だったから。

　それもただのビキニではない。

　ほとんど裸はだかと言っていいレベルの、エロエロビキニなのだ。

「君は！　『貴族野や郎ろう』で働いていた可愛かわい子ちゃん！」

　境介も、同じく驚いた。

『貴族野郎』で働いていた少女が、同じ学校だったことに。

　エリーは両手を膝ひざに当て、中ちゆう腰ごしの状態でスケッチブックを眺めている。

　そのポーズは、二人の目線の位置に胸の谷間を見せつけるような形になり──

（ま、マズイ）

　二人は、同時に鼻を押さえた。

　波旬候補生である二人は、エロいことを考えると鼻が伸のびてしまうのだ。

　それはまるで、ピノキオが噓うそを吐ついたときのように。

「で、何がどうダメなの？」

　豊は一人、ポーカーフェイスを維い持じしていた。

　冷静な豊ではあるが、このあまりに強きよう烈れつな武器の前に、興奮せざるを得なかったが、それは見事に笑え顔がおで隠すことに成功した。

　エロい顔をしなければ、いつまで見ても問題はない。

　女子は、いやらしい目で見られることを嫌きらっているのであって、見られること自体を嫌っているのではないのだから。

　だが、啓治と境介は、思わず目を逸そらした。

　見たい。

　本当は、見たい。

　まじまじと、深々と、しげしげと、淡たん々たんと、津しん々しんと。

　だが、見ない。

　啓治は、エリーにエロい男だと、思われたくなかったから。

　境介は、啓治に自分が普通の人間ではないと知られたくなかったから。

　対して、エリーは燃えていた。

（ふっふっふ。これは明らかに、この城を、ここから攻せめたいって話だろう。これは、チャンスだ。私の専門分野ではないかっ！）

　ここでいいところを見せれば、きっと啓治の中でエリーの株も上げ上げだろう。

（負けてはられんのだ！　エロメイドにはっ！）

「この場所に行くには、この道しかないですよね？」

　意い気き揚よう々ようと、エリーが指をさす。

　ホテルの入り口から行くには、道は一つしかなかった。

　くねくねと曲がる、細い山道だ。

「まあ、当然そうだな」

　豊がこくりと頷うなずく。

「きっとここには、弓兵が伏ふせられてます」

　エリーは真剣な表情で、細くて白い指をスケッチブックに乗せた。

「そっか。この地形なら、効果的に射殺せるね」

　啓治は残念そうに言った。

「盾たてを頭上に構えて重装歩兵走りで駆かけ抜ぬけるとしても、この先のここ」

　エリーは指をスライドさせて、先ほどノイエが絵を描いていたあの広場で止める。

「少し開けた場所だね」

「ここは、東から入って南に出る、広場のような場所なのですが、きっとここでは西と北に銃じゆう兵へいがいます。枡ます形がた門のような形ですねー」

「ここも一気に駆け抜けられないかな？」

「んー、十字砲ほう火かですからね。突とつ破ぱするには、かなりの兵を犠ぎ牲せいにしないと難しいと思います。当然、銃兵の他ほかに弓兵も待機してるでしょうし、南側に長なが槍やり兵でも置かれたら、蹂じゆう躙りんされるだけですね」

「かなりの防ぼう御ぎよだね。じゃあ、エリーならどうやってここへ辿たどり着く？」

「んー、私だったら……ここです」

　エリーが指をさした場所。それは──男湯だ。

「この池を抜けて、まっすぐ駆け上がっていけば、枡形の南を突つけます。そこから槍兵を背後から蹴け散ちらして行けば、きっとあとは手て薄うすだと思います！」

「でも、ここ道という道がないよね？」

「道無き道を行くことで、誰かが死ななくてすむんです。兵は詭き道どうなりって奴やつですよ！」

「なるほどね。よし、じゃあ、ロープとか持っていこうかな。ありがとう、エリー」

「いえいえ！　啓治さんのお役に立てるなら、私今すぐここで腹かっさばいてもいいです！　……ウナギの」

「切腹かと思ったらただの腹開きだっ！　このツッコミたい感情をどうしてくれんだよ」

　あははははは。

　二人は大きく笑う。

　その一部始終を、静かに見ていた境介は、頭を抱かかえていた。

（なんでだよーっ！　なんで敵兵が伏せてあること前提なんだよ！　ってことはバレてんの！　覗きにいく計画バレてんの！　いや、バレてても弓兵は来ないよっ！　そっか。じゃねえよっ！　そこでおかしいって言えよ！　そんな大規模な作戦を軍単位ではやらないよーっ！　枡形ってなんだよ！　かなりの防御だね。じゃねえよ！　こええよ！　どう聞いても難なん攻こう不ふ落らくだよ！　でもそれ城門と矢倉の場合だよっ！　森だとそれほどの防御力はないと思うよ！　誰かが死ななくすむって──普通に進軍してもきっと誰も死なねえよっ！　なるほどね。じゃねえよっ！　このツッコミたい感情をどうしてくれんだよっ！）

「なるほどね。確かに、一理あるかも」

　と賛同したのは、豊だった。

　境介は、「お前もか……」と豊の顔を二度見した。

　豊は常識人だと思っていたのに。

　一人だけこの話に引いていた境介は、どんどん孤こ独どく感を味わっていった。

「ここをこう攻めてー」

　エリーは笑顔で指をさす。

「あーうん。ここも同時に攻めた方がいいんじゃない？」

　と啓治が別の場所を指さした。

「いいですねぇ。それなら意識が分散して、凄すごいよさそうですぅ」

　二ヶ所を同時に攻めることで敵の兵力を分散させる作戦だ。

　エリーは啓治の提案に喜び、ぴょんぴょんとジャンプする。

　三人は、ぷるんぷるんのあれをしばらく無言で眺ながめていたが、すぐに無言でスケッチブックへ目を戻もどす。

「で、ここをこう、こっちからぶち込んで」

　本隊は男湯から向かうルートを取りつつ、別働隊を最初に提案していたホテルからのルートに送り込む作戦。

「あ、そこをがんがん突いて、いっぱい出し入れしちゃいましょう！」

　広場にいる銃兵さえ追い出せれば、枡形地形を突破することが出来る。

「出し入れ？」

「はい。こう入れて、でこう出して……相手がこう出てきたら、また一気にぐっと奥まで入れるんですよぉ」

　エリーの提案は、少数の兵で敵の罠わなにはまり、すぐに退たい却きやくしては、また攻める気を見せることで、枡形地形にいる兵たちも攻められているところへ引っ張られるのではないかということだ。だが、より兵力を引き出させるには、罠の手前で撤てつ退たいではなく、奥までいく必要があるだろうとエリーは考えた。

「上う手まく入るかな」

「ここの角度が微び妙みようですよねぇ……抜けるかな？　もう一回入れましょう。何度も何度も」

　エリーと啓治は、本隊を心配していた。

　目的は敵の殲せん滅めつではなく、敵てき陣じんを抜けて目標地点に辿り着くこと。

　どれだけの兵がいなくなれば、本隊は敵を抜けるのか。

　だが、何度もチャレンジしなければ、やってみなければわからない。

　という、戦術的な話を啓治とエリーがやっていたのだが──

（わざとかっ！　こいつらっ！　わざと言ってんのかっ！　なんだこの間接的なエロい会話っ！）

　境介は頭を抱えた。

　二人の言っていることが、全すべていやらしいことのように思えてならない。

　豊は参加せず、ただ相づちをうって聞き手に回っている。

「はは、じゃあ俺はここをくりくり弄いじっちゃおうかなー」

　境介は、参加することにした。

　エリーのおっぱい目がけて、指をくいくいっと動かす完全なセクハラ行こう為いだ。

　この会話の流れなら、直接的なセクハラも冗じよう談だんで済むだろうという浅はかな考えは──

「え？　……どういう意味ですか？」

　不発に終わる。

　エリーは体を抱だくようにして境介から距きよ離りを取り、啓治の後ろに隠かくれてしまった。

「くりくりってなんだよ。訳分かんねえよ。あははは」

　豊に笑われ、境介はまた頭を抱える。

（だ、ダメだ……入っていけないっ！　くそっ！　なんだこの疎そ外がい感っ！　そういうのじゃねえのかよっ！　如い何かにエロそうに言うかじゃねえのかよっ！）

　ここに来て、境介は豊のしたたかさに舌を巻いていた。

　参加するところは参加する。意味のわからないところは笑って流す。

　境介も、そうするべきだったのだ。

　冗談で行ったセクハラによって、境介はついに──居場所を失った。

　そのとき、ふと発見する。

　ビキニ姿の女の子を。

　長い黒くろ髪かみをツインテールにしている、一見すると大人しそうな女生徒──マホだ。

（あいつ……そうか。あいつもここの生徒だったのか）

　境介はちらりと豊の顔を見る。

　だが、三人とも境介には目もくれず、あれやこれやと話を続けていた。

　境介は一人ですたすたとマホの元へと向かった。

「やあ」

　笑え顔がおで境介は声を掛かけた。

「なんか用ですか？」

　ビニールシートの上で、ビキニ姿のマホがＰＤＡを弄っている。

「君は──」

　暗黒騎き士しの中の人だよね？　と直接聞こうかと思ったが、境介はそこで言葉を切った。

　大きなカバンから、うっすらと暗黒騎士の兜かぶとが見えていたからだ。

（間ま違ちがいない。こいつだ……）

　境介はほくそ笑んでから──

「ちょっと、そこの石を取ってくれない？」

　と、マホの少し後ろにある大きめの石を指さした。

「石？」

　マホは怪け訝げんな表情でくるりと振ふり返る。

　その瞬しゆん間かん──

　境介はマホの頭に手を置いた。

　石がどうこうというのは、隙すきを作るために適当に言っただけのこと。

　境介はただ、頭を触さわりたかったのだ。

　境介は俗ぞくに言う『催さい眠みん術じゆつ』の使い手だった。

　催眠術には催眠導入という準備が必要だ。

　普ふ通つうは、相手をリラックスさせるように優やさしく声を掛けて誘ゆう導どうしていくのだが、境介は違う。

　風の力で振しん動どうを起こし、脳しんとうに近い状態に持っていく。

　ぼーっと意識が朦もう朧ろうとしてきたところで、催眠術を掛けるのだ。

　効くか効かないかは個人差があるが、五割程度の確率で成功してきている。

「あなたはだんだん眠ねむくなってきます」

　境介は、効いているのか確かく認にんするために、声を掛けた。

　だんだんと瞼まぶたが落ちて、マホはぽてっと倒たおれてしまう。

　その様子を見て、境介はほくそ笑んだ。

　少なくとも、彼女には確実に効いているようだ。

「私が手を叩たたくと、あなたは目を開けて、最初に見た人間に恋こいをします。愛いとおしくて愛おしくて、堪たまらなくなります」

　ぱん。

　境介が手を叩くと──マホはゆっくりと目を開き、そして境介に抱きついた。

　ぎゅっと首に腕うでを回し、頰ほおを寄せ、胸と胸を合わせる。

「おーよしよし。その気持ちのまま、覚かく醒せいしましょう。良いですか？　はいっ！」

　ぽんと肩かたを叩く境介。すると、トロンとした目をしていたマホはぱちぱちと瞬まばたきをする。

「あれ……私……ごめんなさい……急にこんな」

　マホは抱きついてしまったことを恥はじて、突き飛ばすように境介から離はなれる。

「いや、嬉うれしいよ。ほら、もう一回ぎゅーって」

「わーい」

　マホは笑顔を見せて、もう一度強く境介を抱いた。

　境介はマホの体を抱きながらほくそ笑んだ。







　　　第四章「計画的犯行」







　写生大会も、自由時間も終わり、夕食はホテルで美お味いしく頂いた。

　高校生が適当に作ったカレーとは違い、バイキング形式でローストビーフやらお寿す司しやら、ヒラメのカルパッチョやら、ほうれん草カレーやらを堪たん能のうした。

　ローストビーフの所は皿が常に温められているという心こころ遣づかいも、ホテルバイキングならではと言えるかもしれない。

　そんな、普ふ段だん口にはしないような料理に舌した鼓つづみを打ったあと、本当はもうのんびりお風ふ呂ろに浸つかって寝ねたいのに、最後のレクリエーションがやってくる。

　キャンプファイアーである。

　教師の一人が、夕食のバイキングのとき、生徒にこう聞いた。

「キャンプファイアーで、何をやりたい？」

　すると、一人の生徒がこう答えた。




「アイボク」と。




　教師は当然のように詳しよう細さいを聞いた。

　どうやら、その生徒は『椅い子す取とりゲーム』のことを言っているようだった。

　キャンプファイアーでは、フォークダンスを踊おどる予定だった。

　そのあとどうしようかという悩なやみだったのだが、まさか、フォークダンスと一いつ緒しよにやれる競技があるとは思わなかった。

　これはちょうどいい──と、キャンプファイアーのメインイベントは『フォークダンス＋椅子取りゲーム』に決定した。

　めらめらと燃える焚たき火の周りを、ずらりと男女が二重の輪を作る。

　ここまでなら、ごく普通のキャンプファイアーと言えるだろう。

　だが、その火と男女の間に、椅子がぐるっと円を描えがくように並べられていた。

「今から定番のあの曲を流します。曲が止まった時点で椅子取り開始です」

　このルールを公表したところ、意外にも好評だった。

　正直なところ、生徒たちはフォークダンスなどしたくはなかった。

　確かに、好きな人と手を握にぎれる。という程度の認識しかなく、別にまだ相手を好きになるほどの交流も深めていない人間にとっては、煩わずらわしいだけのイベント。

　しかし、椅子取りで負ければ、途と中ちゆうでフォークダンスを終しゆう了りよう出来るのだ。

「優勝賞品などは用意出来なかったので、この先生がゴルフコンペで優勝したときのトロフィーを差し上げたいと思います」

　優勝者には、金色に輝かがやくトロフィーが貰もらえるようだが、明らかにゴルフをスイングしそうな彫ちよう刻こくが付いている。

（いらねえ）と、こっちの方は不評だった。

　思い出をいとも簡単に手放す教師の倫りん理り観に疑問を感じる生徒もいた。

　男女の内、女子の方が内側。

　体力で男が勝まさるのだから、これもまたいいハンデとなるだろう。

「あれ？　暗黒騎き士しさん……いないのか」

　啓けい治じは少しがっかりしていた。

　遠く離れていても、夜の帳とばりの中でも、暗黒騎士がいればすぐにわかる。

　しかし、鎧よろい姿の人間は見当たらない。

「あー、そう言えば夕食のときもいなかったな。もう寝てんじゃないか？」

　後ろにいた豊ゆたかの言葉に、啓治は納なつ得とくはしたが、少し心配だった。

　何か、あったのかなと思っていると、曲がスタートしてしまった。

　オクラホマミキサー。と曲名で言うとどの曲だ？　となるだろうが、フォークダンスの定番曲であり、椅子取りゲームの定番曲でもある、あれだ。

　所々に入っている教師がダンスを踊り、見よう見まねで生徒が踊る。

　焚き火を中心に、女子は時計回り。男子は反時計回りに移動しながら、手を取り合って踊っていく。

　手と手が触ふれ合い、お辞じ儀ぎをして、ついついはにかんでしまう。

　あくまでメインはフォークダンス。

　曲は止まることなく、何周もリピートされていく。

　一〇人だろうか、二〇人だろうか。

　代わる代わる男女が触れ合っていく中──ついに曲が止まった。

　刹せつ那な──全員が中央の椅子目がけて駆かける。

　わーわーきゃーきゃーと騒さわぎながら。

　ハンデは見事に効いていて、男女は半分半分の比率になったのだが──

　ここである一人の人物が、己おのれの『欲よく』のために暴挙に出ているのを、何人かは見み逃のがさなかった。

　なんと、境きよう介すけは椅子を取る前に、隣となりにいた男子をブロックしたのだ。

（あいつ、なんであんなことを……）

　それを近くで見ていた啓治は不思議だったが──

「あいつ、女子の数を増やすつもりだな」

　という豊の言葉に、啓治ははっと気付く。

「男に椅子を取らせず、独ひとり占じめしようってのか！」

「ああ、あいつ……とんでもないことを……」

「いや、でも男が一人になったとしても、男の方に女子が回るだけじゃ」

「フォークダンスの方じゃないさ」

「え？」

「あいつは、アイボクの際にくんずほぐれつしながら、どさくさに色々触ろうと考えているに違いないっ！」

「な、なんだってーっ！」

　豊の推理は、全すべて当たっていた。

　境介は今の大人数のことを考えていない。

　もっと少数。合計一〇人ぐらいになったときに、その九割が女子になるよう調整しようと企たくらんでいた。

　ここにいる生徒たちは、そのほとんどが一いつ般ぱん人。

　神様でも神様候補生でもない、ただの一般人なのだ。

　境介の力があれば、造作もない。

「でも、それをするなら自分は絶対に生き残らないと──」

　そのとき、曲が止まった。

　二人の話の都合など、アイボクは待ってはくれないのだ。

　啓治は走る。

　怒ど濤とうの勢いで。

　女子三人に囲まれた。

　四人で一つの椅子を争うことになり、ぶつかり合う。

　むに。むにむに。

　柔やわらかな肌はだの感かん触しよくが、ジャージ越ごしに伝わってくる。

　先に座ったのは、啓治だった。

　だが、横から取ろうと、ぐいぐいお尻しりを押し付けてくる。

「これは！　なんて卑ひ猥わいなのですっ？」

　それは、岸きし田ださんだった。

　お下さげ髪がみが啓治の頰を撫なで、お尻がさらにぐりぐりと押し付けられる。

　が、先に椅子を確保した啓治はびくともせず、ついに椅子を獲かく得とくする。

「ごめんね」

　啓治は、岸田さんに一言謝りを入れた。

「鞍くら馬まくん……今、卑猥なこと考えてましたよね？」

「い、いやぁ？　べ、別にぃ？」

「……そうなんだ。良かった。健全な男子も、いるんだね。てっきり、お尻当たってんじゃん。うっひょひょひょっひょい。うれうれ嬉しすぎるーんとか思ってるのかなって」

「俺そんなキャラに見えるのかな」

「私の分も、頑がん張ばって！　卑猥な男子から、女子を守って！」

　がっしりと手を握られた。

　その目には、健全な高校生活を守るという決意の炎ほのおが燃え上がっており、もう椅子が確定しているにも拘かかわらずぐいぐい押し付けてきたのも、偏ひとえにそのためだった。

　そう、岸田さん自身がイヤらしいんじゃない。

　彼女はあくまで、男子がエロくなってしまうことを恐おそれているに過ぎないのだ。

「はあ、どうも」

　妙みような期待を強引に背負わされ、啓治はまた輪に戻もどる。

　そこに、豊の姿はなかった。

　どうやら、脱だつ落らくしたようだ。

　椅子が減らされ、また曲が始まった。

　だんだん輪は小さくなり、焚き火への距きよ離りも縮まっていく。

　そんな中──

「あ」

「こんにちは。啓治さん」

　エリーがやってきた。

　小さく、すべすべしている手。

　激戦を勝ち抜ぬいてきたのだろうか。手は少し火ほ照てっている。

「あは、啓治さん汗あせばんでますね」

「え？　そうかな？　ごめん。拭ふくわ」

「いえいえ！　このままでいいです！　むしろご褒ほう美びですから！　その手でおにぎり作って頂いても美お味いしく頂きますからっ！」

　それだけを話して、また次の女子へ。

（なんだ、このモヤモヤした気持ち）

　啓治は、去って行くエリーに、後ろ髪を引かれる思いだった。

　ちらりと、境介の姿が目に入る。

　ちらりと、遠くから見守っている岸田さんの顔が目に入る。

　そして、今すれ違ちがったばかりのエリーのお尻に、目が行った。

（……………………………………阻そ止ししよう）

　啓治は、胸の中にこみ上げる『何か』に従った。

　どうしてだろうか。

　境介のことは嫌きらいじゃない。

　境介の作戦を豊から聞いたとき、凄すごいと思った。面おも白しろいことを考える人だなと思った。

　でも──

　エリーのお尻を触さわる図を想像すると……ムカムカする。

　阻止する方法は三つある。

　エリーをリタイアさせるか、境介をリタイアさせるか。

　それと、エリーと境介がぶつかりそうになったら、間に入って止めるかだ。

　だが、人数が多すぎて、近寄ることも出来ない。

　ただただ、勝ち残ってそのチャンスを探すしかない。

　そう決意していた啓治に対して──一方、境介は、確実な計画を立てていた。

　男子の数を減らしていく作戦を立てたとして、それは一人では達成出来るモノでは無い。

　だが、今境介は、最も恐ろしい助っ人を手に入れていた。

　フォークダンスで入れ替かわり立ち替わりしながら、その人物がついにやってくる。

「あら、おハゲ様」

　ツインテールの少女──マホだ。

「お前に、一つ頼たのみがある」

　境介がぱちんと指を鳴らすと、マホは目がとろんとなり、催さい眠みん状態に陥おちいった。

「はい。なんでしょう？」

「男子の数を減らしていってくれ。俺のために。出来るな？」

「かしこまり……マスター」

　感情を感じさせない表情で、マホが淡たん々たんと答えると、境介はぽんとマホの肩かたを触り、催眠状態を解いた。

（かしこまりマスターが、ちゃんとした意味になるとはな）

　これでマホは、無意識下で境介のために男子たちを蹴け落おとしていくだろう。

　計画が上う手まく行けば行くほど、境介は笑いが止まらなかった。

　そんな境介とフォークダンスを踊おどる女生徒は皆みんな、一様に「気持ち悪いなこのハゲ」と感想を抱いだくのだった。

　マホは、その実力を余すことなく発揮した。

　一人、また一人と男子が脱落していく。

　それは、椅い子す取とりをちゃんとしている訳ではない。

　マホは、男子と席を争う際、一言ぼそりと耳元で呟つぶやくのだ。

「私の席を取ったら──君がベランダから小学生のパンツ盗ぬすんでたことをバラす」

「その席に座ったら──君が放課後リコーダー舐なめてたのをバラす」

「いいの？　二ふた股またしていることを彼女に知られても」

　マホはありとあらゆる弱みを握にぎっており、それらを使って男子を排はい除じよしていった。

　それはある意味、境介の催眠よりも質たちが悪いものだった。

　そのあと、何度も何度もアイボクは繰くり返され、とうとう火を囲むほどの人数ではなくなり、ただの椅子取りゲームになった。

　残りの人数は、七人。

　女子五人、男子二人という人数だった。

　この七人から、三人に絞しぼられる。

　女子の中には、ノイエもエリーもマホもいる。

　男子は啓治と境介という神様候補生だった。

　風の力を駆く使し出来る二人は、当然他ほかの人間より走るのが速い。

　境介は、エリーを見ながら舌なめずりをした。

（やっと会えたぜ……色々触ってやる）

　境介とエリーは、ここまで全く近寄れていなかった。

　だが、フォークダンスで手を握る度たびに、境介は妄もう想そうしていた。

　エリーの恵めぐまれたボディにタッチすることを。

　そして、ついにそのときがやってきたのだ。

（エリー。お前のおっぱいは……俺が守るっ！）

　啓治は、使命感に燃えていた。

　境介の目線は、明らかにおっぱいを狙ねらっている。

　谷間に顔を埋うずめて、水を払はらう犬のように顔をぶるぶると振ふりたいに決まっている。

「今卑猥なこと考えてませんでしたーっ？」

　外野から、岸田さんの声が響ひびく。

　その声が、合図だった。

　岸田さんの声が響いたのは、曲が終わったからだったのだ。

　境介と啓治は、同じ速さで椅子へと向かう。

　互たがいに、押しのけながら。

（こいつっ！　同じことを考えているのかっ！）

　境介は、啓治の行動をそう解かい釈しやくしていた。

（速いっ！　もう一段階──速くしなければっ！）

　二人は、これまで力を抑おさえていた。

　風の力は強力無比ではあるが、諸もろ刃はの剣つるぎ。

　ジャージがびりびりに破けてしまい、体が赤くなるという『ダサさ』と引き替えの強さである。

　これまで二人は、そうならない程度で風の力を使ってきた。

　だが、もうそうはいかない。

　二人の体が、鉄を熱したように赤く染まる。

（（こいつっ！　波は旬じゆん候補生っ！））

　二人は同時に驚おどろいた。

　だが、驚いてばかりもいられない。

　椅子に最初にタッチしたのは──境介の方だった。

　そのまま、椅子を横にずらし、啓治の手から遠ざけつつ、座ろうとする。

（くっ！　届けええええええっ！）

　啓治は、飛び込んだ。

　椅子に触ふれずとも、境介の体を吹ふっ飛ばそうと考えた。

　そこへ──エリーが飛び込んでくる。

「ええーいっ！」

　エリーはこのアイボクをとても楽しんでいるようで、にっこりと微笑ほほえんだままだ。

（おっぱいっ！　貰もらったっ！）

　飛び込んでくるエリーの胸に頭が当たるよう、境介は少し体勢を低く取る。

　啓治のタックルで、椅子が傾かたむき、境介の顔面は、さらに下がった。

　────境介とエリーは、衝しよう突とつした。

「かはっ」

　鼻血が、ぴゅっと飛ぶ。

　境介の鼻を、エリーの膝ひざ小こ僧ぞうが破は壊かいしていた。

　ジャンピングニードロップ。

　いや、それは中なか邑むら真しん輔すけの『ボマイェ』に近い。

　背中を仰のけ反ぞるほどの、膝蹴げりだった。

　啓治は、啞あ然ぜんとしていた。

　境介は、意識をすでに失っていた。

　二人は知らなかったのだ。




　エリーが、暗黒騎士だということ。




　戦せん闘とうのエキスパート集団である暗黒騎士。

　その中でも歴代最強と謳うたわれたのが、このエリーだ。

　啓治が押し込んだせいで、エリーの膝蹴りはその威い力りよくを増してしまったのだ。

　ずるりと境介が椅子から落ち、啓治は体勢を整え、椅子を摑つかみ、自分の方へと引き寄せる。

「負けませんよぉっ！」
















　そこに、エリーが激げき突とつしてきた。

　椅子に座った啓治の顔面に、スーパーマンが飛ぶような形で飛び込んで来たエリー。

　そのたわわに実ったおっぱいの谷間が、啓治の顔面にジャストフィット。

　息も出来ないほどの圧あつ迫ぱく感かんに、二人はそのまま倒たおれ込──まない。

　啓治は、踏ふん張った。

　エリーの体を抱だきかかえ、椅子に座ったままエリーの突とつ撃げきの勢いを止めたのだ。

「そんなっ！」

　むにゅむにゅ。

　エリーは身を捩よじらせる。

　それは、顔面におっぱいを擦こすりつけるようなもので。

　啓治はこれまで、感じたこともないような幸せを感じていた。

　こうして、啓治は決勝へと進んだ。

　エリーは残念そうな顔で啓治から離はなれる。

「負けちゃいましたかぁ……さすが啓治さんですね。途と中ちゆうに変な奴やつがいなければ私が勝ってたのになー。って！　どどどどどうしたんですかっ！　すごい顔が赤いですよ！」

「これはその……風の力使ったんで」

　啓治は、真実で真実を隠かくした。

　風の力を使えば、体が赤く染まることは、以前エリーに伝えている。

　だが、今赤いのは、エリーのおっぱいを目と鼻の先で感じたからだ。

　慣用句としての言い回しではなく、そのままの意味で。

「こうなったら、優勝して下さいね！」

「お、おう。任せろ」

　啓治は狼狽うろたえている姿をエリーに見られたくなかったので、強がった。

　こうして、啓治は決勝に残った。

　一つの椅子を、三人で取り合うのだ。

　決勝の相手は──ノイエとマホの二人。

「へえ、鞍馬くんやるじゃん」

　マホの笑みは余よ裕ゆうに満ちあふれていた。

　境介の助けに入る間もなく、エリーの膝で潰つぶされてしまったのだから、こればっかりはどうしようもない。

「…………楽しみ」

　ノイエは小さく呟いた。

「お手て柔やわらかに頼たのむよ。ほんとマジで」

　啓治は、この二人とは当たりたくないと思っていた。

　一人は暗黒騎士で、もう一人は何をしでかすかわからない存在だ。

　曲が始まり、三人は二人を警けい戒かいしながら軽快にスキップをする。

　その時が来るのは、すぐだった。

　最後ということもあってか、曲はすぐに終わり、三人は同時に飛び出した。

　マホは、手を払う。

　それは──砂による目つぶしだった。

　まさかの攻こう撃げきに、啓治はまんまと顔に手をやり、速度を落としてしまった。

（いつ砂を握ったんだ！　そうかっ！　さっき俺がエリーとどたばたしているときに……だから、余裕の笑みを浮うかべていたのかっ！）

　啓治は、まだどこかでマホを甘く見ていた。

　エリーならば、暗黒騎士ならばマホを誰だれよりも警戒していただろう。

　どのような悪でも汚きたない手を使っても、勝てば全すべてが正義の行いであるというマホの考えを知ってさえいれば。

　だが、砂は目には入らなかった。

　薄うす目めを開けて、椅子に手を伸のばす。

　だが、啓治が目つぶしを受けていた隙すきに、ノイエが椅子を摑んでいた。

　啓治とノイエの速度は互ご角かく。

　一いつ瞬しゆんの隙があれば、一瞬の差でノイエの方が速いのだ。

　そして、目つぶしによって遅おくれた分は、一瞬どころではない。

　啓治は、風の力で加速する。

　今までは追い風を受けて走る程度だったが、自分の体を吹っ飛ばす、爆ばく風ふうを発生させた。

　椅子へ飛び込んだ啓治。

　ノイエは椅子に手をつき、そこに座るのではなく，跳とび箱ばこのように椅子を飛び越こえてきた。

　ノイエは、椅子を確保するのではなく、対戦相手を倒すことでここまで勝ち上がってきたのだ。

　啓治とノイエは、空中でぶつかりあう。

　そんな二人を眺ながめながら、悠ゆう々ゆうとマホは椅子に座り、足を組んでいた。

　こうして、トロフィーはマホのモノとなったのだ。

　アイボクは、体と体をぶつけ合い、場所を制圧する競技。

　それを、マホはぶつけ合うことなく、もぎ取ることもなく、あっさりと制圧してしまったのだ。

　決まり手は、猫ねこ騙だまし。
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　キャンプファイアーも終わり、ついにこの時間がやってきた。

　風ふ呂ろ。

　それも、露ろ天てん風呂だ。

　貸し切りの見知った人間だけによる風呂。

　友達にちんこを見られるという恐きよう怖ふに怯おびえる生徒。

　手ぬぐいを肩かたに掛かけてどうどうと入ってくる生徒。

　それらより──

「あー、いい湯だ」

　暗黒騎き士しは漆しつ黒こくの鎧よろいのまま、湯船に浸つかっていた。

　兜かぶとの上には、畳たたまれた手ぬぐい。

　生徒たちは思った。

（ちゃんと湯に浸かれてねえよ）

　鎧の通気性がどれほどあるのか分からないため、鎧の中にどれだけお湯が入ってきているのか、生徒たちには想像も付かない。

　もしかしたら、一ひと滴しずくの湯も入らず、サウナのような状態になっている可能性すら考えられる。

　ぽとっと落ちそうになった手ぬぐいを、暗黒騎士は支える。

「おっと、タオルは湯につけてはいけないんだったな」

　そのとき、生徒たちは思った。

（そういうレベルじゃねえよ）

　鎧でどっぷり肩まで浸かっているのだ。手ぬぐいで湯が汚よごれるどころか、漆黒の鎧は鶏とりガラだったら出だ汁しが出てるレベルで湯に影えい響きようを与あたえているはず。

「あの……暗黒騎士さん」

　代表して、啓けい治じが声を掛ける。

「ん？　なんだ？」

「ここ、男湯なんですけど」

　引きつった笑え顔がおで、全員がその様子を眺めていた。

　ほんとすいません。とでも言いたげな表情だ。

「男湯という風呂なのかー。どうりで少し硫い黄おうの香かおりが強い訳だ」

　じゃばっと湯を腕うでに掛ける。

「うん、その、温泉の名前ということじゃなくて、男専用の風呂なんです」

「え？　男専用なのか？　男女平等の世界なのに……私の世界では、男女共に入るぞ」

「恥はずかしくないんですかね？」

「だからこうして」

　暗黒騎士はこんこんと鎧を叩たたく。

「ああー」

　周りから納なつ得とくの声が漏もれた。

　何な故ぜ暗黒騎士は、鎧のまま風呂に入っているのか。

　その理由は簡単だ。

　恥ずかしいから。裸はだかを見られたくないからだ。

「中は裸なんですか？」

「……あ……あぅ……」

　暗黒騎士は答えられなかった。

　裸であると、恥ずかしくて言えなかった。

「まあ、湯に浸かってしまえばみんな同じでしょうね」

「うむ。あ、決して私は啓治くんの裸を見たい訳ではないぞ」

　暗黒騎士のその言葉に、反応した人物が一人いた。

「ケイジ？　ケイじゃなく……ケイジ？」

　それは──境きよう介すけだった。

「あー、うん。まあ、ケイってのはあのとき急にタカに付けられたあだ名っていうか、タカもまあ本当は豊ゆたかでさ」

　啓治は、そう言えばそういう冗じよう談だんをまだ訂てい正せいしていなかったな。とばつが悪そうに返す。

　境介の表情は、とても真しん剣けんだったから、騙だましていたような気がして申し訳なかった。

「………………鞍くら馬ま、啓治か」

　境介は、ぎろりと眼光鋭するどく啓治を睨にらみ付けながら、小さく呟つぶやく。

「あれ？　知ってたんだ」

「ははははは……あはははははは」

　境介は高らかに笑った。

　アイボクの際、確かに啓治は風の力を使った。つまり波は旬じゆん候補生だ。

　豊が啓治という名前を隠かくした。境介に、啓治という名前を知られたくはなかった。

　それはつまり、鞍馬啓治と辻つじ本もと豊は組んでいる。

　いや、啓治は境介に対して、敵意がない。

　豊は、境介が啓治を殺そうとしていることを知っているが、それを啓治本人には伝えていないのだ。

　となれば、二人は組んでいる訳ではない。

　豊は『鞍馬啓治側』ではなく、『鞍馬家側』の人間なのだ。

　全すべてを理解した。

　自分に暗黒騎士を落として欲しいと依い頼らいしたのも、啓治を波旬にするため。

　暗黒騎士と啓治は、端はたから見ても仲がいい。

　恐おそらく、互たがいに恋こい心ごころを抱いだいているだろうと豊は考えている。

　だが、『波旬』になるほどの『欲よく』を積むなら、たった一人の女に入れ込んでいる場合ではない。

　豊は、啓治を波旬にするために、この恋を一度ご破算にしてしまいたいという訳だ。

　答えが分かったことで、境介は笑ったのだ。

　そこへ──豊がやってきた。

「お、何何？　何の話？」

「いやなに、豊。君にまんまと騙されたって話をしてたんだよ。この──鞍馬啓治くんとな」

　にやりと笑う境介に、豊は息を吞のんだ。

　今日一日、豊は境介とずっと行動を共にしていた。

　啓治に近づかないように。啓治だとバレないように。

　ほんの少し、目を離はなしただけだった。

　その、ほんの少しの間に、バレてしまった。

　これだったら、トイレになんていかなきゃよかった。

　常識を疑われても、シャワーで誤ご魔ま化かしながら風呂場でしてしまえば良かった。

　もう少し早ければ、気付かれないように手を打てたろう。

　だが、何もかもがもう遅おそい。

「さて、そろそろ行こうか」

　境介は少し浸かっただけで、ざぱっと立ち上がった。

「え？　どこへ？」

　啓治は、きゅっと力を入れた境介のケツに呼びかける。

「何のために作戦会議を開いたんだ？」

　にっと口角を上げて、境介は指をさす。

　その方角にあるのは──

「あ、あれマジで言ってたの？」

「作戦会議？」

「ああ、えっとその……冗談で山へ登って景色を眺ながめようって話をね」

　啓治は、女湯をのぞき見るとは言えなかった。

（冗談だったのかよーっ！　わっかんないなーこいつの思考っ！）

　境介は頭を抱かかえながら脱だつ衣い所にいき、持ってきていたロープの先に輪っかを作り、浴衣ゆかたにリュックという出いで立ちで戻もどってきた。

　啓治は悩なやんでいた。

　覗のぞきに行くか行かないか。

「……俺は、いかねえぞ」

　豊は、啓治が悩んでいることを感じ取り、肩まで湯に浸かった。

　誰だれかが行く気をなくせば、「じゃあやめとくか」と啓治も言うだろうと考えた。

　その考えは正しい。

　啓治は今正に「じゃあ俺もやめとこうかな」と言うつもりだったが──

「今から女湯を覗きに行くぞっ！　みんなで行けば怖こわくないっ！」

　境介は、周りの男子たちを焚たき付けた。

　露天風呂は、岩山や崖がけに囲まれていた。

　だが、それは垂直ではない。

　崖の上にある木にロープを掛け、それを手た繰ぐっていけば、余よ裕ゆうで登ることが出来る。

　まるでインディ・ジョーンズのようにロープを投げ、境介は我先にと上がっていく。

　するとどうだろう。

　急いで脱衣所へ向かった男子生徒が、次から次へと浴衣に着き替がえて戻ってきては、ロープを手繰っていく。

「おいおい、マジで行くのかよ」

　と誰かが言った。

「しょうがない奴やつらだなー」

　と誰かが言った。

　みんながみんな行くもんだから、啓治も渋しぶ々しぶ──

「行くか」

　ざぱっと立ち上がる。

「おいおい、啓治」

　豊は目を丸くさせて驚おどろいた。

「別に覗く気はないけど、乗りかかった船だからね。ちょっとした冒ぼう険けんというか肝きも試だめし的な感じで参加してくる。──豊は残るんだろ？」

「ああ……うん」

　豊は、失敗した。

「イマイチ理解出来んが、啓治くんが行くのならば私も行こう。この崖を駆かけ上がればいいんだな？」

　暗黒騎士の手から、黒い渦うずが発生する。

　それは、『ダークデーモンドア』という便利な暗黒の力だ。

　ずずずず……と、ロープが渦から出てくると、暗黒騎士はそれらを飛ばし、崖を登るための道が何本も出来る。

　そうなれば、もう参加者は増えるばかりだった。

「全く、岸きし田ださんは正しかったってことだな」

　呆あきれながら、啓治も脱衣所に行き、ホテル備え付けの浴衣に着替えサンダルをはくと、風呂場へと戻った。

　たとえ通り道だろうが、浴場に服を着て入るのは何か違い和わ感かんを覚える。

　ロープの張り具合を引っ張って確かめて、崖を登っていく。

　そんな啓治を、豊は眺めていることしか出来なかった。







　総勢、一〇〇名弱の行軍が始まった。

　ホテルへ向かうときには山道を歩くだけでダラダラぐだぐだ言っていたが、女湯を覗くという崇すう高こうな目的のためを思えば、皆みんな文句も言わず、一兵士と化していた。

　月明かりを頼たよりに、湯上がりの体を涼すずしい風で冷ましながら、彼らは進んでいく。

　何事もなく、先頭集団が広場へとやってくる。

　啓治とノイエが絵を描かいていた、あの開けた場所だ。

　風呂場から来たことで、広場を出た所、南側に辿たどり着いたのだが、そこで──矢が降り注いできた。

「な、なんだ！」

　急に攻こう撃げきを受け、男子部隊は大混乱に陥おちいった。

　そもそも、戦争経験もなく知識すら曖あい昧まいなのだから。

　あまりにも突とつ然ぜん。

　矢は、木の上から放たれている。

　数はそれほどではない。

　一射につき、矢は二〇本ほどだ。

　だが、それだけでも、平和ボケした日本で、危機感も持たずにやってきた高校生の心を射い貫ぬくには、十分すぎた。

「あれを見ろっ！　猿さるだっ！」

　木の上に、木で出来た弓矢を持ち、背中に矢や筒づつを背負っている猿がいた。

　広場を抜ぬけたところを上う手まく突ついたはずだったのに、そこに兵が伏ふせられていたのだ。

「戻るなっ！　進めっ！　勇気を持てっ！」

　暗黒騎き士しの檄げきが飛んだ。

　だが、男子たちは足が竦すくんで動けない。

「くっ！」暗黒騎士は奥歯を嚙かみしめる。

　ここで一番ダメなのは、足を止めることだ。

　足を止めれば、後続が渋じゆう滞たいする。

　渋滞すればするほど、矢に当たる確率は上がり、誰かが負傷する。

　矢から助かったモノは、さっさと矢の射程から抜けだし、先へ進まなければ、被ひ害がいは増えるだけなのだ。

「そこにいると死ぬぞっ！　こっちへ逃にげろっ！」

　声を荒あららげたのは、啓治だった。

　引き返すのではなく、一いつ本ぽん杉すぎへ向かう道を指さし、自ら走り出す。

　するとどうだろう。

　あれほど恐きよう怖ふに足が止まり、行軍出来なかった男子軍が、一目散に走り出す。

　ここへ来たときよりも速い行軍速度で。

　勇気を持って先へ進めという暗黒騎士の言葉では動かなかった男子たち。

　それを見て、啓治はノイエとの川でのやりとりを思い出していた。

　人間を動かすには、三つのモノがあればいい。

　快楽と、恐怖と、怒いかり。

　そこにいれば死ぬ。という恐怖。そしてそれを駆り立てる言葉。『逃げろ』

　進めと言われれば進まないが、逃げろと言われれば逃げる。

　これこそが、ノイエの言いたかったことだろう。

「さすが啓治くんだな。逃げろと言いつつ、兵を前に進ませてしまった。ならば──」

　暗黒騎士は広場の入り口で立ち止まり、ダークデーモンドアを開く。

　ずずずずず……

　いくつもの剣けんや槍やりを取り出しては、すれ違ちがう男子に渡わたす。

「飛んでくる矢は払はらい落とせ！　襲おそいかかる獣けものは威い嚇かくせよっ！　先行した兵士にも渡してくれ！」

　まるでマラソンの給水のように、暗黒騎士から武器を手に取り、先へと進んでいく。

「こ、こんなことは聞いてない！　俺は帰るぞ！」

　と、ここで半数の人間が、広場の方へと向かう。

　その方向から行けば、ホテルの入り口へ帰れるからだ。

　これもまた、恐怖と怒りによって扇せん動どうされた結果だ。

　しかし──最悪だ。

　広場に入れば、北と西から十字砲ほう火かを浴びる。

　さらにここを抜けてホテルに向かう道には、兵を伏せるのに適した山道が多々あるのだ。

　せっかくそこを避さけて南から侵しん入にゆうしたのに、そこへ逃げるなら本ほん末まつ転てん倒とう。

　しかし、男子たちは作戦会議に参加していないため、そんなことも知らないのだ。

「そっちはダメだっ！　戻れっ！」

　暗黒騎士の言葉に、足を止める男子たち。

　どうすればいいかわからない。

　そんな恐怖に、暗黒騎士はつけ込んだ。

「最も早はや退路はないっ！　先へ！　活路は先にありっ！」

　暗黒騎士は広場に出て、猿の矢をはじき返し、男子たちを守っていた。

　南に、男湯へ戻ればいいという考えが、混乱していて出てこなかった男子たちは、その言葉で覚かく悟ごを決める。

　覚悟を決めた男たちは、兵士の目をしていた。







　弓の嵐あらしを抜ければ、あとは一本杉を目指して駆け抜けるだけ。

「いけいけいけいけっ！」

　途と中ちゆうで、啓治と境介が立ち止まり、男子たちの背を押していた。

「おお、啓治くん。先ほどの判断、見事であった」

「暗黒騎士さんが最さい後こう尾びですか？」

「ああ、そのようだ。二人とも。剣を」

「いや、俺たちは──」

「必要ないね」

　啓治と境介は、にっと笑え顔がおを見せる。

　風使いとして、生身でも戦えるという自負があった。

「そうか。そうだったな」

　暗黒騎士もまた、ふんと一つ笑う。

　余計なお世話をしてしまったと。

「全く、誰が猿に弓矢なんて与あたえたんだ」

　境介は呆れたように言う。

「どうやら、我々の計画は予想されていたようだ」

「おいおい、ってことは──」

　啓治の言葉に、はっと三人は気付く。

　もし、目的地が女湯ではなく、女湯を覗のぞけそうな一本杉であることすら予想されていたとしたら。

「猿だーっ！」

　先を行っていた男子の叫さけびがこだまする。

「やっぱりかっ！」

　三人は走った。

　伏ふく兵へいは、まだいるのだ。

　広場に約二〇の猿がいた。

　伏せる兵としては少ない。

　そこで、気付くべきだったのだ。

　伏せる場所が、複数であると。

　ならば──

「皆みなの者っ！　聞けっ！　ルートを変えるぞっ！」

　暗黒騎士の言葉に、境介は耳を疑った。

　だが、すぐに理解し、笑う。

　境介にとって、この言葉は好都合だった。

「……いや、だったら目的地を変えよう」

「え？」

　境介は誰だれよりも速く駆かけ抜け、先頭へと出る。

　そして、ホテルに来るとき、暗黒騎士がしたように、岩の上に立った。

「俺たちは今、バレないように覗くため、一本杉を目指している！　だが、それではこの先、猿に襲われるばかりだっ！　だから……女湯に直接向かおうっ！　崖がけの上から、奴やつらを覗くんだっ！　バレても構わないっ！　一いつ瞬しゆんしか覗けなくてもいいっ！　体を隠かくされてもいい！　絶対にっ！　絶対に覗くぞっ！」

「「おおうっ！」」

　男たちの返事は、勇ましい。

「この先に、二ふた股またの道がある！　そこで進路を変えるぞっ！」

「「了りよう解かいっ！」」

　兵士たちは、一丸となっていた。

　ただ一つの誤算は──そのルート変へん更こうすら、想定範はん囲い内だったということだ。







「ぐわあっ！」

「坂さか本もとが腕うでをやられた！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　かすり傷だっ！　どうやらあの猿共、鏃やじりは上手く作れなかったみたいだな。まるでゴム弾だんだ」

「へへ、所しよ詮せん猿さる知ぢ恵えってか？」

　男子たちは、一度も立ち止まらず、行軍を続けていた。口の悪さも、まるでアメリカ軍人のようだった。

　もうすぐ、女湯だというところで、崖と崖に挟はさまれた、狭せまい道に入る。

　ここを抜ければ、もうあとは花はな園ぞのを覗くのみ。

　温泉の匂においが今にも漂ただよってきそうな場所。

　だが──

　その両側の崖の上に、猿の姿。

　ずらりと並んだその数は、ゆうに一〇〇を超こえている。

「噓うそだろおい……」

　先頭にいた男子が、また立ち止まる。

「くっ！　やられたっ！」

　暗黒騎士は、舌を巻いた。

　ここにいる猿は、本隊だろう。

　伏兵の数を確かく認にんしてやっと、男子たちは気付いた。

　この場所に、まんまと誘さそい込まれていたのだと。

「この戦術……そうか……これは……」

「暗黒騎士さん？」

「私は忘れていた。あちらに、狡こう猾かつな暗黒騎士がいることを」

「………………ノイエかっ！」

　啓治ははっと気付く。

　ノイエは、真ま似ねをするのが得意だ。

　啓治が弁当を作って食べさせたとき、ノイエは次の日全く同じモノを作ってきた。

　写生大会のとき、ノイエは風景の一部を完全に切り取る絵を描かいていた。

　暗黒騎士の技わざをそのままコピーすることも出来た。

　いつもヘッドフォンをしているのは、日本語を学ぶためのモノ。

　つまり、ノイエは日本語をマスターしていない。

　なのに、ぺらぺらと話すことが出来るのも、覚えているというより真似ているのかもしれない。

　暗黒騎士を暗殺しようとしたとき、ノイエはその思考をほとんど読み切っていた。

　もし、思考までもコピー出来るとしたら？

「ええい！　また私を手玉に取るというのか。あの小こ娘むすめがっ！　同級生の小娘がっ！」

　暗黒騎士は悔くやしかった。

　兵は詭き道どうなり。

　万全の布ふ陣じんを敷しいていると考え、その裏をかいて裏から攻せめる作戦を立てた。

　そんな裏工作も裏読みも、裏を返せば油断となる。自分は、成功したと自うぬ惚ぼれる。

　そもそも、兵を動かす前に、敵が本当にそういう布陣で挑いどんでいるのかという裏付けも裏取りもしなかった。

　思おも惑わくとは裏腹に、予想は裏切られたのだ。

「すまない二人とも。私が不ふ甲が斐いないばかりに」

「……責任を取って、ここで食い止めろ」

　それは、残ざん酷こくな言い分だった。

「おい境介！」

　啓治は、むっとした。

　暗黒騎士は何も悪くない。

　作戦を立てたのはエリーだし、暗黒騎士はただルートを間ま違ちがえただけだった。

　こっちに落ち度はない。

　向こうが優ゆう秀しゆうだっただけだ。

　そこに、責任などない。

　啓治はそう言いたかったが──

　暗黒騎士の中はエリー。

　この作戦を立案したのも、行軍する場所を決めたのも、全すべて暗黒騎士である。

　境介が言わずとも、責任を感じていた。

「よし、私はここで足止めをするっ！　全軍戻もどれっ！　ここは罠わなだったっ！　当初のルートへっ！　行ってくれっ！」

　ざっ。暗黒騎士は立ち止まり、一いつ本ぽん杉すぎを指でさす。

「でも！　もう、もうすぐだろっ！」

「バカっ！　あんなところから覗いたら、矢の雨を受け続けるぞっ！」

　そう。この先で女湯を覗くのであれば、ここにいる猿たちを殲せん滅めつしなければならない。

　あるいは、防ぼう御ぎよ陣じんを敷いて、順番に覗く人間と防御する人間が代わり続けるという手もあるが、どちらも矢に晒さらされ続けるだろう。

　生徒たちは反転し、来た道を戻る。

　そんな無防備な背中へ、矢が放たれた。

　ざあっと雨のような矢を、剣けんで払はらい除ける暗黒騎士。

「俺も残る」

　と、啓治が足を止めると──暗黒騎士は手で制する。

「いや、行ってくれ！　私にも、少しは格好を付けさせてくれ。君が残れば、私は責任を果たせないのだ。それに、もしも一本杉のルートにまだ敵兵がいたとすれば──君という指揮官が必要となる」

「暗黒騎士さん……」

　啓治は暗黒騎士に言葉を掛かけられなかった。

「さあ、猿共よっ！　暗黒騎士に飛び道具を使うのがどれだけ愚ぐ策さくか──思い知れっ！」

　暗黒騎士は、左手をかざす。

　黒いモヤのようなモノが、矢を吸い込んでいった。

　ダークデーモンドア。

　時間も天地も存在しない暗黒空間へと誘いざなったのだ。

　さらに、今吸い込んだ矢が、吸い込んだときと同じ速度で飛び出していく。

　だが、ダークデーモンドアは掌てのひらサイズでしか開けない。

　雨のように降り注ぐ矢の全ては吸い込めないのだ。

　それでも十分だった。

「すげえな暗黒騎士さん」

「振ふり返るなっ！　行くぞっ！」

　啓治に背中を押され、来た道を戻り、二股の道を曲がっていく。

　一本杉のルートには、まさかの敵兵がいないという状態だった。

「どういうことだ？」

　男子たちは、警けい戒かいしながらも先へ進む。

　一いつ匹ぴきの猿もいない、安全なルート。

　本命であるはずのこのルートに、まさか兵を置かないなんて。

　何事もないまま、ついに兵士たちは辿たどり着く。

　大きな大きな、一本杉。

　猿のようによじ登り、首から提さげた望遠鏡を覗のぞく。

　見えた。

　そこに、女湯があった。

　だが──もう……誰も……入ってはいなかった。

　空の女湯。

　全ては、遅おそすぎた。

「どう？　見えた？」

　木の根元から、啓治が声を掛ける。

「……ダメだ。遅かった」

　するすると滑すべるように、境介は降りてくる。

　せっかく、ここまで来たというのに、なんの成果もないことを、兵士たちは落らく胆たんしていたが──妙みような充じゆう実じつ感かんがあった。

「そうか。このルートに兵がいなかったのは、もう女湯を覗いても誰もいなかったからだな」

　猿の一匹でも女湯へ知らせに行けば、あとは時間を稼かせいで適当な時間に全員女湯を出れば良い。

　そのための時間稼ぎが、あの猿たちなのだ。

「……そっか。でも、俺楽しかった」

　ぼそりと誰かが呟つぶやいた。

　女湯と、ホテルの灯あかり。広大な自然。

　高い位置から見る地球は、どんな場所でも美しい。

　この夜景のために、ここへ来たのだと思えば、後こう悔かいもなかった。

「まあ、な」

　笑い声がこだまする。

　かれらは、満足していた。

　この、冒ぼう険けんを、楽しんでいたのだ。

「さあ、暗黒騎士さんを迎むかえに行くぞ」

「全くあっちいってこっちいって、大変だな」

「この装備も、返さないとな」

　まるで花火大会が終しゆう了りようしたときのように、ぞろぞろダラダラと来た道を帰っていく男子たち。

「残念だったな」

　一本杉から降りてきた境介に、啓治が声を掛ける。

　境介の当初の目的は、女湯を覗くこと。

　それに間違いはない。

　だが、今の目的は違う。

　いや、言うなれば、当初の目的の、さらに当初の目的。

　男子たちが暗黒騎士を迎えに行こうと、山を下りていくのを見届けた境介は──

「本当に──残念だよ。お前が……良い奴やつだってことがな」

　そう呟いて、境介は右手の指をすっと揃そろえ──啓治の腹を貫つらぬいた。

　貫ぬき手て。と呼ばれる技わざだ。

　達人でなければ、人の肉体を貫くなんてことは出来ない。

　風の力を指先に集中させ、ただの手刀を、まるで剣のような切れ味にさせていた。

　啓治は、驚おどろいた。

　そこにいた『友達』は、全身が赤く染まっていた。

　風使いである啓治と境介は、その力を使うと、肌はだが赤く染まる。

　まるで、鉄を熱したように。

「お前……親父おやじの、差し金か」

「鞍馬の大親父と俺は関係ないね」

　どん、と肘ひじ打ちをして、距きよ離りを取る。

　腹から、どくどくと血が流れ出す。

　啓治が腹を押さえると──すーっと傷が塞ふさがっていく。

「そんなことが出来るのかよ。めんどくさい奴だ」

　境介は、血に染まった指をべろりと舐なめる。
















「へえ、お前は出来ないんだ」

「鞍馬の大親父め。そんな便利な技を他家に教えないなんてな」

「俺だって、今の貫手は教わってねえよ」

「仕方が無い──一いち撃げきで仕留めるしかねえよなぁっ！」

　境介は、距離を詰つめる。

　両の手が、剣だった。

　啓治は、その手を摑つかもうとしたが──まるで蛇へびのような柔じゆう軟なんさでするりと擦すり抜ぬけ、啓治の心臓を狙ねらう。

「くっ！」

　身を捩よじり、なんとか急所は外した。ついでに、腕うでに風の力を集結させて境介の腹を狙う。

　が、境介は後ろにくるりとバク宙して、また距離を取った。

「鞍馬の啓治さんよ。あんたは確かに、天才だ。だが──お前は所しよ詮せん、温室で育った天才。そう、言わば吉よし岡おか清せい十じゆう郎ろうに過ぎない。だが──俺は様々な強敵と戦い、腕を磨みがいてきた……言わば宮みや本もと武蔵むさし。吉岡と武蔵が戦えばどうなるか……分かるな？」

　境介は指をぽきぽきとならしながら、口を動かした。

　今の一撃で決めるつもりだったが、なかなかどうして、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだと、仕切り直したのだ。

「ごめん。そのエピソード知らねえわ」

「………………お前と対たい峙じしたときのために、必死で考えた台詞せりふだったのに」

　境介は、出会った時から啓治が憎にくかった。

　暗黒騎士であるエリーと仲がいいところも、自分より顔が格好いいところも、豊が旧友である自分ではなく、啓治の肩かたを持っているところも。

　自分が欲ほしかったモノを全て持っているようで、羨うらやましくて堪たまらなかった。

　ワナワナと、拳こぶしが震ふるえる。

　だが、握にぎり締しめては殺せない。

　境介にとって、最も効率のいい攻こう撃げきが、貫手なのだ。

　それに、怒おこってる暇ひまはない。

　その内、暗黒騎士が来るだろう。

　そして、啓治に味方するはずだ。

　迅じん速そくに、即そく座ざに──殺さなければならない。

（どうする……こいつ、強い）

　啓治は、額と手にじわりと汗あせをかいていた。

　今、攻撃を避よけられたのは、『たまたま』だった。

　少しでも意識があれば、啓治は傷を回復することができる。となれば、即死する場所、喉のどか左胸を狙ってくるだろうと感じていた。

　そう予想していたから、避けられた──訳ではない。

　たまたま、本当にたまたま、びびって体が勝手に避けたのだ。

　速い。

　貫手が、見えない。

　蛇のように襲おそってくるから、軌き道どうも予測出来ない。

　風使いとしての実力では、確かに境介の方が上のようだ。

　逃にげるのも手の内か？

　いや、無理だ。背後を見せれば即やられる。

　いずれ、暗黒騎士が助けに来てくれるのを待つしかない。

　だが、時間を稼げるのか？

「次こそ……トドメだっ！　死ねっ！　鞍馬啓治ぃっ！」

　啓治は、死を悟さとった。

　誰だれかが助けに入ってくれるかと祈いのるしかなかった。

　暗黒騎士が──追いついてくれるのを、期待していた。

　いや、誰でもいい。

　誰か一人でも帰ってきてくれれば、この現場を批難してくれる生徒が一人いればいい。

　そんな短時間も稼げない自分が、腹立たしかった。

　境介は大地を蹴ける。

　一歩、また一歩と大きく距離を詰める。

　境介は、この一撃に賭かけていた。

　全すべての力を、この一撃にぶつけようと、全力を出していた。

　もしこれで無理なら、もう風の力も使えないほどに、時間を気にしていた。

　そして──確信していた。

　啓治の目には映らない速度。

　万事休す──

　勝利を確信した境介は、にんまりと笑えみを浮うかべた。

　体が、脳内が興奮している。

　人を殺すということを、今境介は楽しんでいた。

　啓治ののど元を、境介の貫手が突つき刺さそうとした瞬しゆん間かんだった。

　ぐきっ。

　少し大きめの、こぶし大ぐらいの石が、たまたま啓治の足あし下もとに埋うまっていた。

　暗がりの中ということもあってか、境介はその石に気付かず、足を踏ふみ外した。

　結果──境介は、足を挫くじいたのだ。

「っっっっっっっっ！」

　声にならない悲鳴だった。

　境介は足を挫いて、その場に倒たおれた。

　貫手が首を掠かすった啓治は、間かん一いつ髪ぱつ。

　首の皮を切り取られ、すーっと血が伝う。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　啓治は、拍ひよう子し抜ぬけしてしまい、思わず自分を殺そうとした人間を心配してしまった。

　受け身を取ることも出来ないほどの足の挫き。

　まるでファールされてカードを出させたいサッカー選手のように、膝ひざを抱かかえて地面をゴロゴロと転がる。

「ああああっ！　つーっ！　くっそっ！」

　重度の捻ねん挫ざだった。

　骨や腱けんもやってしまったかもしれない。

　顔がくしゃくしゃになるぐらいの痛み。

　もう立てそうにもないぐらいの痛み。

「普ふ通つう、トドメの一撃で足挫くか……」

　啓治は、哀あわれな目で見下ろしていた。

「漫まん画がやアニメじゃねえんだからっ！　こういうことも起こるだろっ！」

　境介はせめてもの反はん抗こうをした。

　誰が悪いんでもない。

　ただただ、運が悪かった。

　そんな境介に、啓治は手を伸のばす。

「運が悪かったんだよ。人を殺そうなんて思うから、そんな目に遭あうんだ。もう、諦あきらめろよ」

　だが、境介はその手を払はらった。

「お前は死ぬべきだっ！　死ななければ、何の意味もねえんだよっ！」

　よくわからないが、辛つらい言葉だった。

　啓治は、困ったように頭を搔かき、その場をあとにした。

　啓治が助けようとしても、境介はそれを受けようとはしない。

　きっと、誰かが助けに来てくれるだろう。

「くそっ！　あと少しでっ！」

　境介は、だんと地面を叩たたいた。

　そこへ、からん、ころん、と下げ駄たの音が聞こえてきた。

「ふう。間一髪だ」

　濡ぬれた髪かみを搔き上げ、浴衣ゆかた姿の──豊がそこにはいた。

「お前っ！　くそっ！　だろうと思った」

　そう、偶ぐう然ぜんではない。

　啓治は、豊に助けられていたのだ。

「猿さるも全部、お前が仕し掛かけたんだな？」

　境介は理解した。

　何な故ぜ、作戦がバレ、行く先々に兵が伏ふせられていたのか。

　それは、一いつ緒しよに作戦を立案していた豊の仕し業わざだったから。

　そして、豊は人の感情を読むのが得意だ。

　それに、暗黒騎士といえども、異世界であるこの世界の猿を兵に変えるなんて、出来やしない。

　暗黒騎士が出来るなら、エリーもやっていただろう。

　作戦を読まれていたというだけで、ノイエがやったことだと判断していたが、違ちがったのだ。

「短時間で頑がん張ばったろう？」

「何故、こんなに面めん倒どう臭くさいことを……」

「俺はまだ、鞍馬啓治と友達でいたいからな」

　何故、豊は姿を見せなかったのか。

　啓治には、一いつ般ぱん人であると思わせたかったから。

　その一点に尽つきる。

「……くそったれ」

　境介は、夜空を見上げて嘆なげいた。

　啓治がやっぱり、羨ましかった。







　　　エピローグ「全すべて閣下の仕し業わざ」







　ぴーんぽーん。

　林間学校によって、休日となった水曜日。チャイムが鳴って、啓けい治じは笑みが漏もれた。

（さては、エリーだな？）

　少し早足に玄げん関かんへ向かう啓治。

　いつの間にか、エリーが家に来てくれることが嬉うれしくなっていた。

　だが、戸を開けるとそこにいたのは──

「……今晩は如何いかがお過ごし？」

「ノイエ……どうしたの？」

　意外な人物だった。

　そこに立っていたのは、制服姿の少女。

　ヘッドフォンを付けた、幼い少女だったのだ。

　ノイエが家に来るなんて、初めてのことだったから、啓治は大層驚おどろいた。

「思いを、伝えに」

「思い？」




「私のこと……好き？」




　どきっ。

　啓治は、超ちようド直球で投げかけられたその言葉を、上う手まく捕ほ球きゆう出来なかった。

「何かあったの？　とにかく……」

　啓治は、中へどうぞ。と言う言葉を出すことを躊ちゆう躇ちよした。

　ノイエが何を考えてるのか、わからなかったから。

　扉とびらを開けたままの状態で、啓治は困こん惑わくしていた。

　どうしてだろう。

　このまま家に上げてしまうと、浮うわ気きをしているような気分になる。

　エリーの笑顔が邪じや魔まをして、それ以上言葉が出なかった。

「あ、そうだ。これを……マホから預かってきた」

　ノイエはカバンをもぞもぞと漁あさって、あるモノを取り出す。

「これって……」

　それは、アイボク優勝のトロフィーだった。

「あの戦いは、あなたが優勝だと」

「そうかぁ？　あれは完全に神しん藤どうの勝ちだろう」

　うさんくさいなーと目を細める。

　また何かを企たくらんでるのかなと思いながらも、それを受け取った。

「……で」

「で？」

「返事、まだ聞いてない」

　啓治が玄関にある靴くつ箱ばこの上にとん、とトロフィーを置くと、かちっと何かの音がした。

「…………まあ、好き、かな。うん」

　あまり、言い慣れない言葉を出すと、人は照れ臭くさくなってしまうモノだ。

「私、魅み力りよく的？」

「うん、まあ、かなり……かな。うん」

　どうも要領を得ない。

　かっち……かっち……かっち……かっち……

「私は今、困っている」

「とりあえず、先に何があったかを言って貰もらえると助かる」

　表情が変わらないからわかりにくいが、ノイエは困こん窮きゆうしているようだった。

　相談することがあるなら、何とか聞いてやりたいモノだ。




「……許嫁いいなずけが、私の居場所を見つけた」




　許嫁、という言葉が、啓治の心に突き刺さった。

　思ったより、重そうな話だ。

「それで、俺は何が出来る？」

「私と結けつ婚こんしてほしい。明日あした」

「明日っ！　急な話ばっかりするな。順を追ってくれると助かる」

　突とつ然ぜんの申し出に、啓治は鼻水が出そうになった。

　かっち……かっち……かっち……かっち……

「……私の使命は、暗黒騎き士しウォルターを殺すこと。でも、私の個人的な目的はお嫁よめさんになること」

「それは知ってる」

「私は、この国に来て、驚いた」

「何に？」

　ノイエは、文明があれば何でもかんでも感かん銘めいを受けるから、啓治にはどれのことだかわからなかった。

　かっち……かっち……かっち……かっち……

「この国の、アイドルに」

「意外だな。そんなところに驚く要素なんかあったか」

「この国のアイドルは、みんなガキンチョ」

「それはまた偏へん見けんのある言い方だな」

「私は思った。──こんなにロリコンが多いならきっと、私の夫もすぐに見つかると！」

　ノイエはぐっと拳こぶしを握にぎる。

「どういう結論だそれっ！」

「なのに、誰だれも私に声を掛かけない。いっつもいっつも……他ほかの女ばかり」

　また、ノイエはしゅんとする。

「ああ……」

　啓治は、派手な水着を着たのにエリーにばっかり視線がいく様子を思い出した。

　かっち……かっち……かっち……かっち……

「私は決意して、男湯に行った」

「え！　ノイエいたの？」

　ふるふるとノイエは首を横に振ふる。

「私が行ったとき、そこには誰もいなかった」

「あっ！」

　ノイエが男湯に着いた頃ころ、男子たちはみんな、女湯を覗のぞくために行軍していたのだ。

　かっち……かっち……かっち……かっち……

「だから私は……もう死ぬしかないのかもしれない」

「またそんなことを……」

　ノイエは、いや、暗黒騎士はまるで江え戸ど時代のサムライぐらい、すぐに死のうとする。

「私は……」

　かっち……かっち……かっち……かっち……

「ちょっと待って。ちょっとさっきっからうるさいんだけど」

　何か、時を刻むような音がずっとトロフィーから聞こえていたので、啓治は気になって手に取った。

「あれ？　そう言えばこの台座の部分──こんなにデカかったかな？」

　底の部分が開くようになっている。

　パカッと開くと──

「ひっ」思わず啓治は悲鳴を上げた。

　そこにあったのは、時限爆ばく弾だんだった。

　これはなんですか？　と質問すれば、誰がどう見ても、時限爆弾だと答えるだろう。

　秒針と短針のあるごく普ふ通つうの丸い時計と、ダイナマイトっぽいモノと、それを結ぶ赤と青の線。

（な、なんでこんなモノをっ！）

　啓治は、ノイエに目をやる。

　まさか、ノイエは死ぬ気でこれを持ってきたのだろうか？　と思ったが──

「これは？」

　ノイエも、知らないようだった。

　ということは──マホが仕し掛かけたということになる。

　何のために？

　そんなことを考えている暇ひまはない。

　時計はどんどん進んでいるのだ。

「時限爆弾って奴やつだ。時間が来れば、爆発して俺もお前も多分死ぬ」

「それはちょうどいい」

「よくねえよ！」

「私たちの世界では、背が高くて、肉付きの良い女子がモテモテ。私は──生まれてくるべきじゃなかった」

　ノイエとは正反対だ。

　だけど──だからって、モテない容姿に生まれたからって、死ぬ必要はない。

　それも、こんな急に、思いつきで死ぬことはない。

　こういう性格さえなければ、モテるんだろうなと啓治は思った。

「でも、ノイエは許嫁がいるんだろう？　じゃあモテなくてもいいんじゃ」

「私は、あいつと結婚するぐらいなら、死んだ方がマシだから」

「そんなに、嫌いやな相手なのか？」

「……私は、女とは結婚したくない」

「…………あ、許嫁って女性の方なのっ！　同性の結婚認めてんだ！」

「男女平等が、帝てい国こくのモットーだから」

　男女平等。

　そう言えば、暗黒騎士は風ふ呂ろに入るとき男女一いつ緒しよだと言っていた。

　屈くつ強きような男ではなく、ノイエのような幼い少女も暗黒騎士になれる。

　そして、同性の結婚。

　それらは、男女平等を徹てつ底ていしているからこそ、出来ることなのだろうか？

「なるほど……ってそんなことより、これなんとかしないと」

「いい。私はもう……」

「俺がイヤだよっ！」

「じゃあ、私がそれを持って帰る」

「お前が死ぬのも、俺はイヤなんだよ！　なんですぐ命を捨てる方向に持っていこうとすんだよ！　楽しいこと、まだまだいっぱいあるだろ？」

「嫌なことも……それ以上に多いし……なくならない」

「お前はそういう面めん倒どう臭くさいことを言うから、モテねえんだよ」

「……なるほど」

「いいか。諦あきらめるのはまだまだ早い。お前だって、もしかしたらこれからぼんきゅっぼんになって、お前の世界でも男にモテモテかもしれないだろ！」

　啓治はトロフィーを色々弄いじってみるが、どうにもやり方がわからない。

「ダメ……あいつが来ると、きっと私は婚こん姻いんを結ばれる」

「じゃあ、よくある手だけどさ」

「何か、手があるの？」

「そいつを追い返すために、恋こい人びとのふりしてやるよ。恋人ごっこ。それでいいか？」

「…………それ、いい」

　ノイエは、目を輝かがやかせた。

　ありきたりな手段だが、ノイエにとっては、目から鱗うろこの逆転サヨナラホームランだった。

「でも、それをするにしてもだな。このかっち、かっちを止めないとだな」

「………………」

　ぶちっ！

　ノイエは、青の線を突とつ然ぜん引き抜ぬいた。

「あっ！」

「…………これでいい？」

　時計は、止まっている。

「これで、いいみたい」

　啓治は境きよう介すけの捻ねん挫ざといい、この時限爆弾といい、なんだかやるせない気持ちだった。

「なんで、青を選んだんだ？」

「赤……好きだから」

「好きな赤色は、斬きりたくなかったってことか」

　至し極ごく簡単な理由。

「では、恋人ごっこ……今から開始」

「え！　今からっ！」

　ぴょーんとノイエが飛び込んでくる。

「ちょっ！　こらまだっ！」

「くーらーまーくー…………ん」

　そこへ、絶ぜつ妙みようなタイミングで、エリーが訪たずねてきた。

　啓治を押し倒たおすノイエを見て、この世の終わりのような表情で、持っていたカバンをぽさっと落としてしまうほどに落らく胆たんしていた。

　啓治がノイエを警けい戒かいして、玄げん関かんで話をしてしまったことが、徒あだとなったのだ。

「あ、えっと！　あ、アイボクをしてただけだから！　別になんにもないからっ！　決まり手が押し倒しだっただけだからっ！」
















　エリーが明らかな勘かん違ちがいをしていると、啓治は焦あせって訂てい正せいするが──

「この度たび、恋人になりました」

　ノイエの言葉に、エリーは目に涙なみだを浮うかべ、走り去るのだった。







　境介は足を捻挫して、自分の素す性じようもバレてしまい、焦っていた。

　波は旬じゆん候補生が最有力である鞍くら馬ま啓治を暗殺しようとして、失敗。

　これは、成功したならば優位に立てると考えてやったことだが、まさか失敗するとは思わなかった。

　もう、易やす々やすとは近づけやしないだろう。

　松まつ葉ば杖づえ生活である今、戦っても勝てはしない。

　もし、親に、波旬に報告されれば──殺されるのは境介の方だろう。

　もしかしたら、死よりも恐おそろしい事態になりかねない。

　早急に、確実に、殺さなければならない。

　一いつ泊ぱく二日の親しん睦ぼく会を兼かねた林間学校は、教師たちの思おも惑わく通り、見事に信しん頼らい関係は強化された。

　だが──一部の生徒に確かく執しつをもたらす結果に終わった。

　次の日になって、境介はマホを呼び出して、指示をする。

「これを、鞍馬啓治の家に仕掛けてこい」

　手て渡わたされたのは、トロフィーだった。

　昨日の夜に、フォークダンス大会（アイボク）で優勝したときにマホが貰もらったモノ。

　決勝で啓治とノイエと戦い、マホが勝ち得たもの──に、よく似た出来。

「これ何？」と、いつものマホならば目を細めて聞いてくるだろう。

　だが、マホは目をとろんとさせて──

「はい」

　と一つ返事をするだけだった。

　全すべては、上う手まく行っているはずだった。

　なのに、鞍馬啓治が死んだというニュースはやっていない。

　ただ死んだんじゃない。爆死だ。

　ニュースにならない訳がない。

「おい、どういうことだ？」

　その日の内に『貴族野や郎ろう』でマホを呼び出して、境介は威い圧あつ的に聞いた。

「何がですか？」

　マホはきょとんとした表情で返す。

「お前に渡した爆弾は、完かん璧ぺきだった。赤と青の線があれば、誰だれもがそのどちらかを切れば助かると思う。たとえ誰か一緒にいたとしても、どうせ、お前との赤い糸だけは切りたくないとかなんとか言って、青を切るはずだ。ところが、その両方共がブービートラップ。本当の止め方は秒針と短針を抜く──だ。そんなこと、わかるはずがない。なのに──何な故ぜ発動しなかった」

　くどくどと、境介は恨うらみ節ぶしのように喋しやべる。

　いつもなら頭の中でやることだが、今回ばかりは声に出ていた。

「なんでだと思います？」

　マホは笑え顔がおで答えた。

「え？　なんでだと思うって……それはその」

　急な質問返しに、境介は何も考えられなかった。

「私が、すり替かえたの。爆弾を」

　マホは不敵な笑みを浮かべながら言った。

「え？　……とにかく、もう一度仕し掛かけてこい」

「ふふ────やだ」

　マホは、今度は楽しそうに笑った。

「なっ！」

「んー。もう少し面おも白しろいことをするかなーと思ったけど、やっぱりあんたセンスないわ」

　マホは足を組んで、あくびをしながら言う。

「何を言ってる……お前……催さい眠みんに」

　あまりの態度に、境介は混乱していた。

　言いなりになっている人間の態度とは思えない。

「掛かってないよ？」

　マホはけろっと言い返す。

「えっ」

「なんか面白そうだったから、かかったフリしてあげたのに、くだらないことばっかやろうとするから、がっかりしちゃった」

「お前……何者なんだ」

「神藤魔ま歩ほ。あなたの中で、『悪あく魔ま』の名を持つ神様と言えば？」

　境介は驚きよう愕がくした。

　悪魔の名を持つ神様。境介の常識では、それは一つしか思いつかない。

　第六天てん魔ま王おう、魔ま縁えんといった別名を持つ神様──『波旬』。

「……お前も……波旬候補生なのかっ！」

「ぶっぶー。私は……あなたたち波旬の審しん判ぱん役ってところね」

「審判だと？　じゃあお前は──」

「私は、元波旬ってところねぇ」

　波旬は、欲よくを叶かなえる神様。

　マホは暗黒騎き士したちの願いを叶えつつ、それらを弄もてあそんできている。

　人を手玉に取り、欲よつ求きゆうに忠実な存在。

　マホは、アイボクの際、境介と啓治を、『あえて』決勝に残したのだ。

　メル友であるノイエが悩なやんでいたことも知っていたから、爆ばく弾だんを届ける役目を任せ、啓治の心を揺ゆさぶった。

　エリーを使ってこの学校にいる全ての波旬候補生を弄ぼうともした。

　マホに強きよう迫はくされた者は皆みんな、一度こう思う。

『どうしてそのことを知っているんだ』と。

　マホは、欲よく望ぼうを叶えた人物を全て把は握あくしている。

　学園長は不ふ倫りんしているし、バスケ部のキャプテンは二ふた股またをしている。

　それらは全て、『元波旬』であるマホが、方々の手を尽つくして叶えてきた欲望。

　だからこそ、それを脅おどしに使えるのだ。

「わからん。どうしてそれを今俺に告げる？　いいのか波旬候補生に審判役が誰なのかを言ってしまって」

「ダメだよ？」

「おい」

「でも、問題はないかな。君はもう、候補生じゃないし」

「は？」

「バカだねぇ。鞍馬の大親父おやじがどれだけ面めん倒どう臭くさいか知ってるでしょう？　君は大おお井い川がわ家に強制送そう還かん。きっと、次期波旬が決まるまで、どっか暗くて狭せまいところに幽ゆう閉へいされるんじゃないかな」

「ちょ、ちょっと待て」

「残念だけど、待てないわね。全部決まってることだから。ツメが甘すぎたのよ」

「どうすれば良かったってんだ」

「……私だったら、出会った人間全てに催眠を掛けていたかな」

「なっ！　お前、そんな人道に反すること」

「人道？　神になろうってのに、何『人の道』行こうとしてんの？　全ての人間を掌しよう握あくしてこそ、神でしょ」

「……くっ」

　境介は、何も言えなかった。

　マホが正しいとはこれっぽっちも思わない。

　だが、何も言えなかった。

　マホに何を言っても、敵かなう気がしないような気がして。

「じゃあ──もう見ることもないでしょうけど、元気でね」

　んーっと背せ伸のびをして、マホは席から立ち、事務所へと向かった。

「ま、待ってくれ！」

「あーそうそう。あと一つだけ、教えてあげる」

　くるりと踵きびすを返して、マホは笑顔で言う。

「なんだ？」

「鞍馬啓治はね、波旬になりたくないのよ。今も波旬に選ばれないように頑がん張ばってるんじゃないかな」

「噓うそだろ……神になれるってのにか？」

「そう。まあ、人には色々あるってことよね。私が何を言いたいかっていうと──あんた、無む駄だなことしちゃったね。こつこつ『欲』積んでれば、少なくとも鞍馬くんは越こえられたろうに」

　マホは、楽しかった。

　境介が絶望する姿を見ることが出来ただけで、催眠に掛かったフリをした甲か斐いがあったと。

「くそっ」

　境介は頭を抱かかえた。

　鞍馬啓治を殺す必要など、なかったのだ。

　彼は、友となるべきだったことを後こう悔かいしたが──すでに遅おそかった。







　　　あとがき







　どうも皆みなさん、お足下の悪い中、ご足労願いまして誠にありがとうございます。

　快晴でもきっと、足下のどこかしらが悪いと信じています。

　私の趣しゆ味みは、ゲームです。

　これまで様々なゲームをやってきました。

　特に、テレビゲームですね。

　ここ三〇年ほど、ずーっとゲーム漬づけでした。

　特に学生時代は、一〇人ほどの人数で発売したゲームをそれぞれが買って回すことで、当時のゲームをほぼ全て一回はプレイしていると自負しています。

　ファイナルファンタジーとかが出ると半数の人間が買ったりして、回転率があがります。

　ある日のことです。『ドキドキプリティリーグ』の担当だった私は、ゲームショップへ向かいました。

　残念ながら、マイナーなゲームだったこともあり、ショーケースに現品一つしかないような状態でした。

　今はそうでもないのですが、当時の私は「極力店員と声を交わしたくない」という思春期特有の病に冒おかされていました。

　コンビニで肉まんが欲しくても、声を掛かけたくないために頼たのめなかったし、ファミレスで水のおかわりが欲しいのに声を掛けられなかったりしました。

　ですが、ショーケースに入ってるなら、それはもう、取って貰もらうしかない。

「ど、どきどきぷりてぃりーぐを」

　私は、勇気を出して言いました。

「え？」

　困こん惑わくした表情を返されました。

　緊きん張ちようのあまり、早口になっていたためでしょう。

「ど、どきどき……ドキドキプリティリーグ下さい？」

「え？」

「昨日発売したドキドキプリティリーグ」

「え？」

「プレイステーション用ソフトの……そこのショーケースの中にある奴やつなんですけど」

「あ、これですか」

「はい」

　私はあのときの屈くつ辱じよくを一生忘れないでしょう。

　あのちょっとニヤニヤした店員の顔も、忘れないでしょう。

　どうも、すいませんね。って感じじゃない。

　お前、これを買うのかよという顔です。

　タイトルが悪いんやっ！　『どきどき』って言葉がなんかこう、焦あせって言うとＤＪがレコードを擦こするようなちゅくちゅく音のようになってまうんやっ！

　ちなみに、ドキドキプリティリーグは何を言ってるか全然聞き取れないけど素晴らしいオープニング曲が印象的で、スピードのステータスを上げまくるとセーフティバントが確実に成功するという恐おそろしいゲームです。

　バント、バント、バント、秘打（相手が魔ま球きゆうを使っていなければ確実にホームラン）で満まん塁るいホームランを量産するというね。

　個人的にはとても思い入れが強く、声優陣じんも恐ろしいラインナップです。

　ですが、クソゲーとは思いませんね。

　やってもいないモノをバカにするのは、差別です。

　やった上でバカにするのは、区別だと思います。

　食べ物もそう。食べてもいないのに嫌きらいとか言うのは差別です。

　乗ってもいないジェットコースターを怖こわいからイヤだというのも、差別です。

　私は、『ドキドキプリティリーグ』という言葉だけを取り、恥はずかしいゲームだと決めつけてしまっていた。

　それが店員に伝わり、バカにされたのだと思います。

　半年後ぐらいでしょうか。そんな私に、リベンジの機会が訪れます。

　担当のゲームを買いに行くため、ゲームショップを訪れる私。

　そのゲームも、一点限り。ショーケースに入っていました。

　私は、臆おくすること無く注文します。

「すいません。どきどきシャッターチャンス★を」

「え？」

「ど、どきどき、どきどきシャッターチャンス★を……下さい？」

「え？」

「そこの、日本一ソフトウェアの……プレステの」

「あ、これですか」

　………………ちくしょーっ！

　私は、リベンジに失敗しました。

　タイトルがっ！　タイトルが……いや、タイトルは、悪くない。

　悪いのは、私。

　私なんです。

　人見知りだった私が、堂々と、淡たん々たんと述べることが出来なかった私が悪いんです。

　売ってるんだから、何にも恥ずかしいことはない。

　私は悟さとりました。

　ああ、私は何を怖がっていたのだろう。

　ちなみに、どきどきシャッターチャンス★は個人的に思い入れが強く、何度も何度もプレイした素晴らしいゲームです。

　私が田村ゆかりさんの声に出会えたのも、このゲームでした。

　このゲームをやらなければ、田村ゆかりさんのファンにもならなかったでしょう。

　この経験を経て、私は店員の『圧』に負けない心を手に入れることが出来ました。

　翌年、私はたったの一回声に出すだけで、購こう入にゆうすることが出来たのです。

「ドキドキプリティリーグ（熱血乙女青春記）下さい？」と。

　みんな！　自信を持とうっ！

　それだけ。たったそれだけでいいんです。

　さあ、店頭で言いましょう。




「暗黒騎き士しを脱ぬがさないで下さい？」




　さて、二巻で新キャラが出てきました。

　そうです。

　岸きし田ださんです。

　私は、オンラインゲームもちょくちょくやります。

　最近だと、戦国ランスの戦せん闘とうシステムを丸々アレした三国野望がお気に入りですね。

　戦国ランスの戦闘システムが好きなので、もっと丸々アレしたゲームが出てきてもいいと思います。アリスソフトさんが作ってくれないかなー。

　他にも、ドラゴンフォースみたいなゲームとか、スペクトラルフォースみたいなオンラインゲームがあればなー。リングオブレッドみたいなのもやりたいなー。

　なんて思いながら、ちょくちょくやってます。

　で、オンラインゲームには、チャット機能が付いています。

　このチャット機能。

　禁止用語がやたらと多いゲームが、たまにあるのです。

　誹ひ謗ぼう中傷を回かい避ひするためというのはわかりますが、『ばか』を禁止したために、「○○ばかり」という言葉すら規制されてしまうことがあります。

「れず」が禁止だから、「忘れずに」が言えなかったり。

「しね」が禁止だから、「○○だしね」が言えなかったり。

　ウルトラマンコスモスが言えなかったり。

　どないせーっちゅーねんが「ちゅー」のせいで言えなかったときなんか、ほんとどないせーっちゅーねんと思いました。

　人間から言葉を奪うばうことなど出来ない。

　死ねを禁止したところで、『死ね』と言いたいなら、いくらでも他に言う方法はあるのです。

　崖がけから落ちればいいのに！　とか。

　駅のホームからダイブしろっ！　とか。

　ヘブンへ落ちろっ！　とか。

　直接的な表現の言葉だけを規制することに、何の意味があるのか。

「レズ」を使ってどういう誹謗中傷の文章を作ると想定したのかも甚はなはだ疑問です。

　一つ一つの言葉を気にしてたら、キリがない。

　言葉を禁止したようでいて、何の禁止も出来ていない。

　そもそも、禁止ワード一覧を出してくれた試しがないから、言ってみて初めて禁止用語だと気付くシステムもどうかと思いますね。

　とまあぐだぐだと文句のように垂れ流しましたが──私は、怒おこってる訳でもなければ、やめろと言う気もありません。

　この一連の『禁止用語』。

　え！　これもダメなのっ！　あれはダメなのにこれはいいのかよっ！

　これはゲームに限らず、今正に、この文面でも行われていることなのです。




　バカげた禁止用語に出会う度、私は面白くて仕方が無い。




　というところから──

　岸田さんが生まれました。

　何でもかんでも「卑ひ猥わいだ！　それを言うな！」なんて、たまには私も『禁止側』に立ってみたかったのです。

　まあ、急に出てきて「卑猥ですー」と書いている内に「こいつ魔ま法ほう陣じんグルグルのギップルみてえだな」と思ったりもしましたが、これからもちょくちょく出せればいいなーと考えています。

　今後も岸田さんをよろしくお願いします。




　さて、では最後に謝辞を。

　この本を手に取って下さった皆みな々みな様さま。

　一巻でめげずに、よく二巻を取って下さいました。

　ありがとうございます。

　もっと短編集みたいに切きり離はなして日常を描かくべきか、それとも今回のように一つの出来事を一本通すか、悩なやんでいます。

　悩みながら仕上げたこの二巻、楽しんで頂ければなと思います。

　この作品でという訳ではないのですが、いつもファンレターのハガキをくれる数少ない『木き村むら心しん一いち』ファンの方。

　いつもありがとう！　励はげみになります！




　イラストの有葉あるふあさん。

　エリーのイラストが一番イキイキしているように思えます。

　楽しいエリーのイラスト、ありがとうございます。

　まあ、イキイキなんて言うと岸田さんが頭の中に来ちゃいますけど。




　編集部の皆様。

　締しめ切りがギリギリになってしまってすいませんでした。

　どういう話にしようか決まったのが締め切り三日前。実質、この二巻は三日で書いたようなモノです。

　次はもう少し余よ裕ゆうを持ってやれたらなと思います。

　頑がん張ばりますのでよろしくお願いします。




　あ、最後にホントどうでもいいことなんですけど──啓けい治じやエリーたちの学校名はすでにイラストの中に書かれています。気付かれた方がいたら、ご一報下さい。
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